
    
      　静せい寂じやくに満ちた空間に生まれる音があった。

　カッ、カッ、と硬こう質しつな響ひびきを持ったそれは、黒板を走るチョークの音だ。

　草くさ薙なぎ学園高校の一年十組では、現在世界史の授業が行われている。

　普ふ段だんなら、話好きの歴史教きよう諭ゆが熱弁をふるうのが通例だ。ところが、それがまるで嘘うそであるかのように、先生は重い沈ちん黙もくの中、黒板に文字を書き連ねてゆく。

　一心不乱に板書を取る生徒たちからしてみれば、勘かん弁べんしてくれよ、というのが本音。

　この教師の歴史好きは誰だれもが認めるところではあったが、彼かれの熱弁は多くの場合において本筋からの脱だつ線せんを行っていた。そして、定期試験が迫せまりつつある現在、予定された試験範はん囲いに届くのか危あやうい状じよう況きようになったというわけである。

　そしてチャイムが鳴った。四時限目の授業が終しゆう了りよう。たった今から、昼休みの始まりだ。

　しかし、歴史教諭はチャイムが鳴り終わるギリギリまで黒板に文字を書き続け、鳴り終わると同時に、

「──よし、今日はここまで」

　と言ってチョークを置いた。

「起立─、礼」

　クラス委員が溜ため息いきまじりに号令をかけ、立ち上がった全員で頭を下げる。

　いつもなら、そのまま昼食のために食堂や購こう買ばいへと走る生徒がいるのだが、今日ばかりはそんな真ま似ねができる者はいない。とてもではないが、板書に追い付いていないのだ。

「ったく、はりきりすぎだよ先生……」

　未み祐ひろもまた、ボヤきながら椅い子すに腰こしを下ろすと、シャーペンを握にぎり直してノートに向かおうとして、

「おーい。メシ行こうぜ、未祐さん」

　未祐の席の隣となりへやって来て、呑のん気きに声をかけてくるヤツがいた。

　他ほかのクラスメイトたちが必死になって黒板とノートとを見比べている中、ただひとり余よ裕ゆうの表情を浮うかべるその男子は、幼おさな馴な染じみの久く瀬ぜし愁ゆう一いちだ。

　未祐は小さく溜息をして。

「悪いけど、まだノートが取り終わってないんだよ。ってゆうか、愁はもう終わったのかよ？」

「もし終わってんなら、後でオラに写させてくれねえか久瀬……」

　会話を聞いていたのか、悲劇のゲロ男・弘ひろ川かわもやってくる。

「せっかくの中ちゆう華か週間なのに、このまま出で遅おくれたら食いっぱぐれちまうぞ」

「ああ、そういや今日からだっけ、食堂の中華フェア……」

　思い出したかのように未祐はつぶやいた。

　今週の一週間だけ、いつもはメニューに存在しない本格的な中華料理が食べられるという期間限定フェア。半月ほど前から告知されており、生徒たちの間ではかなり期待が高まっていたものだ。

　確かに未祐も興味をそそられないわけではないが、定期試験が近づきつつあるこの時期の板書を取とり逃にがすわけにもいかない。

「いいよ。今日のところは、オレが残ってノートを取っておくからさ。お前らだけ先に行ってろよ」

「いや、そんなのは後で一緒いつしよにやりゃいいって」

　と、あっさりと愁一。

　未祐の腕うでを取って立ち上がらせると、スタスタと教室の前の方へ。

「い、いや。後でって言ってもさ──」

　日直に頼たのんで消さないでおいてもらうつもりか、あるいは誰かに後で写させてもらうつもりなのか。いずれにせよ、自分たちだけ先に食堂に行っておいて、後で何とかしてくれなどと言っては、少なからず反感を買いそうなものだ。

　というか、愁一がそんな真似をするとも思えなくて、未祐は少し困こん惑わくする。

　すると黒板の前で愁一は足を止めると、ポケットから携けい帯たいを取り出して、

　パシャ

　パシャ

　パシャ

　と、横に移動しながら写メった。

「…………………………」

「…………………………」

「…………………………」

　それを見ていた未祐と弘川、さらにはクラス全員が沈黙し、

「──さ、行こうぜ」

　愁一が笑え顔がおで振ふり返かえって、そして歩き出すと同時。ガタガタと一いつ斉せいに他のクラスメイトたちが立ち上がり、自分の携帯電話を取り出した。





　黒板の前で撮さつ影えい会かいが行われているのを背中で感じながら教室を出ると、賑にぎやかな空気が廊ろう下かに満ちている。放課後とは異なる解放感を含ふくんだそれは、昼休み独特の喧けん騒そうだ。

　そして、未祐たちが食堂へ向かおうと歩き出したときだった。

「──ねえ、ちょっと」

　こちらを呼び止める声に振り返れば、見知らぬ三人の女子がいた。

　気の強そうな娘むすめを右の前衛、真ま面じ目めそうな娘を左の前衛、そして気弱そうな娘を中央後衛にすえたデルタフォーメーション。そんな目の前の陣じん形けいに、未祐はそこはかとなく既き視し感かんを覚える。すると、気の強そうな娘が口を開いた。

「悪いんだけど、ちょっといいかな──久瀬愁一くん？」

　──やっぱり。

　予感的中、未祐は表情には一切いつさい出すことなく心の中で嘆たん息そくした。

　ご指名を受けた愁一は、頬ほおをポリポリとかいて、

「悪い、先に行っててくれるか？」

「そうするよ……」

　未祐は手をヒラヒラと振って、弘川とふたりで歩き出す。

「今週はこれで三回目か……すごいな久瀬」

　隣に並んで歩く弘川が、後ろを振り返りながらつぶやく。

「まったくだ」と相あい槌づちを打ちながら、未祐は階段を降りて一階へ。

　あとは人の波に流されるようにして歩いてゆけば、食堂へと到とう着ちやくする。





　食堂はすでに、昼食を求める生徒たちでごった返していた。

　暑苦しい光景。唯ゆい一いつの救いは、生徒たちの着ている制服が軽装であること。

　それはひとえに、衣ころも替がえの賜たま物ものだ。

　七月、文ふ月づき、それにＪｕｌｙ。呼び名はどうあれ、とどのつまり季節は夏。

　四月は手て探さぐり、五月で学び、六月に学んだことを試ためすという、一年生である未祐たちにとっての始まりの三ヶか月げつは終わりを告げた。

　新しい生活に慣れはじめ、余裕が生まれてくると、人は徐じよ々じよに周りが見えてくる。

　そしてすでに足音が聞こえてきている期末試験を終えれば、その先にあるのは高校生活初めての夏休みだ。そうなると、徐々に青春へと走り出す者が現れ出す。

　つまり──告白する者が出始めるのだ。

「結ゆう槻きと久瀬は同じ中学だよな、どうだったんだ昔の久瀬って」

　と、あんかけチャーハンを食べながら弘川。

「中学どころか、幼よう稚ち園えんから一緒だよ」

　幼馴染だからなと未祐。

　豚ぶた肉にく青菜麺めん──豚ぶたバラ肉とチンゲン菜さいのラーメンのスープを飲みながら、

「あれで、小学生の途と中ちゆうまではオレより背も低くてさ、顔も可愛かわいかったんだよ」

「ほぉ、今は自分の方が可愛いって自覚はあんだな」

「…………」

　弘川のツッこみに、しばし沈黙してから、

「高学年になったころかな、急にアイツの背が伸のび始めたのは。で、中一の秋にはもう、クラスで一番高くなってたよ」

　と未祐。麺をすすりながら思う。

　姉の涼りよう子こと同じで、元々整った顔立ちはしていた。それが第二次性せい徴ちようを迎むかえた途と端たんに急速に男らしさを増した結果が、現在の愁一というわけだ。

「そうそう──中二のころなんか、すごかったよね久瀬くん」

「え……」

　突とつ然ぜんの横からの声に、未祐は思わず顔を上げる。

　すると、いつの間にかトレイを持った螢ほたるが、未祐たちのテーブルの横に立っていた。

「隣、いい？」

「あ、ああ。うん……」

　問われ、頷うなずきながら椅子を引くと、螢はそんな未祐の後ろを通って奥おく隣となりの席に座すわる。

「今日は巽たつみたちと食わねえのか？」

　と弘川。夏真っ盛りの頃ころにもなれば、共に昼食を取る仲間はある程度固定化される。

　未祐が愁一や弘川と食べるように、螢はいつも、クラス委員の巽を中心としたグループで昼食を取っていた。

「タッつんには、今日は委員会があるって断わられました。マキちゃんたちからは誘さそわれてたんだけど、あたしも部室にちょっと用事があったから。今日は別々なんだ」

　と言って「いただきます」と箸はしを割る。

「結槻くん結槻くん、酢す豚ぶたあげよっか」

「それだけは勘弁してくれ……」

　苦い顔をする未祐に、クスクスと笑ってから「でも本当に凄すごかったよね」と螢。

「バレンタインの日なんか、久瀬くん目当てで教室の外に長ちよ蛇うだの列ができちゃってさ」

「しまいには紙かみ袋ぶくろが三つとか四つとかになって、抱かかえきれないほど愛をもらってどうすんだよってツッこんだ覚えがあるな」

　それを聞いた弘川は溜息をついて、

「羨うらやましい話だな……オラは学校でチョコなんかもらったためしがねえぞ」

「オレもだよ……」

　と未祐。

「あれ──そうなの？」

　意外という響きを含んだ螢の問いかけに、未祐は「ああ」と頷いた。

　未祐の戦果は毎年一個のみ、愁一の姉である涼子からもらえる義理チョコだけだ。

　まあ、それでも世の中にはゼロ個の人間もいるのだ。贅ぜい沢たくを言うつもりはないが。

　しかし、今でこそもう慣れたが、昔は愁一も自分と同じだったのに、小六で差をつけられたときは何気にヘコんだ。今でも覚えている。五個だ。あの年、愁一がもらったチョコの数は。そして中一でトドメを刺さされてからは、もう張り合う気をなくしたため、中二と中三の時はすっかり冷静に現実を受け止められた。

「──あの様子じゃ、今年も推おして知しるべしだな」

　と溜息をつきながら弘川。

「第二保健室にも、結構相談しに来るヤツがいるんだろ？」

「悪いけど、相談内容は言えないんだよ」

　言ったら殺されるからだ。荒あらくれナイチンゲール──斗と神がみ璃り亞あに。

　未祐が保健部員になって、もうすぐ二ヶ月になる。

　ようやく保健部の仕事……もとい第二保健室での活動にも慣れはじめてきたところだ。

　そんな保健部の活動には、怪け我がや体調不良への対応の他に、悩なやみ相談も受けつけている。

　璃亞を頼たよって第二保健室へ相談に訪おとずれるのは、基本的に女子がほとんどだ。そして告白する者が増えてきている現在の状況に比例して、恋れん愛あいの悩みを抱えて訪れる者も増えてきていた。そして最近では、相手が愁一というケースも少なくない。

　一年生とはいえ、あの目立つ外見だ。すでに二年や三年の女子にも、愁一の名は知れ渡わたっており、上級生からの告白も出始めている。

「──そういえば、今日は第二保健室に行かなくても平気な日なの？」

　と螢。

　保健部は、昼休みにも悩み相談を受けつけている。璃亞が昼食を第二保健室で食べているのも、それが理由だ。最近は未祐も、相談内容如何いかんでは昼食を終えたあとに第二保健室へ行くようになっていた。だが、

「ああ、今日はいいんだ。斗神だけに相談したいって人らしいから」

　こういうケースは別に珍めずらしいことではなかった。まだ未祐は全体の半分より多い割合で、相談の場には同席させてもらえていない。まだ自身に至らない部分があることは自覚している。だがことは女子の悩み相談である。いくら女顔とはいえ、男の自分が立ち入れない問題も当然あるだろう。逆にいえば、半分近くは同席させてもらえているのだ。まだ入部二ヶ月であることを考えれば、悪くないペースで信しん頼らいを得られてきているとも思う。

「──お、色男が来たぞ」

　弘川の言葉に、ふと見れば食堂の入口に愁一の姿を見つけた。

「愁、こっちこっち！」

　と未祐が声を上げると、愁一はこちらに気づいて笑えみを浮かべる。

　そして、軽く手を上げて応こたえると、食券の券売機へと向かった。

「また、断わったんだろうな……」

　と弘川。自然と確信めいた口調になる。それは、これまでの結果を見れば明らかだ。

　久瀬愁一は、誰からの告白にもＯＫしていない。

「そういえば、中学校の時もずっと断わってたよね……」

　と螢。

「好きな人とか、いないのかな久瀬くん」

「────」

　そんな螢の独り言のような声を、未祐は黙だまって聞いていた。

　応える言葉はない。その答えは未祐も解わからないのだから。

　──それでも、ひとつの可能性は知っている。

　しかしそれを言うことはできない。軽々しく言っていいようなものではないから。

　何よりも──それが自分の好きな人と同じであるならば尚なお更さらだ。

「悪いな、お待たせ」

　そこへ愁一がやって来た。

「おや……今日は六りく堂どうも一緒なんだ」

　と、弘川の隣の席に腰を下ろす愁一に、

「えへへ、お邪魔じやましてまーす」

　螢が笑いながら、ペコリと頭を下げた。

　そんなふたりを見ていると、未祐は自分の胸が小さく痛むのを感じる。

　それはひとつの可能性を知った日から続いている、どうすることもできない疼うずき。

　だが、未祐はそれを受け止める。この痛みと、向き合ってゆくことを決めたから。



　結槻未祐は、六堂螢が好きである。

　久瀬愁一は、六堂螢が好きかもしれない。

　そして。

　六堂螢は──いったい誰のことが好きなのだろう。





　その日の放課後。第二保健室には数多くの女子生徒が集まっていた。

　彼かの女じよたちは別に怪我をしたわけでも、ましてや悩み相談に訪れたわけでもない。

　運動系と文化系、それぞれの部活から有志で集まった彼女たちの目的は、璃亞が開かい催さいする講習会だ。

　テーマは緊きん急きゆう時の救命活動──心肺蘇そ生せい法について。

　間もなく夏本番のこの時期。部活に合宿、あるいはプライベートのレジャーなどでの万が一の事態に備えて、正しい方法を説明することにしたのだ。

「──それでは、これから緊急時における救命活動についての講習会をはじめます」

　厳おごそかな空気の中で、璃亞がそう宣言した。

「まず、ウチの学校にはすでにＡＥＤが配備されていることは、みんな知ってるわよね。とはいえ、正しい使い方を知らない人や、もしくはＡＥＤさえ使えば良いなど、誤あやまった知識を持っている人が多いのではないかしら。そこで、今日はみなさんに、正しい心配蘇そ生せい法ほうを学んでもらい、いざというときに正しい対応ができるようになってもらえればと思います。講師は私、斗神璃亞が務めます」

『よろしくお願いしまーす』

　一斉に受講者たちが頭を下げる。

　それは璃亞の人ひと柄がらと、信頼の高さ。彼女が培つちかってきた人望によるものだ。

　未祐は璃亞を見上げながら、素す直なおに感かん嘆たんする。

「よろしく──で、これが」

　と言って、璃亞がチラリとこちらを見下ろしてきた。

「傷病者役の結槻未祐よ」

「………………いや、本当に助けてくれ」

　両手・両足を縛しばられて。床ゆかに転がされた状態の未祐は真面目な顔で訴うつたえた。

　心肺蘇生法の講習があることは知っていた。一週間前に廊下の掲けい示じ板ばんに貼はったポスターの制作は、保健部員として未祐も手伝っていたし。参加者の申込書の取りまとめだってやっていた。だから、前もって璃亞から本番でも協力してくれと言われたときは、軽い気持ちで了りよう承しようしたのだ。だが、いきなり身体の自由を奪うばわれて、イモムシのように床に転がされるとは聞いていない。

　救いを求める目で見上げる未祐に、璃亞はうんと頷いて、

「安心して。あなたのことは、必ず私が助けるわ」

「その正義感に満ちた眼めとセリフは、正しいようで間ま違ちがっている！」

　自分でやっておいて、よくもまあヌケヌケと。こちらは解放しろと言っているのだ。

　すると璃亞は興ざめしたように、

「ちょっと、死体役が喋しやべらないでよ」

「待てっ、オレの役どころって助けてもらう人間じゃねえのかよ！」

「どっちにしたって、アンタがゴチャゴチャ喋っていたら、始まるものも始まらないじゃない。みんな忙いそがしい中、時間を割さいてここに来てるのよ？　個人的な感情でモノを言うのは止めて欲ほしいわね」

「身体の自由だけじゃなく言葉まで奪われたら、オレの人権はどこに行くんだよ？」

「今ごろ搭とう乗じよう手続きをしてるわよ」

「待て！　人の人権を勝手に飛行機に乗せて、どうするつもりだ！」

「誰だれも飛行機だなんて言ってないわ。乗っているのはスペースシャトルよ」

「ＮＡＳＡがオレの人権を宇宙に飛ばす理由が解らないっ」

「大だい丈じよ夫うぶよ。燃料タンクと一緒にあとで切きり離はなすから」

「大たい気き圏けんで燃えつきるじゃん！」

　人権消し炭。思わずツッこんだところで、自分たちの会話を聞いていた他の女子たちがクスクスと笑っているのに気づく。

「ホラ……みんな笑ってるわよ」

　それを見た璃亞が溜ため息いきをついて、

「あんたの人権の無様な最期を」

「……頼むから、もうオレの人権を自由にしてやってくれ」

「タダでというわけには行かないわね。アンタが身代わりになるなら考えるわよ」

　早い話が、動くな喋るなというわけで。話が振り出だしに戻もどったわけだ。

「好きにしてくれ……」

　未祐は観念したように、動くのを止めて口を閉じた。

「──さて、それではまず最初に要救助者の発見から」

　そう言って、璃亞は一いつ旦たん踵きびすを返して部屋の入口へと向かった。

　なるほど。歩いてきて発見するという、実際にありそうな状じよう況きようを設定したわけだ。

　すると、璃亞はスタスタと未祐の方へ歩いてきて。

「────」

　倒たおれている未祐の上をそのまま跨またいで通りすぎ、窓を開けてひと言。

「うん、いい風……」

「気づけよっ。鈍どん感かんにもほどがあるわ！」

　思わず叫さけぶ未祐に、

「わかってるわよ。少しでもみんなに楽しく学んでもらおうという、私の気き遣づかいが解らないの？」

「みんなを気遣う前に、傷病者を気遣え。命が懸かかってんだ、こっちは」

　つーか、思いっきりパンツ見えてたぞ、と未祐は心の中で嘆息。

「──で、倒れている人を発見したら、まずは周囲の安全を確かく認にんして。車や自転車などの通行がないかとか。傍そばに建物があるなら、上で工事や作業が行われていないかとか」

　と、璃亞。

「そして、いよいよ倒れてる人の意識を確認よ」

「…………そうそう」

　未祐は頷いて、眼を閉じる。ここで、意識があるか呼びかけるわけだが。

　未祐は念のため心の準備。また璃亞が何かふざけてくるかもしれない。

　それこそ、意識の確認と称しようして思い切り耳元で怒ど鳴なるぐらいのことはやりかねん。

　未祐が身体を硬かたくして璃亞の動きを待っていると、

　はむっ

「────うっわあぁぁぁっ！」

　未祐は跳はね起おきて、

「なっ、何で耳を甘あま噛がみなんですか？」

　混乱のあまり敬語になる。

「油断してるからよ」

「倒れた人間は油断してるだろ！」

「これは訓練なのよ、あんたは緊きん張ちよう感を持ちなさいよ」

「ちょっと待て、お前が言うかそれ!?」

「普ふ通つうは肩かたを叩たたいたり、呼びかけたりして、それでも応答がなかったり、呼吸が止まっていたりするなど、危険を感じたらすぐに救急車を呼んで。このとき、可能なら周囲の人にそれは頼たのんで、発見者は次の手順で行う心臓マッサージと人工呼吸を開始すること。それで──」

　と、ここで璃亞の表情が真しん剣けんなものになる。

「さっき話したＡＥＤだけど。もしも現場が校内だったり、近くにＡＥＤがあるようなら、救急車のように周囲の人に頼むか、いなければすぐに自分で取りに行って。もしも倒れている人の心臓が止まっていた場合、助かる可能性は一分で七～十％下がってしまうわ。そして機械の電気ショックの効果は、人工呼吸や心臓マッサージよりも効力が高いの。だから理想は、三分以内にＡＥＤもしくは救急隊による電気ショックを与あたえること。これなら、助かる可能性は七十％といわれているわ。でも、救急車が現場に到着するのは電話を受けてから六分程度が平均。だから、設置されているならばとにかく少しでも早くＡＥＤで電気ショックの処置を施ほどこすこと。心臓マッサージは、もちろんそれ自体にも効果はあるけど、ＡＥＤや救急車が到着するまでの時間稼かせぎの側面があることを忘れないで」

　いいわね、と告げた璃亞の真剣な口調に、それまでの穏おだやかな空気が一気に吹ふき飛とんだ。

　話を聞いている女子の中には、メモを取っている者もいる。

　彼女らの手が止まるまで璃亞は待ってから、

「──さて、ここからは呼吸と心臓が停止している場合を想定して話を進めます。まず、人工呼吸をしてから心臓マッサージを行い、それを繰くり返かえすというのが主流ではあるのだけれど、最近では心臓マッサージのみを行う方が効果的という学説もあるの。とはいえ、人工呼吸のやり方自体を知っておくことは悪いことではないし、これからの季節に起こりやすい水難事故なんかのときには役立つこともあるから、きちんと教えたいと思います」

「え──？」

　未祐は思わず眼が点になる。

　きちんとやるのか？　人工呼吸の練習を？　自分と璃亞が？

「──だからって、そのまま実じつ践せんするわけないでしょ。何を勘かん違ちがいしてんのよエロ犬」

　そう言って、璃亞は未祐に布タイプのガムテープを放った。

「それをきちんと口の周りに貼って」

「そういうことね……」

　未祐は嘆たん息そくしながら、縛られたままの手で器用に言われた通りにする。

「ん───む」

　口をテープで塞ふさぐと、自然と鼻呼吸になる。たしかにこれだと、より呼吸をしていない実際の状態に近くなった気はする。──まあ訓練である以上、特に意味はないのだが。

「さて、まずは重要性の高い心臓マッサージから教えるわね」

　璃亞はそう言うと、やおら未祐のＹシャツのボタンを開け始める。

「──んんっ？　んむっ、んん～」

　突然の事態に抵てい抗こうしようとする未祐に、

「ちょっと、動かないでよ。服が脱ぬがせにくいじゃない。アンタにはちゃんと教えてるでしょ。実際の心臓マッサージは、基本胸むな元もとを開けてやるものだって。たしかにこれは訓練だけど、服着たままで心臓の位置を教えられるわけないでしょうが」

「っ………………」

　そうだった。いきなりだったので、つい思わずびっくりしてしまった。

　仕方なく未祐はされるがままに。

　璃亞は未祐のシャツのボタンを全すべて開けると、他ほかの女子を手招きして、

「心臓マッサージのポイントの探し方だけど、まず首の下に鎖さ骨こつがあるわよね」

「…………っ」

　璃亞の細い指で鎖骨を撫なでられ、未祐はゾクリとした感覚に身を小さく震ふるわせた。

　心配蘇生法の訓練をしているはずなのに。なんで自分は衆しゆ人うじ環んか視んしの中、それも女子ばかり二十人の前で、璃亞に鎖骨を触さわられているのだろうか。

　そんな未祐の疑問に構うことなく、璃亞は説明を続けていく。

「鎖骨の下から、左右の肋ろつ骨こつが下に並んでいるのが見える？　これを一番下まで追っていくの」

　璃亞の指が、未祐の肋骨を下へ下へ、すべるように撫でてゆく。

　鳥とり肌はだが立つようなくすぐったい感覚を、未祐は必死になって堪こらえ続ける。

「そして、一番下の肋骨から水平に身体の中央へ行ったここが、鳩尾みぞおち」

　人差し指の腹で、クッと押おされる。

「───ングッ」

　小さくむせた未祐を見て、璃亞は楽しそうに笑う。

　この荒くれナイチンゲール──と、未祐は彼女を睨にらむ。

　だが口にはガムテープが貼られており、何も言うことはできない。

　璃亞は無む抵てい抗こうな未祐の様子を満まん喫きつしながら、

「で、この鳩尾から横にした指二本分上……この位置が心臓マッサージのポイントよ」

「斗神ぃ、質問～」

　すると、ひとりの女子生徒が手を上げて訊きいてきた。

「心臓って左にあるんだよね？　なのに、なんで真ん中を押すわけ？」

「そうね。そういう風に普通は考えるわよね」

　と、璃亞。

「なんで真ん中をマッサージするのか──それは心臓が左ではなく真ん中にあるからよ」

「え、そうなの……？」

　訊たずねた女子が戸と惑まどいの声を上げる。しかし、その事実は他の女子にとっても驚おどろきだったようで、互たがいに「知ってた？」などと目配せし合っている。

　璃亞は未祐の胸の上で無限大を表す「∞」を描えがくように指を滑すべらせながら、

「左の方から心臓の音が聞こえてくるのは、心臓は左側の方が大きいからなの。心臓は左側で身体全体に、右側で肺に血液を送っていて、当然肺よりも身体全体に送る方が多くなる。だから、左側から音が聞こえているのよ」

「～～～～～～～～ っ」

　胸の辺りを指先で右へ左へ触られて悶もん絶ぜつしている未祐に構わず、

「──解った？」

「うん、もう平気。続けて」

「で、いよいよ実際にマッサージ。まずは利きき手てを下にして、その上からもう片方の手を置いて指を組むの。この手の形が基本ポーズ。ただ、よく使用するのは手の平だと思われてるけど、そうじゃなくて手の平と手首の境界線のこの辺り……」

　璃亞は自分の右手を女子たちに見せながら、手根部を指し示す。

「うっかり手の平を使ってやると、せっかくの力が分散してしまったり、時には肋骨が折れる危険性も出てくるから注意して。で、さっきの手の組み方でこの場所を使ってやるわけだけど、そのときに注意して欲しいのが向きとタイミング。よく見ててね」

　璃亞はいったん未祐から離れて見学している女子全員に見えるように身体を反転して、

「肘ひじをしっかり伸のばして、手首・肘・肩が真まっ直すぐ垂直になるようにして真下へ。タイミングは一分間に八十～百回くらいのペースで、胸が下に四程度下がるくらいの強さでやるの。上半身の体重を無理なくかけられるように、膝ひざは肩かた幅はばくらいに開くといいわ。ただ──」

　再び未祐へと向き直りながら、

「きちんと垂直に、真下へマッサージできればいいんだけど、不慣れだったり、相手の肩幅が広い場合なんかは、どうしても上う手まくやることは難しくなってしまうの。でも、それを一発で解決できる方法がある。つまり──こういうことよ」

「──────っ？」

　困こん惑わくする未祐に構うことなく。璃亞は未祐に馬乗りになった。

　柔やわらかな感かん触しよくと重みが未祐のヘソの上にくる。

　その感触の正体を必死に考えないようにしながら、しかし未祐は思う。自宅の風ふ呂ろ場ばといい、璃亞の部屋といい、なんで自分と彼女はいつもこの体勢なのだろう……。

　尻しりに敷しかれているということなのだろうか。

　そんな未祐の懊おう悩のうなど露つゆ知らず、

「こうやって正面からなら、身体の中央部分に対して、きちんと真下へ向けてマッサージできるわ。マッサージのポイントも探しやすいしね」

　そう言って璃亞は未祐に覆おおい被かぶさるようにして胸に手を置いた。

　前ぜん傾けい姿勢になったことで、璃亞の長い髪かみの毛け先が肌はだに触ふれてくすぐったい。

「あとはこうやって──んっ、んっ、んっ、んっ、んっ」

　手本を見せているだけのため、璃亞は力は入れることなく軽く未祐の胸を押してくる。

「…………っ」

　そんな璃亞を見ていた未祐は、ふと視線を横に外した。動いているのは胸を押されている自分のはずなのに。なぜか璃亞が身体の上で動いているように見えるから不思議だ。

　その姿はあまりにも刺し激げきが強すぎて、とてもじゃないが見ていられない。

　すると、璃亞がこちらの鼻を掴つかんだ──そう思ったときだった。

「────」

　キスされた。

　否いや、正確にはキスではない。未祐の口にはガムテープが貼ってあるし、璃亞の唇くちびるの感触も指で押さえられているかのように不ふ明めい瞭りようだ。

　気道も確保されている。そう、これは人工呼吸の練習である。

　そう頭では理解していても、どうしても気き恥はずかしさがつのってしまう。

　しかし璃亞はまるで照れることなく、未祐から唇を離して女子たちを振ふり返る。

「わかる？　相手の鼻をふさいで、自分の口で相手の口をすっぽり全部覆うようにして、息を吹き込むの。ややゆっくり二回。そしてまた心臓マッサージ」

　そう言って、また璃亞の身体が未祐の上で踊おどりだす。

「心臓マッサージと人工呼吸の切り替かえのタイミングは、心臓マッサージを十五回したら、人工呼吸を二回よ」

　告げた璃亞が、またガムテープごしに唇を重ねてきて。

　あとはその繰り返し。

「………………んむ？」

　ふと見れば、璃亞の背後。見学している女子たちが、顔を赤くしてこちらから視線を外している。よほど真剣なのか、夢中になっている璃亞はそんな彼女たちの様子には気づくことなく。未祐の命を救うため、ただひたすらに一心不乱。

　──いや、見てもらえなきゃ、もうこれ講習会じゃねえだろ。

　と思うのだが、口が塞がれているためツッこもうにもツッこめず。

　あとはただ、時間だけが過ぎてゆく。



    

  
    
      



　陽ひが沈しずみ、夜が訪おとずれたころに保健部の一日の活動は終しゆう了りようする。

　未祐と璃亞が、学校からの夜道をふたりで帰るのはもはや日課だ。

　駅へと続く道を歩きながら、未祐は隣となりを歩く璃亞を見る。

　息を呑のむほどの美び貌ぼうを持つ、彼女の表情は澄すまし顔がお。

　そんな璃亞に、未祐は思わず溜息ひとつ。

「──ったく、ヤリすぎなんだよ。ビックリしてたぞ、みんな」

　少しだけ咎とがめる口調で未祐が告げたのは、昼間の講習会の一幕についてだ。

　熱の入った璃亞の指導は、参加していた女子らには少し刺激が強すぎたようで。我に返った璃亞がＡＥＤの使い方を説明するころには、すっかりその場は気まずい雰ふん囲い気きになってしまっていた。

「まあ、今回は教えるモノもモノだったし。そりゃあ手て抜ぬきはできなかったんだろうけどさ……」

　とはいえ。

「ああいうのを人前でやるのって、お前は恥はずかしくないわけ？」

「そんなの決まってるでしょ。私だって……恥ずかしいわよ」

「え、そうなの……？」

　予想外の返答。てっきり、まるで照れなどないと言ってくるかと思いきや、璃亞が頬ほおを赤くしたため、未祐は思わず言葉を失くす。

　すると璃亞はフッと自じ嘲ちようめいた笑えみを見せて、

「でも仕方ないわ──だって私は、お色気担当だもの」

「自分でやっといて何で諦あきらめ顔よ!?　ってか、誰もお前にそんな役目は求めてねえよ！」

「時代の流れには逆らえないのよ」

「時代がお前に何を求めているというんだ」

　すると璃亞は迷いのない眼まな差ざしで、

「言われれば、いつでも脱ぐ準備はできているわ」

「すでに覚かく悟ごが完かん了りようしているっ？」

「大丈夫よ。大事なところは湯気で隠かくれるから」

「入浴シーンでもないのに？」

　斬ざん新しんな演出だ。

「そしてＢＤでは湯気は取れるけど、ＤＶＤではそのままよ」

「それはまた次世代ディスクへの移行が急速に進みそうな戦略だな！」

　けいおんの特典差どころの騒さわぎじゃない。あざとすぎる。

　そんな会話を繰り広ひろげていると、いつの間にか周囲にネオンの光が増え、辺りが騒がしくなってきた。道が駅前の繁はん華か街がいへと入ったのだ。

　すると、眼の前のゲームセンターから漏もれ聞こえる低音を含ふくんだゲームサウンドに、璃亞はチラリとそちらを一いち瞥べつする。

「……うるさいからって、入口のドアを蹴け破やぶるなよ」

「失礼なこと言わないでくれる？　私がそんな乱暴な真ま似ねすると思うの？」

「お前の足あし癖くせの悪さは折り紙つきだろうが……」

　初めて逢あった日に自分を踏ふみつけにしかけ、第一保健室のドアを蹴破って。その後もからんできた不良に宙を舞まわせたり、自分に対してもかかとを振り下おろしたりするなど、ほとんど凶きよう器きのように縦じゆう横おう無む尽じんに振り回まわしている。

「でも最近の男の人って、そういうのが嬉うれしいっていうじゃない。ああいうのを、足ゴキって言うんでしょ？」

「一文字にごっただけなのに、人が殺せそうだ！」

　とんだ殺人シチュエーションである。

「それに、私もときどきなら行くわよ、ゲームセンター」

「え、そうなの？」

　ああいう騒がしい場所なんかは、てっきり嫌きらいなものと思っていたのだが。意外そうにする未祐に、璃亞はそうよと頷うなずいて、

「やっぱり人として、最低限月に一回は、ちゃんと昇しよう竜りゆう拳けんが出せるかどうかのチェックをしておきたいじゃない？」

「お前が自分にどんなハードルを課しているのかは良いとして、人としてって何だ。人間の価値は、何も昇竜拳で決まるわけじゃねえよ」

「いいえ。そこで歩きながらの波動拳けんに逃にげるかどうかで、その人の人間性が決まると言っても過言じゃないわ」

「何だよ、その昇しよう竜りゆう拳けん占うらない」

　ＣＡＰＣＯＭの制作者も、そこまで重たい業をこめて生み出してないだろ、昇竜拳。

　そして、そのまま繁華街を歩き続ければ、ほどなくして駅前を通り過ぎ、やがて閑かん静せいな住宅街へと至る。

　再び、周囲が静けさに包まれたころ。ふと、璃亞の携けい帯たいが鳴った。

「────」

　しかし、璃亞は黙だまったまま電話に出ようとしない。

　鳴り続ける電子音をひたすら無視して黙って歩き続ける。

　たまらず未祐は声をかけた。

「……いいのか、出ないで？」

「かまわないわ。どうせ相手は解わかってるから──その用件もね」

「でも、このところずっとだろ。いいのかよ？」

　未祐は心配そうに璃亞の横顔を見やった。

　璃亞の携帯が頻ひん繁ぱんに鳴るようになったのは、一週間ほど前からだ。最初はそれほど気にはならなかったが、徐じよ々じよにその回数が増えていき、今では明らかに異常な頻ひん度どでかかってきている。

　当然、未祐はその原因を彼かの女じよに尋たずねたが、璃亞は教えてはくれなかった。ひと言だけ、プライベートな問題だからと言って。

　今も、隣を歩く璃亞の表情からは、感情をうかがうことはできない。

「………………」

「……気になる？」

「まあ、そりゃ……」

「私も最近、ちょっと気になり始めてるところよ」

　そう言って璃亞はフッと虚こ空くうを見上げ、

「ゴルファーの石川遼りようとか、こども店長とかが話題だけど、私はやっぱり昨今の大橋のぞみのドラマとＣＭの出演数からみて、彼女もかなり稼いでると思うのよね……」

「遠い眼めをして、いきなり何を言い出すんだお前は！」

「やっぱり、ジブリ映画の効果はすごいのね……私も出演できないかしら？」

「お前みたいなヤツがジブリの映画に出たら、映画館で泣く子供が続出するよ！」

「あら。泣く子を黙らせるのは上手いわよ、私」

「心外そうに何を言ってる。それは耳みみ障ざわりだから無理やり口を封ふうじるだけで、泣なき止やませるというわけじゃないのが透すけて見えるんだよ」

　映画見て、トラウマ抱かかえて帰らされる子供の、その後の人生はさぞ悲ひ惨さんだろう。

「まあ、意図せずアンタにも心配かけてしまっているようで、私としても心苦しく思ってるのよ」

　璃亞はフンと視線をそらして、

「ごねんめ」

「ごめんねぐらいまともに言え。何の期間だよ」

「これだから礼れい儀ぎ知らずは困るわ。人に謝あやまらせるときは、まず自分が土下座しなさいよ」

「新説すぎるっ。ってか、悪くないのに謝る必要があるか！」

「社会に出たら、たとえ悪くなくても謝らなければならないときがくるのよ？」

「その心配は確かにあるとしても、たった今お前にされる必要は全くないな！」

「そうね。だから、アンタが私のことを心配する必要もないのよ」

　そして、「もうここでいいから」と璃亞。

　信号のある交差点。ここから璃亞のマンションまでは一本道だ。

　帰りに璃亞を送るとき、未祐がいつも彼女と別れる場所がここである。

　別わかれ際ぎわ、未祐は黙って璃亞を見つめる。

「ちょっと……まだ何か言いたそうね、この下げ僕ぼく犬」

「いいかげん人を犬扱あつかいするのはよせ」

「下げ僕ぼく菌きん」

「なんで格下げされてんだよっ。そんな悲しいもやしもんがあるか！」

　かもすぞこの野や郎ろう。

「──そうじゃなくて、もし何かトラブルとか抱えてるならいつでも言えよ。力になるからさ」

「平気よ。私はトラブルとは無む縁えんの生き方をしてるもの」

「いけしゃあしゃあと……たまには自分の胸に手を当てて考えてみろよ」

　荒あらくれナイチンゲールが何を言う。

　すると璃亞は露ろ骨こつに眉まゆをしかめて、

「こんなところでブラジャーを外せというの？」

「言ってねえよ！　何だよその、無む駄だに発揮されてる、お色気担当のプロ根こん性じようは！」

「とにかく私は平気よ。よしんば何かあったとしても、ケンカを売ってくるような人間に私は容よう赦しやしないわ。例外なくほうふくぜっとうするまでよ」

「いや、そういつも笑い飛ばせるとは限らないだろ……」

「へえ。あの復ふくし讐ゆう方法を笑い飛ばすだなんて、結槻もなかなかタフなこと言うのね」

「復讐って、大げさな……だって抱ほう腹ふく絶ぜつ倒とうだろ？」

「そうよ。くーちゃんに教わった報復絶頭。まあ、頭が飛ぶ瞬しゆ間んかんはちょっと爽そう快かいらしいから、案外笑えるところもあるのかもしれないわね」

「恐こわすぎてこれっぽっちも笑えねえ！」

　とゆうか、何者なんだくーちゃん。一発ネタじゃなかったのか。もしかして実在するのだろうかと、思わず未祐は戦せん慄りつする。とにかく、

「報復絶頭は禁止。何があったとしても、もうちょい穏おん便びんにことを済まそうぜ」

「放牧ゼットンとか？」

「あるかそんな牧畜っ。ってか、どんな畜ちく産さん物ぶつが取れるんだよゼットンから」

「私にケンカを売るなら、それくらいの覚悟をしなさいということよ」

　不敵に笑うと、璃亞はこちらに背中を向けて歩き出した。

　未祐は仕方なくそんな彼女を見送る。

　何か隠しているのだとは思う。だが、やはり璃亞はそれを素す直なおに言うことはない。

　プライベートなこと──そう言われてしまっては、彼女の許しがなければこれ以上自分は踏み込めない領域だ。

　だから、未祐は今の自分にできることをやろうと。

　そう心の中で思いながら、ひとり暗い夜道を歩き出した。





　玄げん関かんの扉とびらを開けると、暗い室内が璃亞を迎むかえた。

　両親が海外へ行っているため、現在璃亞はひとり暮らしだ。

　手て探さぐりで壁かべのスイッチを押せば、玄関に蛍光こう灯とうの明かりが灯ともる。

　靴くつを脱いだ璃亞は、その足でキッチンへ。そして冷蔵庫の扉を開け、中からミネラルウォーターのペットボトルを取り出しコップに注ぐと、一気にそれを飲み干した。

「…………ふぅ」

　吐と息いきで呼吸を整えると、璃亞はもう一いつ杯ぱい水を注いでペットボトルを冷蔵庫にしまい、コップを片手にリビングへ。そして天板がガラスでできているテーブルにコップを置き、自分はその正面にあるソファへと腰こしを下ろした。

　柔らかなクッション性を誇ほこるソファに身を沈め、璃亞は虚空を見上げて思う。

　──よかった。今日もバレずに済んだ、と。

　未祐が保健部に入ってからのこの二ヶか月げつ間。璃亞はずっと自分の心と戦っていた。

　結槻未祐を好きだという気持ちを、切ない想おもいを、未祐はおろか周囲にも気づかれることがないようにと。

　しかし自分は今、未祐を好きだと自覚している。そして、どうしようもなくその気持ちを意識しているのだ。そのため、今日のように時々自分でも気づかないうちに、想いが溢あふれてしまうことがあって。そのたびに未祐に気づかれるのではないかと、璃亞は毎日気が気でない。教室では、璃亞は最さい後こう列れつの席に座すわっている。そのため、どうしても未祐のことが眼に入ってしまう。すると、気づかないうちに未祐の背中を見つめている自分がいて。あわてて視線を自分の机に落として、その度に周囲をうかがうハメになっている。未祐のことを見つめている自分に、周囲が気づいていないだろうかと。

　だが教室にいるときはまだいい。自分と未祐の席は離はなれているし、未祐にも極力自分と接点を持つなと言い聞かせているから。

　問題は保健部の活動中──第二保健室にいるときである。

　距きよ離りは近いし、来室者がいないときは必然的にふたりきり。これでは意識するなというほうが無理だ。それまでは自分の城だと思えていた場所が、未祐を好きだと意識してからは“〝密室”〟へと様変わりしてしまって。おかげで常にドキドキの状態だ。

　それでも努力の甲か斐いがあって、未祐に璃亞の気持ちはバレてはいない。自分からは捜さがさないと言っていたキスの相手も、よもや璃亞だとは思いもよらないようだ。

　自分が熱で倒たおれて以来、未祐が覚かく醒せいモードに入ることもない。

　そのことにホッとすると同時に、どこかでほんの少しだけ残念に思う自分もいて。

　毎日家まで送らせているのもそうだ。少しでも長く一いつ緒しよにいて、それでも気づかれないことに安あん堵どして。それでも気づかれないことが苦しくて。挑ちよう発はつしても未祐が覚醒モードに入らないことにホッとしながら、どこかでまたあの強ごう引いんな未祐に自分の気持ちを吐はき出だす機会を求めて。

　そうした相反する感情が、矛む盾じゆんしていることくらいは璃亞も解っている。でも、どうしようもなく割り切れない気持ちが、我が慢まんできないくらいに切なくて。たまらなくて。

　ときどき、自分がどうしたいのか解らなくなる。

「はぁ……」

　璃亞は溜ため息いきひとつ。ソファから腰を上げると、窓を開けてベランダに出た。

　身体が火ほ照てっているのだろうか。夏にもかかわらず夜風は少し涼すずしく、エアコンの人工風にはない心ここ地ち良よさを感じさせた。

　夜空を見上げれば、淡あわく蒼あおい光を放つ満月が浮うかんでいて。

　思い出す。前の前の満月の夜、熱を出した未祐の見み舞まいに行ったのだ。

　想う。あのときの自分はもう、未祐のことが好きだった。そして今、あのときよりも苦しい自分がいる。それは、あのときよりも自分が未祐のことを好きだということだ。

　自分が倒れてしまったとき、未祐は璃亞の心の歯止めを、強引にメチャメチャにして壊こわしてしまったから。あとはただ、ひたすらに彼かれへの想いが膨ふくらんでゆくだけ。

　だけど、その気持ちは行き場を失くしてしまっている。

　未祐が好きなのは螢だから。

　そして、自分は臆おく病びようだから。

　だから璃亞はどこにも行けない。ただひとり、決して報むくわれることのない想いを抱え続けている。

「それで……いいのよね」

　自分に言い聞かせるつもりが、口から出た自信をなくした言葉はまるで自問。

　璃亞は苦く笑しようしながら、自分の想いを振り払はらうように軽く頭を振って、室内へ戻もどろうとしたときだった。

「え──」

　何気なく真下へ落とした視線が、とある人ひと影かげをとらえた。

　いつもならば、それは決して見えるはずのないもの。だが今夜はちがう。満月の光は等しく世界を照らし、その輝かがやきは地面にまで届いていて。

　だからマンションの敷しき地ち、そのすぐ外の道を歩いていく後ろ姿を見つける。

　それは本当に小さな人影。だけど──それが未祐であることが璃亞には解った。

「どうして……」

　思わずこぼれるつぶやき。

　だが、その答えは明らかだ。

　交差点で別れた後も、送ってくれていたのだ。



    

  
    
      　自分のことを心配してくれて。口では不平を言いながら。

　もしかしたら、いや間ま違ちがいなく、これまでもずっと。

　想いが、溢れた。

「やっぱり……好きだよ……」

　ぽつりと。決して届かないことを知っていて、だからこそ璃亞は口にする。

　それは臆病で、しかしとても素直な告白。

「やっぱり、アンタのことが好きだよ、結槻……」





　未祐の姿が交差点の角を曲がって、しばらくたったころ。

　ひとつの影かげが電柱のうしろから姿を現した。

「…………………………」

　影は見ていた。

　璃亞と未祐が一緒に学校を出たところから、ずっと。

　そしてあのふたりが、もうずっと一緒に帰っていることも知っていた。

「…………………………」

　影は見上げる。視線の先にあるのは、璃亞の部屋だ。

　そして──影は笑った。

　暗くら闇やみに佇たたずむその影の存在に、気づく者はいない。

　このときはまだ──





　翌日。未祐は璃亞の指示に従って、心配蘇そ生せい法ほうの講習会での忘れ物を届けるため、いくつかの部活をハシゴした。私物に名前が書いてあるわけではないため、しらみつぶしだ。

　まずは校内で活動しているところへ行き、次にグラウンドなど屋外で活動している部活へと。思っていたよりも手間がかかり、一時間以上の時間を要しながらも、何とか全すべての持ち主に私物を返へん却きやくした。

「やれやれ……」

　なんだかんだで学校中を歩き回るハメになったことに、未祐は嘆たん息そく。

「ちょっと寄り道しようかな……」

　くたびれた身体を癒いやすためには心の潤うるおいが必要だ。思わず下心ものぞいてくる。

　そうだ、テニスコートへ行こう。

　近道のため裏庭を通とおり抜ぬけようとして、

「あれ、愁……」

　人気のないその場所に、幼おさな馴な染じみの姿を見つける。

　愁一はこちらに気づくと軽く手を挙げて、

「よう、どうしたこんなところで？」

「それはこっちのセリフだよ」

「いや、ちょっとな……」

　そう言って苦笑した愁一に、未祐はそれだけで「ああ」と納なつ得とくする。

　早い話が、また誰だれかに告白されていたのだろう。まったくお盛んなことである。

　愁一は笑いながら、

「そっちはなんだ？　斗神さんのお使いの帰りに、部活中の六堂の様子でも見に行こうってところか？」

「……っ……そうだよ！」

　強がって否定すべきかと一瞬いつしゆん思ったが、そうすると見に行けなくなるので止めた。

　それよりもいっそのこと、と未祐は発想を転てん換かん。

「だから、お前も一緒に来てくれ」

　共犯者がいてくれた方が、何かと心強い。それが幼馴染の愁一であれば尚なお更さらだ。

「えー」と嫌いやがる愁一を引きずってテニスコートへ。

　到とう着ちやくすると、女子テニス部は今日も元気に活動中だった。しかもタイミングの良いことに、現在はちょうど休きゆう憩けい中。これなら螢に声をかけても邪じや魔まにはならなそうだと、未祐は彼女の姿を捜し、

「あれ……」

　しかし姿が見当たらない。

「お手洗いなんじゃねえの？」

「……なのかな」

　愁一の指し摘てきに、未祐は残念そうに肩かたを落として戻ろうとして、しかし見つける。

　テニスコートの奥おく。校舎の向こうへ行こうとしている螢を。

　あっちにあるのは水飲み場だ。だとしたら、追いかけても問題はないだろう。もしかしたらポットか何かに水を汲くみに行ったのかもしれないし、それならば手伝ってあげることだってできる。

　愁一はうんうんと頷いて、

「片かた想おもいはそうやって、少しずつポイントを稼かせがないとな」

「うるさいな……」

　悪態をつきながら、未祐は螢の後を追って歩き出す。

　脳内ではイメージトレーニングを展開。

　あれ六堂？　よお奇き遇ぐうだな。あれ、部活は今……そうか休憩中か。だよな。なに、その水持ってくの？　貸せよ。いいってこれくらい。重くないって全然。ほら、行こうぜ？

「そんな上う手まく行くかね……」

「勝手に人の頭の中を読むんじゃねえよ」

　つぶやく愁一にツッこみながら、未祐が校舎の角を曲がろうとしたときだ。

「────好きだ、六堂」

　壁の向こう側から、声が聞こえてきた。

「────え」

　未祐がその言葉の意味を理解しようとして、できなくて。だから足が止まらない。そのまま、さらにもう一歩踏み出してしまう。校舎の角の向こうへと。

　右前方に螢の後ろ姿がある。

　イメージトレーニングの通り、彼女は水飲み場にいた。

　ポットも持っている。水を汲みに来たのだろう。予想通りの展開だ。

　ただひとつ。ひとりの男子テニス部員と向かい合っていることを除いて。

　思わず思考が停止する。そしてそのまま立たち尽つくしかけた未祐に、

「コラコラ未祐さん、いくらなんでも堂々と覗のぞきすぎだって」

　咎とがめるように愁一の手が、未祐の襟えりを後ろから引っ張った。

　よろけながら、未祐は二、三歩後ろへ下がって、しかしそのままだ。

　何も言えない。何も考えられない。

　螢が告白されていた。

　その事実が、未祐の思考を完全に停止させていた。





　どれだけ時間がたったか解らない。

「──こっちに戻って来るぞ」

　そんな愁一の言葉が、未祐の金かな縛しばりを解いた。

「あ……」

　まだ頭は上手く回らないが、それでもこの場に居てはいけないことぐらいは解る。

「……行こう」

　未祐は短く言って、元来た道を歩き出した。

　本当はすぐにでも走り出したかった。だが、走ると不自然になる。人の眼にもつきやすい。しかし、一刻も早く移動する必要がある。

　だから未祐は必死に競歩。テニスコートの脇わきを抜けて、そのまま裏庭へと駆かけ込んだ。

「はあ……はあ……っ」

　息が切れていた。だが、それは全力競歩のせいだけじゃない。

　動転し、混乱した思考は呼吸を乱す。

　未祐は必死に深呼吸をして、何とかして心を落ち着かせようとする。

「…………………………」

　となりの愁一は何も言わずに立っていた。

　ただ黙って傍そばにいて、未祐が落ち着くのを待っていてくれる。

　ほどなくして、未祐は冷静さを取とり戻した。

　螢が誰かに告白されていた。その事実を受け止める。

「──さて、どうするよ？」

　と短く愁一。

　問われた未祐は、しかし無言で逃げるように第二保健室へ戻ろうとする。

「──おいおい」

　その腕うでをつかんで呼び止める愁一。

「このままで良いのかよ？　お前も六堂のことが好きなんだろうが」

「でも、もう六堂は告白されたんだ……あとは六堂がどう応こたえるかで、オレがどうにかできることなんてないだろ……」

　顔を背そむける未祐に、

「だからってこのまま指を咥くわえて見ててどうする？　六堂は相手に考えさせてくれって言ってた。だったら、まだ間に合うかもしれない。まだギリギリで、お前は勝負することができるんだよ」

　冷静に状じよう況きようを見ていた愁一が、未祐の気づいていなかった事実を教えてくれる。

「そろそろだろ。中学のときからだぞ。そろそろ言葉にして伝えてもいいころだぜ」

「わかってるよ……」

　と言って、つかまれた手を振ふりほどく未祐。

　チラリと愁一を見ながら、

「でも、オレは今はまだ、六堂に告白する気はないよ」

　まだ色々と決着していないことがあるからだ。

　それは自分だけの問題ではない。愁一も絡からんでいるものもあるのだ。

　決めたのだ。もしも告白するときは、愁一にきちんと伝えると。

　そして、彼の想いを確かく認にんすると。

　確かに今は、自分が告白するタイミングとして適してはいるのかもしれない。

　しかし、誰かが六堂に告白しているのを見たから、自分も告白する。

　だから愁一、お前の想いを聞かせてくれ──そんなことが言えるはずがない。

　そんな理由で、愁一の恋こい心ごころまで巻きこむわけにはいかない。

「────っ」

　未祐は唇くちびるを噛かむと、愁一に背中を向けて歩き出そうとして、

「中学のときみたいに、六堂が断わるのを期待しているのか？」

　背後の愁一がそれを制止した。

「逃げてどうするんだよ、未祐。そんな幸運がいつまでも続くと思ってるのか？」

「オレは、別に逃げてなんか……」

「だったら──いつだよ？」

「いつって……」

「今じゃなきゃいつ告白するんだよ。言えないだろうが。それが逃げてるっていうんだよ」

　と愁一。

「今回は平気かもしれない。でもな、このまま黙って見てたら、いつかは奪うばわれちまうんだぜ？　お前は今回、他ほかのヤツが告白するのを見た。これは絶対にキッカケなんだ。お前にとっての良い機会なんだよ。だから覚かく悟ごを決めろ。今まで止まっていたものが動き出したんだ。あとは一気に加速するだけ、もう二度とは戻れないんだよ。だから──」

「……そんなに言うんなら」

　と、未祐は低い声で言う。

　愁、そんなにお前がこれを機会にすれば良いと言うならば。

　だったら。

「代わりにお前が告白すればいいだろ」

「なに──？」

　訝いぶかしげに問う愁一に、未祐は頭を振った。

　そうだ。お前も、六堂のことが好きなのだとしたら。

　自分には構わずに、お前が告白すればいい。

「オレは……相手がお前なら、六堂のこと──」

　そう言い掛かけたときだった。

　頬ほおに重い衝しよ撃うげきを感じて、未祐は勢いよく後ろへ転がり尻しり餅もちをついた。

　殴なぐられたのだ。

　未祐が顔を上げると、愁一が怒いかりの形相でこちらを見ている。

「なに人のこと逃にげ道みちに使ってんだよ……」

「……………………」

　未祐は黙だまって、切れた口くちの端はしの血をぬぐう。

　しかし立ち上がることなく、愁一から視線を逸そらした。

　すると愁一は鼻を鳴らして、

「いいぜ。そこまで言うんなら、俺おれがお前の代わりに六堂に告白してやるよ。お前が六堂のことを好きみたいだから、どうか付き合ってやってもらえませんかってな」

「──────」

「お前の青春のフォローは俺の役目だもんな、告白の代理くらい屁へでもないさ」

　そう言って、愁一は背中を向けて歩き出した。

　未祐は無言で立ち上がり、行こうとする愁一の肩をつかんで。

　殴った。

「────っ」

　今度は愁一が地面を転がった。

「……人の気持ちも知らねえで、勝手なこと言ってんじゃねえよ」

　未祐は、倒れた愁一の襟をつかんで立ち上がらせながら、

「黙って聞いてりゃ、好き放題言いやがっ──」

　言葉が途と切ぎれた。

　愁一の膝ひざがミゾオチに入ったのだ。

　か、と短く息を吐いて一瞬呼吸が止まったあと、両りよう膝ひざをつき、激しく咳せき込む未祐。

「悪い悪い、また逃げ口こう上じようを聞かされると思ったら、つい膝が出ちまった」

　さらりと言って、立ち上がった愁一がこちらを見下ろしてくる。

　制服についた芝しばを払いながら、

「──で？　次はどんな言い訳を聞かせてくれるって？」

「……言ったな」

　吐き捨すてるように言って、未祐はふらりと立ち上がった。

「──っ！」

　そして殴りかかる。

　しかし、愁一はすっと未祐の拳こぶしを受け止めた。と同時に、未祐の身体が宙を舞まう。投げられたことを理解するより先に、背中から地面に叩たたきつけられた。

　下は芝生だが衝撃は充じゆう分ぶん。

　顔をしかめて立ち上がろうとする未祐に対して、愁一は馬乗り、マウントポジション。

「よーし未祐、歯ぁ食くい縛しばろうか」

　おどけた口調に乗って、右の拳が飛んできた。





　ここまで本気のケンカは、久しぶりだったな。

　芝生に仰あお向むけに倒れて、荒い息を吐く未祐を見ながら、愁一はぼんやりと考える。

　未祐が、自分に負けないように、さまざまな努力を続けてきたことを愁一は知っている。彼が、愁一に負けたくないと思っていることは、誰よりも愁一が知っているのだ。

　しかし、それは自分も同じだ。未祐にだけは負けたくない。だからこそ、自分を追って努力をし続ける未祐の親友として、幼馴染として、愁一もまた努力を続けてきたのだ。

　だから、たまにはいいだろう。自分たちはまだ子供なのだ。今からそんなに賢かしこく生きる必要なんてない。自身の気持ちから眼めを逸らして、自身の気持ちを押おし殺ころして、そうやっていつか未祐に後こう悔かいをさせるくらいなら。そして言っても聞かないのなら、殴ってでも眼を覚まさせてやるのが自分の役目だ。



    

  
    
      　だからこそ、愁一は未祐の拳を避さけなかった。ひとりで抱かかえて苦しんでいる想い、それを真っ向から受け止めた。間違いでも、八つ当たりでも構わない。未祐には今、ままならない思いの丈たけをぶつける相手が必要だ。だから愁一は受けて立つと決めた。一発ずつ、交こう互ごに殴り合あい、蹴けり合った。そして、先に倒れたのは未祐だった。

「…………っ」

「どうだ未祐さん……ちょっとはスッキリしたかよ？」

　愁一が言うと、未祐はゆっくりと瞼まぶたを開いた。しかし、無言でそっぽを向く。自分はまだ負けていないと、そう言わんばかりの態度。

　強ごう情じようだな、と愁一は思わず苦笑した。子供のころから、負まけず嫌ぎらいなところは全然変わっていない。そこで、愁一はゆっくりと未祐が口を開くのを待つことにした。

　そして。

「──愁、オレさ、六堂のことが好きなんだ……」

　荒あらい息を整えた未祐がごろんと仰向けになり、空を見上げてゆっくりと話しはじめた。

　愁一は未祐の隣となりに腰を下ろして、

「……ああ、知ってるよ」

「告白しようと思ってたんだ。でも……」

　何かを言おうとして、しかし未祐は口ごもる。その瞳ひとみが、苦しさに揺ゆれていた。

　真っ向から、互たがいに本気でぶつかったのだ。苦しさを吐き出さずにいられるほど、手を抜いたつもりは愁一にはない。このまま黙っていれば、いずれ未祐は理由を口にするだろう。だが何もかも全てを、未祐に言わせるのは少し酷こくなような気もした。

　本来は。未祐が告白するかしないか、それを決めるべきは未祐自身である。愁一が横からどうこう言って、無理やり想おもいを伝えさせたところで意味はない。今はまだ告白を望んでいない未祐に、それでも告白して欲ほしいと思うそれは、あくまで愁一のエゴだ。だが、想いというのは伝えられるときに、伝えるべきときにしないと、全てが終わることもある。そのことは、愁一が一番よく知っていた。だから、愁一には親友として、未祐の恋れん愛あいに口出しをする権利ぐらいあってもいいだろうと思う。

　そして。愁一が望んでいるのは、あくまで未祐が螢への想いを、彼かの女じよに伝えることで。

　だから未祐が、単に自分の気もちから逃げているのではなく、それとは別の悩なやみを抱えているならば。それを自分が解消できるならば、愁一はそれを未祐に伝えようと思う。

「──どっちが原因なんだ？」

「え……」

　思わずキョトンとする未祐に、愁一は訊たずねる。

「お前が六堂に告白できないのは、第二保健室で誰かにキスされたせいなのか、それとも俺に遠慮しているせいなのか、どっちが原因なんだって訊いてるんだよ？」

「なっ、何で──っ！」

　顔を真っ赤にして未祐が立ち上がった。

　その表情は、明らかに図星をさされた人間のそれで。

　愁一は苦笑。

「バレバレなんだよ、お前のは。──いいか、言っておくけどな」

　そして言う。

「俺は別に、六堂に対して特別な想いは抱いてないよ」

「え…………」

「いや、そんな驚おどろかれてもな……」

　未祐の反応に愁一は嘆息。

「自分でそう思い込んだのか、誰かにそう聞いたのかは知らないけどな、それは未祐さんの勘かん違ちがいだよ」

「────本当なのか？」

　切なさを含ふくんだ眼で、未祐が問いかけてくる。真しん剣けんな瞳。

　どうやら想像以上に、未祐は自分が螢のことを想っていると思いこんでいたらしい。

　訊かれもしないことを、わざわざ否定するのも変だと思ってしなかったのだが、どうやら逆効果だったようだ。

　だから愁一は、今ここではっきりと否定する。

「本当だよ。俺は六堂のことを恋れん愛あい対象とは見ていない。もちろん、友人として、クラスメイトとして普ふ通つうに好きだとは思うけどな」

「……………………」

　聞いた未祐はしばし無言。

　だが、しばらくして大きく溜息をついた。

　それはきっと、勘違いしていた自分を悔くやんだわけでも、笑ったわけでもなくて。

「────よかった」

　心の底から、声を絞しぼり出すようにして言う。

　それは、恋こいと友情の板ばさみに苦しんでいた者の安あん堵ど。

　ひとりで勝手に勘違いして、ひとりで勝手に盛り上がって、ひとりで勝手に苦しんで。

　それを愚おろかだと言ってしまうのは簡単だろうけれど、だが愁一はそうは思わない。

　誰かを好きになって、それでも冷静なままでいられるなら、その想いはまだ淡あわくてほのかなもの。本気で人を好きになれば、人は冷静さを失う。正気ではいられなくなるのだ。

　狂くるおしいほどに。

「──とにかく、そういうことだから、俺に遠慮する必要はないぞ。それでも、お前が六堂に告白しないというなら、それがお前の決断なんだろう。俺も別に、これ以上お前に無む理り強じいするつもりはないよ。でも万一、先刻の相手に六堂がＯＫしたらおしまいだぜ？　勘違いで他人に遠慮するようなヤツが、恋こい人びとがいる相手を、強ごう引いんに略りやく奪だつ愛とかやれるタイプとは思えないしな。下手をすれば、中学のころから温め続けたお前の想いは、ここで行き場をなくす」

　断言する。

「そうなったら──一生後悔することになるんだよ」

「──────」

　愁一の言葉に含まれた重みに、未祐は気づいたようだった。

　かつて愁一が、大切に温めていた想いを失った経験があることに。

　だから愁一は苦く笑しようを返して立ち上がる。

　すると思わず唇の端はしがズキっと痛み、顔をしかめた。

「未祐さん……顔が痛いんだけど」

「オレは全身が痛えよ」

　未祐も立ち上がって、制服についた芝を払はらう。

　ふと気づいたように、

「──ん？　そういえば、何でオレがキスされたこと知ってんの、お前？」

「あれ、自覚なかったわけ？　未祐さんてば一時期、メチャクチャ女子の唇をガン見してただろ。その上、顔を赤くして悶もん絶ぜつしたり、ときどき妙みように色っぽい溜息とかついたりしてれば、何となく気づくだろ」

「マジ……？」

　呆ぼう然ぜんとなる未祐に、愁一は「マジ」と返して、

「とはいえ、彼女に義理立てする必要はないと思うぞ。彼女が名乗り出るのを待ってて、お前が六堂に告白するタイミングを逸いつするなんていうのは馬ば鹿かげてる。もしも彼女が本当にお前のことが好きなら、お前が六堂に告白する前に自分の気もちを伝えるべきなんだ。それは、今のお前ならわかるだろ」

「ああ…………」

　神しん妙みような面おも持もちで未祐は頷うなずいて。

　しかし、愁一の言葉の中に潜ひそんだ重大な事実に気づく。

　確信めいた口調で言ってくる。

「──お前、ひょっとしてオレにキスした相手が誰なのか知ってるのか？」

「あら。こんなときだけ鋭するどいね、未祐さん……」

　明らかにウソが通じない雰ふん囲い気きに、愁一は頬をかいた。

　ここで下手に誤ご魔ま化かせば、かえって未祐がキスの相手を意識して、螢へ告白する気もちが散さん漫まんになってしまう。だったら、きちんと認めた方がいいと愁一は判断。

　だが。

「だとしたら、どうする？　自分の想いを素す直なおに言えずに、寝ねてるお前にキスするような娘こだぞ。そんな娘の気もちを、本人が勇気を出して告白する前に、俺の口から聞きたいか？　つい先刻、お前のかわりに六堂に告白してやろうかと言った、俺を殴ったお前が」

　それは暗に、言う気はないということだ。

「いやっ、だけど……」

　それでも未祐は、一瞬だけ食い下がろうとした。

　当然だ。探し求めていた答えを知っている人間が現れたのだから。

　ずっと苦しかった心が楽になれると考えれば、聞きたくて当たり前だろう。

　しかし。

「…………そうだな」

　そう言って、未祐は大きく嘆息して、そして苦笑した。

「お前から聞くのはちがうよな。もしそれをやったら、その瞬しゆん間かんに聞いたオレも、話したお前も、最低のクソ野や郎ろうになるもんな」

「そういうこと。まあ、キスの相手のことは気長に待つんだな。案外、お前が六堂に告白したら、我が慢まんできずに名乗り出てくるかもしれないぜ？」

　愁一の皮肉に、未祐は「やかましい」と言って、

「──もしくは、オレが気づいてあげればいいんだよ。だろ？」

「うっわ、格好イイこと言っちゃって。ちょっとは見当とかついてるわけ？」

「まさか、全然だよ」

　と、未祐。考え込むように、

「まあ、でもお前の言うとおり、きっと自分の想いを伝える勇気をなかなか出すことができない娘なんだろうな。おそらく、よっぽど大人しいタイプか──」

　あるいは。

「逆にメチャクチャ気が強いんだけど、そのせいで上手に素直になれないタイプとかな。それこそ、オレが愁一の想いを勘違いして遠慮してたみたいに、どこかでオレが六堂を好きなことを知って、言い出だせずにいるとか……」

「……そんだけわかってるのに、気づかないってのは罪だよね」

「ん？　何か言ったか？」

　愁一が小さくつぶやいたのに気づいて、未祐が声をかけてくる。

　うんにゃと愁一は首を振って、

「さて、そろそろここを離はなれようや未祐さん。こんなところ先生方に見られたら、お互い言い訳できないようなツラだしな」

　対する未祐も、そうだなと頷く。

「第二保健室に来いよ。傷の手当てをした方がいい」

「いや、俺はいいよ。これくらいなら、家に帰って自分で何とかするさ」

　じゃあなと言って、愁一は未祐と逆方向へと歩き出す。

　だってそうだろう。

　ここで未祐と一緒いつしよに彼女のところへ行くほど、自分は野や暮ぼではないのだから。





　そして。去ってゆく愁一の背中を見送ったあと、未祐が逆方向へとひとり歩いていくのを、彼女は見ていた。

　そこは校舎の二階、西の廊ろう下かの突つき当あたり。使われていない空き教室からは、裏庭を一望することができた。お使いに行ったまま戻もどらない未祐を捜さがしに出た彼女は、斗神璃亞。

　そこで偶ぐう然ぜん、未祐と愁一がケンカをしている現場を目もく撃げきしたのだ。

　最初は声をかけようと思った。でも、できなかった。窓を開けたとたんに、未祐と愁一の会話が聞こえてきたからだ。

　まるで怒ど鳴なり声ごえのようなふたりのやりとりは、璃亞を制止するには充分な内容で。聞きたくないのに、止めることができずに、段々と会話がエスカレートして、そしてついにはケンカになって。そんなふたりの様子を、璃亞はただ見つめることしかできないでいた。

　そしてケンカが終わったあと、あらためて未祐が螢のことを好きだと言ったのが聞こえてきて、璃亞は静かに窓を閉じた。もう、それ以上は聞いていられなかった。

　それでもその場を立ち去ることができずに、そっと未祐たちの様子を見つめていた。

「……………………」

　璃亞は言葉もない。これが自分と彼かれの距離きより。気もちを隠かくして、影かげから彼を想うと決めた自分に許された間かん隔かく。それがどれほど遠いものかを思い知った。自分が選んで決めたのは、彼がどのような想いを抱こうと、どのように決断しようと、決して手の届かない距離なのだと。

　未祐が去ってゆく。彼の背中が遠くなる。なのに、璃亞には未祐を追いかける術はない。

　ほどなくして裏庭には誰もいなくなって。放課後の空き教室にひとり、まるで取り残されたように璃亞は佇たたずんでいた。

　やがて。璃亞は一歩二歩とそのまま後ろに下がると、くるりと背中を向けて歩き始める。

　空き教室を出て、ゆっくりと廊下を進んでいく。頭では第二保健室に戻ろうと思うのに、身体はそれを拒こばむかのように、その足取りは重い。

　今、第二保健室に戻れば、怪け我がの手当てをしに戻った未祐と鉢はち合あわせになる。そんな彼と、何を話せば良いのか解わからない。

　一体どこへ行けばいいのだろう、と璃亞は思う。

　心の中に必死に抑おさえこんだ気もちは、こんなにも彼の方へと向いているというのに。





　第二保健室へ戻った未祐を迎むかえたのは、静せい寂じやくだった。

　予定を大おお幅はばに遅おくれての帰き還かんに、てっきり璃亞から大目玉を喰くらうものと覚悟を決めていたのだが、思わず未祐は拍子ひようし抜ぬけする。とはいえ、遅くなった自分を璃亞が鬼おにの形相で捜し回まわっている可能性が高いことにゾッとしながら、未祐は壁かべ際ぎわの戸と棚だなへ足を向けた。

「ひとりでやるしかないか……」

　自分で自分の手当てをするのは難しい。両手が使えるのは、患かん部ぶが足や腹などの場合に限られる。患部が手の場合は必然的に片手での処置となってしまうし、手が届きにくい背中はもちろん、顔の手当ても鏡を見ながらでは両手が使えてもぎこちないものになってしまう。保健部に入ってそれなりの知識と経験を積んだ未祐は、そのことを充分に理解していた。だから、怒おこられるのを承知で璃亞に頼たのめればと思っていたのだが。

　戸棚から取り出した救急箱を机に置いてから、未祐は冷蔵庫を開けた。

　夏のこの季節。熱ねつ中ちゆう症しようの対処のために、必要な水分補給用のペットボトルのほかに、保健部の冷蔵庫には身体を冷やすための特製アイテムが入っている。冷れい凍とう庫こにあるアイスノンの数は限られているし、何より熱がこもった身体を急激に冷やすのはよくない。そこで、璃亞が考えたのが、

「……っと、あったあった」

　未祐は冷蔵庫の奥おくに入っていた色とりどりの球体のひとつを取り出した。

　柔やわらかな感かん触しよくの、よく冷えた水を包つつんだそれは水風船だ。これなら直接身体を冷やしてもアイスノンのように冷えすぎることはないし、割って中の水をタオルに含ませて汗あせを拭ふくこともできる。

　未祐は水風船を片手に机へと。

「顔は絆ばん創そう膏こうでいいとして、このわき腹の痛みは肋ろつ骨こつかなぁ……でも、包帯を巻くと大げさになるし」

　とはいえ、いいかげんな手当てをしたことがあとで璃亞にバレたら、そっちの方が恐こわい。症しよう状じように合わせて、適切な手当てをすることが何よりも大事なのだ。格好など二の次の問題である。固定をすることで痛みが和やわらぐならば、湿布しつぷを貼はって包帯を巻く。それが必要な手当てであり、それを行うのが保健部なのだ。そこでいいかげんなことをするようでは、愚ぐの骨頂。そして、そういう真ま似ねを璃亞は一番嫌きらう。

　とはいえ、自分の胴どうにひとりで包帯を巻くのも、何気にコツがいる作業だ。下手な手当てをするよりは、ひとりでできることをきちんとやって、残りは璃亞に頼むのが一番だろう。まずは、痛む場所に湿布を貼ろうと未祐が救急箱を開けようとしたときだった。

「──失礼しまーす」

　ノックと共に扉とびらの向こうから呼びかけられた。

　聞き覚えのある甘あまい声に、思わず未祐の胸がドキッと高鳴る。

　そして、どこか遠慮がちに扉を開けて入ってきた、テニスウェア姿の少女は螢。

「結槻くん……いる？」

　パーテーションの横に回って、螢がこちらへ──部屋の奥へとやってきた。

　そして、こちらを見て、

「あ、いた……よかった──？」

　未祐を目にして驚いたように一瞬いつしゆん固まった。

「ど、どうしたのその顔っ？　それに制服も白衣も砂まみれじゃない？」

　あわてて螢はこちらに駆かけ寄よってくる。

　心配そうに、

「えっと……まさかとは思うけど、それって斗神さんに？」

「いや、その心配はごもっともすぎるんだが、そういうわけじゃないよ」

　未祐は苦笑して、

「これはちょっと、愁とね……」

「久瀬くん……？　ケンカでもしたの？」

「まあ、そんなとこかな……」

「どうしてそんな……原因は何なの？」

「……えっと」

　未祐は思わず言葉を濁にごした。

　原因が、自身を原因と知らずに、それを問うている。どう説明すべきだろうか。

　それ以前に、何気に未祐は内心で焦あせっていた。愁一のおかげで多少気もちがスッキリしたとはいえ、まだ考えも覚悟も定まっていない。あんな告白シーンを目撃して、どう螢と接すればいいか、思考がまとまっていなかった。

　手当てを終えて、ひとりになって、そして自分と向き合って。そこで答えを出すつもりでいた。後悔をしないように動くのか、それともずっと後悔と向き合うのか。

　無論、想いを告白すべきだとは理解している。そして、そうするつもりでもいた。

　あとは覚悟だけだった。螢に対して、正面から自分の想いを告げる覚悟。

　それがなければ、何もはじまらない。何も終わらない。

　なのに今、目の前に螢がいる。状況が、覚悟を促している。

「──まあ、オレがちょっと情けないことを言ったもんだから、愁に喝かつを入れられたっていうか……しっかりしろってさ」

　だから、納なつ得とくしているんだよと未祐は告げる。

　それでも螢はまだ心配そうに、

「ひとりでちゃんと手当てできる？　あたしでよかったら──」

「サンキュ。でも、大だい丈じよう夫ぶだよ。そんな大げさなものじゃないからさ」

　うれしすぎる申し出を、未祐は断わった。

　好きな女の子に傷の手当てをしてもらえるなんて、最高のシチュエーションだ。

　だが、螢はきちんとした手当ての方法を知らない。彼女のせっかくの厚こう意いは、未祐には通じても璃亞には通じない。それは螢が悪いというわけではなく、この第二保健室で、こと怪我の手当てや病人への対応において、いいかげんな真似を璃亞は絶対に許さないからだ。ここは璃亞にとって聖域であり、戦場だ。螢がせっかく貼ってくれた絆創膏や、巻いてくれた包帯が、あとで璃亞を前にしてムダになる可能性を考えると忍しのびない。

「それより、六堂こそどうしたんだよ？　どこか怪我でもしたのか？」

　問いかけながら、未祐は自分を白々しいと思う。

　理由など考えるまでもない。先ほど告白された件についてに決まっている。おそらく、どうすればいいのか悩んで、璃亞に相談しにきたのだろう。璃亞が恋愛ごとをはじめ、あらゆる悩み相談に乗っていることは、当然螢も知っている。そして、璃亞がどれだけ頼たよりになるのかも。だからこそ、螢はこの第二保健室へとやって来たのだ。

　すると、螢は遠慮がちに口を開いた。

「──うん……ちょっと、相談したいことがあって。結槻くんに」

「え──オレ、に……？」

　予想外の返答に、未祐の思考が停止した。

　考えつかなかったからだ。螢が自分に対して相談したいと思うようなことなど。

　指名をされる理由がわからない。

　思わず沈ちん黙もくしてしまった未祐に、螢はつと視線を横へ逸そらした。

　未祐が黙ったままになったことで、先を促されていると思ったのだろう。

　少し頬を赤くして、話しはじめる。

「今日ね……男子テニス部の先せん輩ぱいに、告白をされたの。付き合って欲しいって……」

「……………………」

　知っている。知っていた。だからこそ、自分は今こうしてここにいるのだから。

　だが、そのことをなぜ螢が、自分に話すのか解らなかった。

　理解できずに未祐が呆然としていると、螢がこちらと眼を合わせてきた。

　見つめる眼まな差ざしで訊いてくる。

「…………どうすれば、いいと思う？」

「──────っ」

　あまりに残酷な問いかけに、未祐は息を呑のんだ。

　まさか螢がそれを、よりにもよって自分に相談してくるとは思っていなかったから。

「どうすればって……」

　言って未祐は思わず視線を逸らした。そして、チラっと螢の表情を盗ぬすみ見る。

　こちらを見つめてくる螢の瞳は真まっ直すぐで。そのため逆に、彼女の真意を読むことができない。背中を押して欲しいのか。引き止めて欲しいのか。その役を未祐に頼んだということは、まるで自分には脈がないということなのか。それともその逆なのか。

　璃亞が受けた恋愛相談の場に、未祐も何度か同席したことはある。中には告白するにはどうすれば良いのかという人もいれば、告白されてどうすればいいのかを相談しにくる人もいた。未祐は混乱する思考の中、なんとかしてそのときのことを思い出そうとする。

　付き合いたいのか、付き合いたくないのか。どのくらいそう思うのか。軽い気もちでＯＫすれば、その分だけあとでうまく行かなくなる可能性が高くなってしまうとか。

　──つまり、本当に大事なのは自分自身の気持ちなんだよ、とか。

　言うべきことは決まっている。だから自分で考えろというのではなくて、いかに本人の気持ちを引き出してあげられるかが肝かん心じんなのだ。考えたことのない自分の想いを言葉にさせることで、少しずつ自分自身の気もちを知ってもらい、そして少しでも不安を消してもらって。そうすることで、璃亞は相談者の信しん頼らいを得てきた。

　同じことを、未祐もすれば良いのだと思う。なのに、それができない。

　だってそうだろう。今、目の前にいるのは他でもない。

　ずっと未祐が想い続けている、六堂螢が相手なのだから。

「…………………………」

　長い、長い沈黙になった。

　それでも螢はずっと、黙だまって未祐の言葉を待っていた。

　未祐が何かを言ってくれると、そう信じているかのように。

　だけど未祐も何も言えずに、ただ時間だけがすぎてゆく。

　そして。どれだけ時が経たっただろう。

「…………………わかった」

　螢がそう短くつぶやいた。

「ごめんね……いきなりこんな相談して。やっぱり、こういうことは自分で考えなくちゃだよね……」

　そう言って螢は立ち上がり、未祐に背を向けて部屋を出て行こうとする。

「────」

　そんな螢の背中を見て、未祐の脳裏のうりにフラッシュバックするものがあった。

　忘れるはずがない。以前、こうして第二保健室に相談に来ていた螢を、そのまま行かせたときのことを。そして、その後彼女が倒たおれてしまったことを。

　だが、あのときとは決定的にちがうことがある。目の前の螢から、限界を告げる鈴すずの音が聞こえてくることはない。しかし、だからといってそれがこのまま彼女を行かせて良いことにはつながらない。

「……………………」

　どうすればいいか。螢に投げかけられたその問いには、正しい答えは返せない。

　螢がどうすればいいか──その答えは螢の中にしかないからだ。

　だが、自分が今どうすればいいのか。その答えを未祐は知っていた。先ほど愁一が教えてくれたばかりだ。後こう悔かいしないための方法を。

　螢に告白した相手、テニス部の男子の気もちは痛いほどよくわかる。

　勇気を出して告白をした、彼の想いは尊いと思う。

　中学のころから想い続けるだけで、言葉にできない自分よりもずっとすごいと思う。

　──だが、だからといって自分が諦あきらめる必要はない。断じてない。

　もう後あと戻もどりはできないと愁一は言った。その通りだ。自分が螢のことを好きで、他ほかにも螢を想う人がいて。その人が螢に自分の想いを告げた以上、誰だれかが傷つくことになるのだ。

　自分か、告白した相手のどちらか。あるいはその両方が──

　無論、逃にげようと思えば逃げられるだろう。これまでと同じように、螢が断わる可能性に賭かけることもできると思う。だが、未祐はその選せん択たく肢しを取ることを止めた。負けたくなかったからだ。螢に告白した相手に、負けを認めるようで嫌いやだった。

　綺き麗れい事ごとを捨てる。傷つくのは嫌だから。傷つくくらいなら、他の誰かを犠ぎ牲せいにする覚かく悟ごをする。それは決して卑怯ひきような真似じゃない。もしもその結果で傷つくことになったとしても、納得ができると思った。後悔だけはしてやるものか。

　だから。未祐は反射的に螢の肩かたに手を掛かけていた。

「────断われよ」

　気がつけば、そう告げていた。

　ゆっくりと螢が振ふり返かえる。そしてこちらを見つめてくる。未祐の真意を、確かめようとしてくる。

　だから未祐は眼を逸らさない。真っ向から螢の瞳ひとみを見み据すえて。

　そして想いを口にする。中学のころから抱き続けてきた想いを。

　言おうとした──そのときだった。

「──わかった」

　螢の応こたえが先だった。

　未祐が口を開くより先に、螢がそう言っていた。

「結槻くんがそう言うなら……あたし、断わる」

「え…………？」

　意味深な、その言葉はカウンター。想おもいを伝えようとしていた未祐の脳を揺ゆらす。

　思わずその言葉の意味を深読みしたくなる。螢の想いを確かく認にんしたくなる。そのまま気もちを伝えてしまいたくなる。だが、それと同時に未祐はどうしても躊躇ちゆうちよしてしまう。たった今、テニス部の男子の想いは断られた。これでもう、彼の想いが届くことはなくなった。

　未祐はその残酷こくな瞬間を眼めの前で目撃した。誰かを傷つけてでも想いを伝える、想いを遂とげる覚悟はしていた。だが、誰かが恋をすることに傷つかなくてはならない瞬間を目まの当たりにして、それが他人事ではないことに思い至り、想いが喉のどから出てこない。

　言葉を失くした未祐の目の前で、螢がゆっくりと俯うつむいた。

　それは未祐の胸に、ポスンとひたいを置く形になって。

「────」

　その瞬間。たしかにふたりの間の空気が変わった。

　身体を硬こう直ちよくさせ、未祐はゴクリと喉を鳴らす。

　眼の前には、あまりに無防備な螢の姿があって。思わず抱だきしめてしまいそうになるのを必死にこらえて、まずは彼女の真意を聞こうと、未祐は螢の両りよう肩かたに手を置いた。

　すると螢が顔を上げて、

「……あのね、結槻くん」

　桜色の唇くちびるがこちらを呼ぶ。

　上うわ目め遣づかいで未祐を見る、螢の顔は吐と息いきを感じるほど近い距離で。

　ぶつかる視線が結ばれて、未祐は完全に動けなくなった。

「六堂…………」

　かすれた声で、かろうじて螢を呼んだ。

　その瞬間、いきなりドアが開いた。

　慌あわてて離れる未祐と螢に、やってきた璃亞が眉まゆをひそめる。

「…………なにかしら、この気まずい空気は？」

「な、何言ってんだよ、気のせいだろ。そ、そんなことより、どこ行ってたんだよ？」

　必死になって未祐は言い訳。顔が赤くなっているのを誤魔化しながら話題を逸らす。

　すると璃亞は冷たい視線を未祐に向けて、

「それはこっちのセリフよ。お使いに行ったきり戻って来ないで。心配で捜しに行ってしまったじゃない」

「そ、そうか……そりゃ悪かったな」

　予想外の返答が来て、未祐は思わず拍子抜けする。

　すると、璃亞は未祐のケガをした顔を見るなり大きく溜ため息いきをついた。

「やっぱり心配が的中したわ……アンタ、今度はいったい何部を視姦してたわけ？」

「これは別に覗のぞきを見つかって袋ふくろ叩だたきにあったケガじゃねえよ！」

　心外そうに叫さけぶ未祐に、これまた璃亞が心外そうに、

「だったら何姦をしたというの？」

「何姦もしてねえよ！　ってか、やっぱり心配が的中したって、お前はオレをどんな目で見てたんだよ？」

「えっ、やだ本当に？　本当に言わせる気？　ここで言わせるの？　言っていいのね？」

「待てっ。何だその、チラチラこっち見ながらのムカツク顔は！　六堂が誤解するだろうが！」

「いや、あたしは別に……」

　と、手を振って否定する螢の声を無視して、璃亞は鼻を鳴らす。

「誤解もへったくれも、ボったくれもないわ」

「誰も金をせびってくれなんて言ってねえよ」

「たかだかお使いひとつで、よもやこんなに時間をかけるだなんて。とんだ亀かめ野や郎ろうだわ。そんなざまじゃ、いそがしい時になったら、ポンポコ舞まいすることになるわよ？」

「何だその可愛かわいいお遊戯っ。それを言うならてんてこ舞いだろ」

　未祐は思わず即そくツッこみ。

　すると、口を開いた拍ひよう子しに切れた唇の端はしが痛んで、思わず顔をしかめた。

　璃亞は傷の具合を確かめるように、未祐の頬ほおに手を伸のばして、

「ケガした唇で減らず口なんて叩たたいているからよ」

「だったら、そのツッこみどころが多すぎる言動を何とかしてくれ……っ」

　指先で触ふれられ、鈍にぶい痛みに未祐は短く息を呑んだ。

　璃亞はひと通り未祐のケガを確認すると、机の上にあった水風船を未祐に投げて渡わたし、

「とりあえず、その腫はれた顔を冷やしてなさい。先に擦すり傷きずだらけの手の消毒をするわ」

　そして、机の上にあった救急箱から消毒液を取り出した。

　未祐と向き合いながら、ふと璃亞は視線を横へ。傍かたわらに立つ螢へと向ける。

「それで、六堂は今日は何の用なの？」

「えっと……ちょっと結槻くんに、相談に乗ってもらってたの……」

　どこか言葉を選んで答えた螢に、

「……そうなの？」

「あ、ああ……そうだよ」

　璃亞に訝いぶかしげに問われ、未祐は思わずコクコクとうなずく。

　螢が璃亞に真実をぼかしたのだ。未祐の口からは話せない。

　螢が、自分を頼って相談してくれたことなのだから。

　チラリと螢の方を見ると、未祐の視線に気づいたように螢は微び笑しようを浮うかべて、

「──それでね、相談に乗ってもらったお礼ってほどでもないんだけど、今度の週末に映画に行かない？」

　と、さらりと言ってのけた。

「ウチのお父さんが、仕事の関係でもらったチケットがあるんだ」

「えっ──」

　それってもしかして、デートなんじゃ……未祐がびっくりしていると、

「あれ、もしかして何か予定とかある？　久瀬くんとかと遊ぶ約束とかしちゃってる？」

「い、いや……ないけど、なんにも」

　心配そうに訊たずねられ、未祐は慌てて否定した。

　すると螢は安心したように、

「ホント？　じゃあ決まりだね」

　と言って。

　そして璃亞に確認した。

「──いいかな、斗神さん？」

「……………………」

「……………………」

　璃亞が黙ったので、自然と未祐も沈黙してしまった。

　そして、螢も訊ねたきり黙ったままで。

　見つめ合う璃亞と螢に、そんな二人の様子を横から眺ながめる未祐という図式が完成する。

「……………………………………」

「……………………………………」

「……………………………………」

　とつぜん訪おとずれた沈黙に、未祐は妙みような居い心ごこ地ちの悪さを感じた。

　なんだろう。なぜこんなにも空気が重く感じられるのだろう。

　というか、別に璃亞に許可を求める必要はなかったのではないだろうか。それはまあ、璃亞は未祐が所属する保健部の部長ではあるが。

　やがて。重苦しい沈黙を打ち破ったのは、問われた側の璃亞だった。

「…………別に、わざわざ私に断わる必要はないわ。好きにすればいいじゃない」

　そう璃亞が告げたのを聞いて、螢は肩の力を抜ぬいたように、下を向いて大きく息を吐はいた。安心したかのように「よかった」とつぶやいて。

「…………六堂？」

　思わず未祐が声をかけると、顔を上げた螢の顔はもういつもの表情で。

「……じゃあ結槻くん、ちゃんと予定空けておいてね」

「あ、ああ……」

　うなずく未祐に、バイバイと告げて、螢は第二保健室を出て行った。





　螢が第二保健室を出て行ったあとも、しばらくの間未祐はぼんやりとしていた。

　璃亞にケガの手当てを受けながらも、どこか心ここにあらずで。突とつ然ぜんの展開に、思考がついていけないのだ。告白された螢に、ついに自分も告白しようとして。なのになぜか螢と、休日に出かける約束をしていた。

　心躍おどる展開のはずなのに、どこか未祐は後ろめたさを感じてしまう。告白された相手には断われと未祐は言った。それはたとえ未祐のせいで相手を傷つけることになっても、螢に告白しようと思ったからこそ口にした言葉だ。だが、未祐が螢に想いを伝える前に、彼かの女じよは決断を下してしまった。告白した相手の想いを断わると言って。眼の前で、自分ではない別の誰かが恋こいに破れて落ちていった。そして今、未祐はまだ安全地帯に留とどまっている。

　それは「卑怯」なのではないだろうか。自分は告白する勇気もないのに、他人の告白を否定するような真似をして。

「……………………」

　段々と思考がはっきりとしてくるにつれて、徐じよ々じよに気もち悪さが膨ふくらんでくる。

　言うべきだった。断われと告げたあとに、自分も君が好きなのだと。そいつではなく、どうか自分を選んで欲ほしいと、そう伝えるべきだった。

　ならばと未祐は決意する。まだチャンスはあると。日曜だ。螢と一緒に出かける約束をした。ならばそのときに、今度こそ螢に告白をしよう。

　──結槻未祐は、六堂螢のことが好きだと伝えよう。

　未祐が静かに決意を固めたのと、璃亞が未祐の頬に絆創膏を貼り終えたのはほぼ同時だった。

「…………良かったわね」

　それまで黙って未祐の手当てをしていた璃亞が、救急箱の蓋ふたを閉めて立ち上がった。

　こちらに背中を向けて、ゆっくりと戸棚へ向かいながら、

「念願かなって、ついに六堂とデートってわけね」

「……まあ、そうなるのかな」

　頬の絆創膏の感触を確かめるようにさすってから、未祐は璃亞の背中を見る。

　戸棚を開けて救急箱を片づけている、璃亞の表情はうかがえない。

　未祐は視線を正面、机の上へと落とした。

　すると再び、第二保健室に静寂が下りる。

「──告白するの？」

　静けさの中にそっと忍ばせるようにして、璃亞がそう訊ねたのを未祐は聞いた。

　正面を向いたまま、未祐は答える。

　窓から見える夏の風景を眺めながら、

「ああ……」

　短い肯こう定ていの言葉は頷うなずき。それは未祐が、自分自身に対して行った確認だ。

　長い間、ずっと温め続けていた想いを伝える時が来たのだと言い聞かせるように。

「ねえ……練習、する？」

「──え？」

　璃亞が口にした言葉の意味がつかめずに、未祐は思わず彼女の方を見た。

　いつの間にか璃亞はこちらを向いていて。

　とても静かな表情で。

「初めての告白なんでしょ。失敗したら格好悪いじゃない？」

　だから。

「私のこと、六堂だと思って練習してみたら？」

「──────」

　未祐は息を呑んでいた。

　窓から入ってくる風に、長い髪かみをそっとなびかせて。

　どこか切なさを含ふくんだ瞳で、こちらを見つめてくる璃亞は壮そう絶ぜつに綺き麗れいだった。

　いつもとちがうその雰ふん囲い気きに、未祐は思わず眼を逸らしてしまう。

「いや……いいよ。お前に練習台になってもらうのは気が引けるし、それに他の人を相手にしたところで、多分練習にはならないからさ……」

　好きな人に、好きだと伝える緊きん張ちようも、焦しよう燥そうも、切なさも、喜びも。それらは本人を相手にしか得ることはできないものだ。もちろん、上手に告白するテクニックも存在するのだろうが、未祐はそれに頼ろうとは思わない。今の自分にはまだ、そんなものは必要ないだろうから。たとえ緊張して上う手まく伝えられなかったとしても、それが今の自分の精せい一いつ杯ぱいなのだ。

　すると璃亞はさらに信じられない事を言った。

「それなら……キスはどう？」

「キっ──お前っ、な、何を……」

　思わずドギマギする未祐に、璃亞もつられるように顔を赤くして、

「こ、告白の練習台は無理でも、キスなら平気でしょ。むしろ、告白よりもテクニックがものをいうし。あ、あんまり下手くそだと、女の子に幻げん滅めつされるわよっ」

　少しだけそっぽを向く。

「まあ、あんまり慣なれてる感じとかしてもイヤらしいし、ぎこちなさが残る下手ウマみたいなのが良いんじゃない？」

「ゆるキャラかよっ」

　顔を赤くしてツッこみながら、未祐は気づく。

　いつもとちがった雰囲気の、璃亞の狙ねらいが何なのかを。

　それは、気づいてみれば何てことはないものだった。要はいつもと同じなのだ。

　いつもと同じように、璃亞は自分をからかっているだけで。顔を赤くして困れば、何を期待しているのかと毒どく舌ぜつを吐かれて、未祐が何を言っても口で言い負かされるという。そんないつものやりとりを、璃亞は望んでいるのだろう。

　珍めずらしい変化球。だから、未祐も返す態度をいつもと変えた。

　そっと眼を瞑つぶって。

「ああ、そうだな……じゃあ頼むよ」

「………………っ」

　と璃亞が思わず息を呑んだのが解って、未祐は内心してやったり。

　初めて璃亞をからかうことに成功し、思わずほくそ笑えんで、

「──な～んてな。そうやっていつもいつも」

　からかわれてばかりいられない──そう言うつもりだった。

　だけど言えなった。未祐が顔を上げた時、すぐ眼の前に璃亞の顔があったからだ。

「え──」

　一瞬できた意識の隙すき間ま。

　ゆっくりと璃亞の顔が近づいてくるのに、未祐は動けないままで。

　そして──そっと唇が重ねられた。

　柔らかな感触と温ぬくもりが、今度は未祐を金かな縛しばりにした。

　だから、そのまま受け入れてしまう。

　目の前に璃亞の顔があることも。

　その瞳が閉じられていることも。

　そしてキスも。

　未祐は動くことができない。だから、キスの終わりは璃亞の方から。

「ん……はぁ……」

　甘あまい吐息をこぼして、璃亞の唇がゆっくりと離はなれる。

　キスをしたあとの、ふたりは静かに見つめ合う。

　──そして、意識の隙間が埋うまる。

　未祐は悲鳴を上げた。椅い子すから転げ落ちながら、

「お、おまっ、おまえっ、おまえなっ、なっ、何を、何してんだよ！」

「な、何よっ。アンタが頼んだんじゃないっ」

　璃亞もまた顔を真っ赤にしていた。

「だからって、本当にするヤツがあるかよ！」

　自分をからかうために、本当にキスをするなんて。

　そんな捨て身のイタズラをした璃亞は、

「ゆ、油断したわね……私を甘く見みたアンタが悪いのよっ」

　フンとそっぽを向いて、スタスタと第二保健室を出て行こうとする。

「おいちょっと待てっ、どこ行くんだよ？」

「ト、トイレよ、馬ば鹿かっ！」

　バタンとけたたましい音を立てて、扉とびらが閉まった。

　そして。第二保健室にひとり残された未祐は呆ぼう然ぜんとなっていた。

「なんで……」

　思わず口から出たつぶやき。行く先を失くしたその問いかけに、答えが返ることはない。

　尻しり餅もちをついたまま、床ゆかの冷たさすら遠くのできごとのように感じながら。

　未祐はそっと手で唇に触れる。

「──────っ」

　とたんに顔が熱くなった。理解したからだ。自分と璃亞がキスをしたという事実を。

　だから混乱する。心臓が早はや鐘がねを打つように、鼓こ動どうが激しくなってゆく。

　未祐は慌てて眼を瞑って、ギュッと唇を噛かんだ。必死になって残ったままの、柔やわらかな璃亞の唇の感かん触しよくを消そうとする。でも、



    

  
    
      「ヤバイ……」

　しかし消えない。歯を離すと、ジンジンとひりつく痛みが唇全体に広がるのに。

　ところが返って敏びん感かんになった唇は、柔らかな空気の感触すらも感じるようになって。

　そのくすぐったい感覚は、まるでキスと同じ。

　鮮せん烈れつな記き憶おくが蘇よみがえる。唇を重ねているときの、眼の前にあった璃亞のキス顔が網もう膜まくに焼き付いたかのように。脳裏から離れない。

「落ち着け、オレ……」

　未祐はとりあえず深呼吸。

　慌てるな。キスなら前にもされたことがあっただろう。これは二回目なのだ。それこそ春の、ファーストキスのときの方がショックは大きかったはず。そうだ。あのときだってかなりパニクりはしたものの、それでも自分は乗りこえることができたではないか。

　──そうだ。たしか、あのときオレは。

「…………え？」

　どうやって乗のり越こえたか。思い出そうとして、しかし未祐は別のことを思い出す。

　ファーストキスの感触だ。触覚しよつかくが人よりも敏感な未祐は、身体が受けた感覚を明めい瞭りように記憶し、二度と忘れることはない。そして、それが敏感な唇が経験した感覚であればなおさらだ。それは結槻未祐という人間のケースに限った、悲しいＨＳＰの宿命だった。

　キスの経験はこれで二度目。そこに慣れなど、微み塵じんもありはしない。

　だからこそ、余計に詳しよう細さいな比ひ較かくが可能となる。まるで指し紋もん照合のように。

「嘘うそだろ……」

　そして、未祐は今度こそ本当に呆然となった。

　敏感な唇に、触れた感触が教えてくれた。今こうして唇に残る感触。

　それはあの日、昼休みに自分の唇に触れた相手の唇と同じもの。

　真実を知る。

「斗神……」

　未祐はその名をそっと呼ぶ。

　ファーストキスの相手は──璃亞だ。





　誰もいない女子トイレに逃げるように駆かけ込んで。一番奥おくの個室に入って。

　完全にひとりの空間に身を置いて。

「どうしよう……」

　そして璃亞はつぶやいた。

　キス……してしまった。

　自分でも信じられない事態に、思考が混乱を極きわめる。

　だけど、握にぎった左手で触れた唇の熱さは本物で。現実が言い訳を許さない。

「馬鹿だ……私……」

　泣きそうな声で、口にしたのは自己嫌けん悪おだ。

　普ふ段だんの自分なら、きっとこんな真似はしなかった。

　こちらをからかうような未祐に対して、逆にからかい返して、彼を狼ろう狽ばいさせたり動どう揺ようさせたりして、あわてふためく彼の反応を楽しむことができたはずだ。

　でも、今日だけはダメだった。どうしても我が慢まんできなかった。

　第二保健室の外で、未祐と螢の会話を聞いてしまったから。

　そして、その前の未祐と愁一がケンカしているところも見てしまっていたから。

　未祐の想いや螢の想いが、あまりにも強く感じられてしまって。だから、自分の想いもどうしようもなく膨らんでしまった。

　だから、未祐と螢がキスしそうになったのを目の当あたりにして、我慢できずに部屋の中へ入ってしまった。言い訳をするつもりはない。自分はふたりの邪じや魔まをしたのだ。

　そして。眼をつぶった未祐を前にしたら、まるで意識が飛んだみたいに身体が動いていた。気づいたときにはもう、キスしていた。

　だって、これでいよいよふたりがデートをしたら、自分の恋は終わってしまう。

　だから無防備な未祐の唇を前にしたら、もう我慢できなかった……。

　どうしよう。どんな顔をして戻もどればいいんだろう。

「……はぁ」

　思わずこぼれた吐息が熱い。

　しかし、いつまでもこうしているわけにもいかない。

　不幸中の幸いなのは、今日が金曜日であることだ。明日からは週末。しばらく未祐とは距きよ離りを置ける。その間に何とか気持ちを落ち着かせて、いつもの自分に戻らなくては。

　よし、と璃亞が気持ちを切きり替かえた、そのときだった。

　まるでタイミングを見計らったかのように携けい帯たいが鳴った。

　折おり畳たたまれた状態から開いて液えき晶しよう画面を見て、非通知着信であることを確認。

「────」

　璃亞の眼がスッと細められた。そして通話ボタンを押おす。

「もしもし……」

　底冷えするような声で璃亞は電話に出た。

　そして相手の反応を待つ。

「ええ……ええ、いいわ。わかった……なら日曜日の午後に会いましょう」

　そう言って、パタンと携帯を折り畳んだ。

　──これでいい。

　璃亞は眼を閉じて、そして小さく息を吐いた。未祐たちのように、これで自分も日曜はデートだ。これなら、余計なことを考える余よ裕ゆうもなくなる。まずは明日、入念な下準備にかかるとしよう。相手は自分を舐なめている。そのツケを払はらわせてやる。

　──そうだ。私は荒あらくれナイチンゲール。

　立たち塞ふさがる者は誰であろうと、決して許しはしない。

　自分を敵に回したことを、せいぜい後悔させてやる。





　駅前を行き交う人々の姿がある。

　どこか足早に流れてゆくのは、夕暮れ時の雑ざつ踏とうだ。

　その中に未祐の姿があった。

　普段よりも早い時間の下校。いつもなら璃亞ともっと遅おそくまで学校に残るのだが、今日はちがう。

「………………」

　今日という日はあまりにも、普段の日常とは異なっている。いろいろなことがありすぎて、どうしていいのかわからない。何をどうすればいいのか。何から対応すればいいのか。

　あのあと──第二保健室に戻ってきた璃亞は驚おどろくほど冷静だった。そして、未祐にすぐに帰宅するように告げたのだ。対する未祐は、まだ璃亞とは顔を合わせづらかったので異論はなかったが、それでも納なつ得とくはできていない。璃亞がどうして、あんな真似をしたのかは。かといって、訊きこうにもどう言えば良いのか解わからず、仕方なくそのまま第二保健室を後にした。

　螢が告白されていた。愁一とケンカした。そして──璃亞とキスをした。

　今まで止まっていたものが動き出したのだ、と愁一は言った。あとは、ただ加速するだけだと。だがその速度がすごすぎて、未祐にはどこか現実感がない。

　でも。螢の言葉を聞いた耳が。愁一に殴なぐられた頬が。璃亞とキスをした唇が。それら全すべてが、今日起こった出来事は現実なのだと教えてくれる。

「もう戻れない、か……」

「おやおや──そんな思いつめた顔して、どうした少年？」

　背後からかけられた声に、未祐は振り向むいた。

　そして、そこにあったのは見知った顔。

「涼子姉ちゃん……」

「どうした、そんな青春いっぱいな顔して」

「いや、これは……」

　頬の絆ばん創そう膏こうに触れながら、未祐は言葉を濁にごした。

「涼子姉ちゃんこそ、こんな時間にどうしたの？　仕事は？」

「今日はオフ。んで、一日中家でゴロゴロしてたら、愁一がお前みたいに顔を腫らして帰ってきたんでな」

　と言って、涼子は手に持っていたビニール袋ぶくろを掲かかげて見せる。黄色地の袋に、黒い文字で書かれたマキモトツヨシの文字が、彼女がドラッグストアからの帰り道であることを物語っていた。

　並んで歩きはじめてしばらくしたころ、

「しかし久しぶりだなぁ、お前らのケンカも」

「やっぱりお見通しなんだ……」

「当たり前だろ。私を誰だと思ってるんだ？」

　フッと涼子は笑う。

「──なんなら、ケンカの原因まで当ててやろうか？」

「勘かん弁べんしてよ……」

「しかしアイツもまだまだガキだね。悪かったな、未祐」

「いや、悪いのはオレだから……」

　未祐は苦く笑しようして、

「涼子姉ちゃん……オレね、中学のころから好きな娘がいてさ」

　そして語りだす。

「でも、勇気がなくて告白できなくて、ずっとウジウジしてたんだ。でも、今日いろいろあって、いつまでも逃げていられない状じよう況きようになったっていうのに、それでもまだオレ逃げようとしてさ。それがあまりにもみっともなかったんで愁に説教されたんだけど、まあオレが逆切れしちゃって……。あげくに色々と考えを先走らせてさ、愁のことを言い訳に使ったりしたもんだから」

「なるほどね……」

　と、涼子は穏おだやかな口調で相あい槌づちを打ってくれる。

「まあ、いいんじゃないか。みっともなくない恋れん愛あいなんて本物じゃないよ。いつものお前なら愁一のことを言い訳にしたりしやしない。それは私も、愁一だって知ってる。そんなお前が逃げたんだ。それだけなりふり構っていられないほど、お前の気持ちは本物なんだろ。もちろん、そのまま逃げるか、それとも前に進むかはお前の自由だ。それでも、アイツはお前のことを放っておけなかったんだろうな」

「……そうだね」

　ありがたい話だ、と未祐は思う。

　いつもツルんでいる幼おさな馴な染じみ。一番の親友。ずっと近くにいたのだ。愁一が格好良いことなんて誰よりも知っているつもりでいた。でも、こうして改めて思い知らされる。

　身長とか外見以上にある、愁一と自分の彼ひ我がの差を。

　だが、それでもこれからも、自分は愁一の親友でいたいと思う。自分は親友なのだと、胸を張って並び立ちたいと思う。

　だから未祐は前を見み据すえる。決意する。相応ふさわしい自分になろう。愁一が誇ほこれるような、何より自分自身が誇れるような人間になろう。

　そんな未祐の表情を見て、

「役得だな……」

　と涼子が言った。

「男がそうやって吹ふっ切れる瞬しゆん間かんを見れるっていうのは、さ」

　そんな涼子に未祐は告げる。約束する。

「涼子姉ちゃん……オレ、良い男になるよ」

「ははっ、その意気だ」

　涼子は心の底から楽しそうに笑う。

「──まあ、もしアイツが今回のお前みたいに悩なやんでいることがあったら、そのときはお前がアイツを殴ってやればいい」

「……………………」

「……ん、どうした？」

「いや……」

　未祐は愁一が言っていた言葉を思い出す。

　恐おそらくだが、愁一が失しつ恋れんしていた──そのことは未祐にとって驚きだった。いつも傍そばにいたけれど、まるで気づくことはなかった。限界の鈴すずの音は、聞こえる人と聞こえない人がいる。愁一は聞こえない人のひとりだ。それでも、これだけ近い距離にいるのだ。いつもとちがう様子や雰囲気があれば、敏感な自分なら気づくはずなのに。

　一体どれほどの自制心と、どれほどの精神力でその苦しみを押さえこんでいたのだろう。

　あるいはそんな近い場所にいる存在だからこそ、逆に未祐には知られたくはなかったということなのだろうか。

「涼子姉ちゃんは……愁が失恋してたのって知ってる？」

「ああ──知ってるよ」

　さらりと。涼子はそう口にした。

「そうなんだ……」

　それだけ言って押し黙だまる未祐に、前を向いたまま涼子が聞いてくる。

「アイツ……なんか言ってたか？」

「ううん。ただ、今も後こう悔かいしているみたいだった……」

「………………そうか」

　そう短くつぶやいたきり、涼子が口を開くことはなかった。

　だから未祐も、あとはそのまま黙って歩き続けた。





　月と太陽が巡めぐれば、日は進む。

　そして日曜日。螢との約束の時間に、待ち合わせ場所の駅前へと未祐は赴おもむいた。

　とはいえ、記念すべき初デートだ。たとえ螢には特別な意味がなかったとしても、未祐にとっては重大なイベントである。

　その気負いから、ちょっと早めに着いてしまったため、いったん未祐はコンビニへ。そして雑誌を立ち読みして、ついでに鏡で身だしなみをチェックするためにトイレを借りて、そのまま店を出るのは気き兼がねしたので、ガムを購こう入にゆう。

　そうこうしていると、約束の時間が近くなったので再び待ち合わせ場所へと移動した。

　そして、ほどなくして螢が現われた。私服姿を見るのは、彼女が見み舞まいに来てくれたとき以来で新しん鮮せんだった。

　さらに、今回は前回のときとは意味が違ちがう。休みの日に、外で会う。それは特別なシチュエーションだ。思わず胸がときめくというもの。

「──じゃ、行こっか」

　そう言って歩き出した螢の隣となりに、未祐は並ぶ。

　すると、すぐに気づくことがある。

　自分たちが、想像していたのとはちがう方向へと歩いていたからだ。

「あれ、駅前のシネコンじゃないのか？」

「うん。今日見に行く映画は、隣街の映画館でしかやってないヤツだから」

　ＩＣカードを改札にかざして未祐たちはホームへ。

　そしてタイミングよくやって来た、上り電車へと乗りこんだ。

　ドアの近くの手すりに螢がもたれるようにして立ったため、自然と未祐もその傍に。

　動き出した電車が、かすかな揺ゆれを伴ともなって、未祐と螢を運んでゆく。

「……………………」

　外の景色が流れてゆくのに、螢はこうして眼めの前にいる。それは、同じ速度で同じ方向へ進んでいるということ。電車に乗っているのだ、そんなものはごく当たり前のことなのだが。それでも、そんな当然のことが特別に感じられて。好きな人とデートをするというのは、こういうことなのかと未祐はぼんやりと思う。

「……どうかしたかな？」

「あ、いや……」

　いけない。螢を見るのに夢中になって、喋しやべるのをすっかり忘れていた。

　まるで悪戯いたずらがバレたかのように、未祐は慌あわてて視線を逸そらす。

　何か会話のために話題を探さねば──そんなときは吊つり広告だ。

　とりあえず手近な週刊誌の広告に未祐は眼を走らせる。

「えーっと……」

　芸能人が離り婚こんした。芸能人が不ふ倫りんした。芸能人がシャブ中。

　明るいネタがなさすぎる。暗いぞニッポン。

　社会とか政治とか、いろいろノーフューチャーなのは解るが、もっとデートの話題になりそうなものはないのか。未祐が厳しい社会の現実に四苦八苦していると、どことなくぎこちない空気が流れ出しはじめた。

　どうしよう。デート開始早々もうピンチか、と思ったときだった。

「……なんか照れくさいね」

　はにかむように螢が言った。

「────」

　そんな何気ないひと言と、その表情に、未祐は思わず息を呑のんだ。

「…………そうか？」

　かろうじて絞しぼり出だした声が、よく震ふるえなかったと思う。

　気まずかったはずの空気が、一瞬いつしゆんで柔らかくなっていた。

　それはまるで、

　

　──ねえ……練習、する？

　

「────っ」

　未祐は慌てて、自分が今一瞬考えそうになったことを頭の外へと追いやった。

「……結槻くん？」

「いや、何でもないよ」

　と言って、未祐は訊ねる。

「そういや、どんな映画なんだ？　これから見に行くのって」

「それは、着いてからのお楽しみです」

　ふふふと螢は楽しそうに笑う。だから自然と未祐も笑みを返した。

　そして思う。

　そうだ。今は璃亞のことを考えるのは止よそう。

　そんな真ま似ねは螢に対して失礼だ。

　たとえ今、何を考えても答えなんて出やしない。

　璃亞がどうして、あんなことをしたのかなんて。

　そんなことよりも、今日自分にはするべきことがある。

　未祐は隣に立つ螢を見た。

　──今日、自分は螢に告白する。

　自分の想おもいを知ったら、彼女はいったいどんな顔をするのだろう。

　そして、重ねて静かに思う。

　いったいそのとき、自分たちはどうなるのだろうかと。





　目的の駅で電車から降りて、改札を抜ぬければ、広がるのは休日の繁はん華か街がいだ。

　街はまるで、大規模なイベントでも行われているのではないかと錯さつ覚かくしそうになるほど、多くの若者であふれ返っている。

　駅前のスクランブル交差点の横断歩道を渡わたって、未祐たちは坂道を上る。しかし、人が多すぎるあまり、その速度は普段歩く速さの半分程度。自動車の渋じゆう滞たいもこうやって起きるのだろうかなどと、思わず考えてしまうほどの混雑ぶり。

「──あれ？」

　ふと気づくと、先ほどまでとなりにいたはずの螢の姿がなかった。

　未祐は辺りをキョロキョロと見回して、しかし螢は見つからない。

　まさか──はぐれた？

「おいおい……」

　未祐は懐ふところから携帯を取り出し、螢の番号を呼び出そうとして、その手をつかまれた。

　どこからともなく現われたのは、

「もー、何してるのさ結槻くん！」

「あ、六堂……」

「『あ、六堂』じゃないよ。いきなりいなくなって。びっくりさせないでよ、もうー」

　頬を膨ふくらませた螢に、未祐は頬をポリポリとかいて、

「いや、悪い……あんまりこっちの方には来ないからさ。こんなにすごい人波の歩き方を忘れたというか……」

「あらら、とんだ困ったさんだ──っと、いけない。もうすぐ上映時間になっちゃう」

　これを逃のがすと、次の上映まで二時間も時間をつぶさなくてはならない。

「──行こ、結槻くん」

「あ……」

　思わず声がもれる。



    

  
    
      　螢は、未祐の手首をつかんだまま歩き出したのだ。

　それは、手をつなぐというのとはちがうのだろうけれど。でも、未祐は顔が赤くなるのを止められない。内心ドキドキで隣の螢の横顔を見るのだが、

「間に合うかなぁ……」

　一方、眉まゆ根ねを寄せながら携帯の時刻表示を見る螢の様子はあまりにも普ふ通つうだった。

　なんだろう、この自然さは。自分は深く考えすぎているのだろうか。

　うーむ、と未祐が恋こいの迷めい宮きゆうにハマりかけたときだった。

「────」

　ふと眼の前を行く人ごみの中に、見覚えのあるものがあった。

　アプリコットブラウンのポニーテールだ。

　見えるのは後ろ姿だけ。だから顔を確かく認にんすることはできない。いつものようなリボンもしていないし、別人の可能性もある。でも、なぜか未祐にはそれが璃亞だと解った。

　ただ、引ひっ掛かかることがあった。璃亞は見たことのない男と一緒いつしよだったのだ。

　相手は馴なれ馴れしく璃亞の肩かたに手を置いて、何事かずっと璃亞に話しかけている。

　男の横顔に見覚えはなかったが、璃亞の知り合いなのだろうか。とはいえ、休日にわざわざ会うような相手にもかかわらず、何の反応も示していない璃亞の態度が気にかかった。しかし、男はそれに構うことなく彼女に話しかけ続けている。

　螢は気づいていないのだろうか。未祐は一瞬、視線を隣へ。しかし、螢は璃亞たちに気づいた様子はなく、人の波に速度を合わせて歩いている。

　そして未祐が再び前を向いたとき、前を行く璃亞たちが路地を曲がった。

　後ろを歩いていた未祐たちも、ほどなくしてその路地にさしかかり、

「──おいおい」

　口の中で小さくつぶやいた。

　そこはホテル街へと続く路地だった。

　真昼間のため人通りは少なく、夜は煌きらびやかに光るであろうネオンもまだその輝かがやきを灯ともしていない。

　別に、ホテル街に入ったからといって、必ずしもホテルに入るとは限らない。そう未祐が考えようとして、そのまま路地の入口を通とおり抜けようとして、しかし見てしまう。

　視線の先──男と璃亞が一軒けんのラブホテルの中へ消えていくのを。

「……結槻くん？」

「──ゴメン。何でもないよ。何でも」

　未祐は笑え顔がおで応こたえて、あとは真まっ直すぐ前を向いて歩き続ける。

　心の中でずっと、「どうして」と繰くり返かえしながら。





　螢が用意していたチケットは単館上映のラブストーリーだった。

　ふたりの少年の間で揺れる、ひとりの少女の恋こい物もの語がたり。

　ストーリー、役者の演技に演出も、いずれも高いレベルの作品で。

　単館でしか上映しないというのは、もったいないほどに。

　でも、そんな映画の内容は、ほとんど未祐の頭の中に入ってこなかった。否、頭の中には入ってくるのだが、どこか理解することができずに。気がつけばエンディングも過ぎて、スタッフロールが流れていた。

　映画が終われば、人の流れが生まれる。

　未祐と螢もそれにならい、二人は映画館を後にした。

「あ～もう、すっごい素す敵てきだった～」

　ね、とこちらを見てくる螢に、未祐は「ああ」と頷きを返す。

　時刻は夕方に差しかかったところ。だが、夏の太陽はまだ空高くにある。

　人の姿は多かった。休日の繁華街に時刻はあまり関係はない。

　夏の暑さ＋人ごみの熱気に、どうしても汗あせが出てくる。

　未祐と螢は、人ごみを避さけるように、近くにあったイタリアンの店へと入った。

　涼すずむだけなら喫きつ茶さ店てんでも良かったが、もう少しすればレストランも混こみ出す時間帯。

　どうせなら食事もできるところが良いと、螢が提案してくれたのだ。

　食事時には少し早い時間帯。店にはまだ空席が多く、ふたりは大通りを臨のぞめる窓まど際ぎわの席へと案内された。渡されたメニューと睨にらめっこすることしばし。

「えっと、トマトとモッツァレラチーズの冷製パスタと、アイスコーヒー……あ、待って、やっぱりアイスカフェオレで」

　やってきたウェイトレスに、螢が笑顔で注文している。

「結槻くんは、どうするの？」

「……え？　あ、ああ。ゴメン」

　ぼんやりとしていた未祐は、慌ててメニューに視線を落とした。

「えっと、どうしようかな……」

「あれ、さっき決まったって言ってたよね？」

　だからウェイトレスを呼んだのにと、不思議そうにする螢に、

「いや、やっぱり色んなメニューがあるから、目移りしちゃってさ……」

　未祐は言葉を濁した。

　食べるものが決まったか螢に訊かれたときは、生返事をしていたのだ。

　さすがは本格イタリアン。メニューにはさまざまなパスタの名前が連なり、色とりどりの美お味いしそうな写真が並んでいる。どれも美お味いしそうに見えると、未祐はぼんやりと思う。

　そして、どれでも良いとも。だがそのため、かえって決めにくい。

　未祐は仕方なく、メニューの一番上を指した。

「じゃあ、これ……」

「はい。ほうれん草と海かい鮮せん三種のペペロンチーノですね。お飲み物はいかがしますか？」

「アイスコーヒーで」

　かしこまりましたと頭を下げると、飲み物を持ってくるタイミングを確認して、ウェイトレスは厨ちゆう房ぼうへ注文を伝えに行った。奥から注文したメニューが、流りゆう暢ちようなイタリア語で聞こえてくる。

「うわー、なんかカッコいい」

　身体を傾かたむけて店の奥を見る、螢の眼が輝いている。

　無む邪じや気きな笑顔で、

「でも、結槻くんてばムードがないぞ」

「え……何で？」

　すると螢は人差し指を立てて、

「女の子とふたりで恋愛モノの映画を見た後の晩ばん御ご飯はんだよ。なのに、ニンニクものってどうなんですかー？」

「あっ……悪い！」

　未祐は大切なことを思い出した。これから自分は螢に想いを伝えようというのに。ニンニク臭しゆう漂ただよわせながら告白とか、斬ざん新しんすぎる。食べるのはどれでも良かったのだ。ならば、もっと無難なメニューがあったというのに。

　からかうような口調の螢に、未祐は急いで立ち上がる。

「今ならまだ間に合うかもしれない。ちょっと注文変えてもらってくる」

　すると、慌てたように螢が顔色を変えて、

「えっ、いやいや待って待って。冗じよう談だんだってばっ。結槻くん」

「でも……」

　まだ間に合うかもしれないのにと厨房の方を見る未祐に、「いいから座すわって」と螢。

　渋しぶ々しぶ腰こしを下ろした未祐に、螢は嘆たん息そくをひとつして、

「もう、結槻くんてば真ま面じ目めすぎ。せっかく食べたいもの頼たのんだんだから、それでいいじゃない」

「あ、ああ……」

　未祐は曖あい昧まいにうなずいた。別にどうしても食べたかったというわけではない。

　自分はただ考えるのが面めん倒どうで、一番上のメニューにしただけだ。

「っ…………ゴメン」

　未祐は思わず、小さく呟つぶやいていた。

　螢がどう思っているのかは分からないが、未祐にとっては今日のこれはデートだった。

　好きな女の子とふたりきり、初めてのデートだったのに。

　待ち合わせも、一緒に電車に乗るのも、共に並んで歩くのも。全てが楽しいはずだったのに。それこそメニューを決める時だって、それは変わらないはずだったというのに。

　一瞬でもそれを、面倒くさいと思ってしまうだなんて。

　何より、今日は螢に告白するつもりでいたのに。そんな大切なことを忘れてしまうだなんて、自分はどうかしている。

「……結槻くん？」

　気がつけば、心配そうに螢がこちらを見ていた。

「悪い……オレ、ちょっとトイレ」

　未祐はその視線から逃れるように立ち上がった。

　店員に場所を聞いて、店の奥の個室へと入る。

　扉とびらを閉めて、鍵かぎを掛けると、そこはもうひとりだけの空間だ。

　思わず溜ため息いきがこぼれる。

「何やってんだ、オレ……」

　呟くように自問するが、しかしその答えは分かっている。分かりきっている。

　あれからずっとまとまらないでいた思考が、混乱の頂点に達していた。

「…………斗神」

　映画の前に目もく撃げきした、彼かの女じよを想う。分からないことがあるから。

　もしあの時、いっしょに居たのが璃亞の恋こい人びとだというなら、気まずさこそあれ、不自然な行動だとは思わない。だが、だとしたらどうしても理解できないのだ。

　自分に二度もキスをした理由が。

　彼女は孤こ高こうの、荒くれナイチンゲール。ずっとそう思っていた。

　だから、まだ自分をからかっていたという可能性はゼロではなかったのだ。

　だが、恋人がいたのならば話は別だ。キスは途と端たんに裏切りとなる。

　そうなると、彼女の行動の意味が分からない。

　未祐は用は足さずに、手だけ洗ってトイレから出て行った。

　呟く。

「……明日、きちんと確認しないとな」

　たとえそれで、もう後あと戻もどりができなくなったとしても──





　軽い振しん動どうがある。

　未祐と螢に心ここ地ち良よい揺れを与あたえるそれは、ふたりを乗せて帰路を往ゆく電車の快走だ。

　今はすでに陽が沈しずんだ夜。窓から外を見れば、空にはぼんやりと月が浮うかんでいる。

　──結局、未祐は今日のところは告白することを諦あきらめた。

　余計なことに意識を取られた挙句、ニンニクまで食べてしまっては流石さすがにムリだ。

　告白するならば、すっきりとしてから。螢のことだけ考えられるようになってからにしようと決めた。

　乗車すること三十分。最も寄より駅へと戻ってきたころには、すでに午後九時を回っていた。

　決して早いとはいえない時間だ。送っていくと未祐が提案すると、螢は恐きよう縮しゆくしたように首を振ふった。しかし、もう一度未祐が送ると告げると、螢は嬉うれしそうに頷うなずきを返して。

　そして二人はゆっくりと歩き出した。

「…………………………」

「…………………………」

　駅前の喧けん騒そうを通り抜けて、住宅街に差さし掛かると、シンとした静せい寂じやくが満ちていて。

　自然とふたりの会話もなくなった。

　そして──ほどなくして螢の家へと到とう着ちやくする。

　それは初めてのデートの終着点。

「……ありがとね、送ってくれて」

　家を背にして螢がこちらを振り返る。

「今日は付き合ってくれてありがとう。とっても楽しかった」

「いや、お礼を言うのはこっちだ。映画オゴってもらってさ……」

　と、未祐。

「ありがとな。楽しかったよ」

「──本当に？」

　とても静かな声で。

　螢が問いかけてきた。それまでの笑顔から一転、感情を消した表情で。

　それこそ、今日したデートがまるで幻まぼろしであったかのように。

「本当に今日……楽しかったの結槻くん？」

「六堂……」

　正面から見つめられ、未祐は一瞬言葉を失くす。

　途と中ちゆうから上の空でいた、最悪な自分にやはり螢は気づいていたのだ。

　しかし、螢は何も言わない。未祐の言葉を待っている。

　決して嘘は許さない瞳ひとみで。

「…………六堂、オレ」

「──なんてね、冗談だよ。驚いた？」

　とたんに、螢は表情を崩くずして笑えみを浮かべる。

「六堂……」

　未祐は呼びかけたつもりだった。

　でも、それが別れの言葉になった。

「それじゃ、また明日学校でね」

　そう言って、螢はたたっと家の中へと入っていった。

　あとにはひとり、未祐だけが残される。

「…………………………」

　未祐は、しばらく立たち尽つくしていた。

　そして。くっと唇くちびるを噛かむと、踵きびすを返して夜道を歩きはじめる。

　これが、未祐と螢の初めてのデートの結末だった。





　閉じた玄げん関かんの扉を背に、螢は大きく溜息をついた。

　するとリビングから母親がひょこっと顔を出して、

「あら、おかえり」

「うん。ただいま……」

　螢は短く言葉を返し、靴くつを脱ぬいで揃そろえると二階の自室へ階段を昇のぼる。

「ちょっと螢、夕飯は？」

「食べてきたー」

　階下からの呼びかけに応えて、螢は自室の扉を開ける。

　そして、そのまま壁かべ際ぎわのベッドへ向かい身を投げ出した。

　柔やわらかな布ふ団とんとマットレスのスプリングに受け止められ、螢はそのまま「むー」と可愛かわいらしい呻うめき声ごえを上げる。

　やってしまった。最後の最後で台無しだ。

　あんな言い方して、未祐を困らせるつもりなんてなかったのに。

　ごろりと横に転がり天てん井じようを見上げる。

　今日の未祐が上の空だったことには気づいていた。

　そして、その原因が璃亞であることも。

「タイミング悪すぎだよ、斗神さん……」

　虚こ空くうに投げかけたつぶやきは、今日の昼間のできごとに対して。

　あのとき、璃亞がホテル街へ消えてゆくのに気づいていたのは未祐だけではない。

　螢もまた、その事実には気づいていたのだ。

　だからといって、知らないフリ以外に何ができたというのだろう。

　話題に上げれば、どうしても気まずくなる。

　せっかくのデートだったのに、それだけで台無しになってしまう。

　だから螢は気づいていないフリをしたのだ。

　とはいえ、途中からずっと上の空でいられて、不ふ機き嫌げんにならないほど自分はまだ人間ができていない。だから思わず意地悪なことを言ってしまった。

「イヤな子だと思われたかな……」

　はぁ、と螢は再び溜息。

「螢～、お風ふ呂ろ沸わいたわよー」

「……はぁ～い」

　階下からの呼びかけに応えて、螢はのそのそと起き上がる。

　そして、思考を切り替かえた。

　いつまでもクヨクヨしていたって仕方がない。未祐とは明日、学校で何ごともなかったように話せば仲直りはできるはずだ。もうすぐ夏休みだし。きっとまた良い機会がある。

　次は互たがいの家で勉強会とか、邪魔が入らないようにして過ごすことにしよう。

　──それにしても。

「斗神さん……なんであんなことしてたんだろ？」





　週が明ければ再び学校が始まる。

　しかし新しい一週間のはじまりにもかかわらず、空はまるで嵐あらしの前まえ触ぶれかのような暗い曇どん天てん。月曜日でなくても憂ゆう鬱うつになりそうな空の下、未祐はゆっくりと歩いていた。

　いつもなら隣にいるはずの愁一の姿はない。

　昨晩の内に携帯で、今日は用事があるから別々に行こうとメールを送り、了りよう解かいの返事ももらっている。

　だから未祐はひとり歩を進めて向かう。

　そして。学校ではなく、目的の場所へ辿たどり着つくと、タイミングよくエントランスの自動ドアの向こうから目標が姿を現した。目標は未祐の姿を見ると一瞬だけ驚おどろいた顔をして、しかしすぐにいつもの不ふ遜そんな表情を浮かべる。

「朝から出で迎むかえご苦労さま。ようやく下げ僕ぼく犬の自覚が出てきたようね──と言いたいところだけど、いったい何の用かしら？」

「ちょっと確認したいことがあってな」

　と未祐。

　眼前に璃亞を見み据すえて

「──昨日の昼間、どこで何してた？」

「なんでそんなことを言わなければならないの？」

「質問に質問で返すなよ。訊きいているのはオレだ」

　と未祐。

「言えよ。昨日の昼間、どこで何をしていた？」

　有う無むを言わせぬ口調に、璃亞は憮ぶ然ぜんとしながら、

「ずっと家にいたわよ……それが何？」

　と言った。

　驚くほどあっさりと、璃亞は嘘を吐ついたのだ。

　未祐はスッと眼を細める。

「いつから、お前の家はラブホテルになったんだ？」

「何のこと……？」

「いたんだよあの時、オレも隣となり町まちに。そして、お前が男とラブホテルに入るところを見た」

「………………そう」

　璃亞は観念したように、ゆっくりと大きな溜息を吐いて、

「わかった、認めるわ。でも休みの日よ、どこで誰だれと何をしようが私の自由でしょ」

　言ってくる。

「アンタが──六堂とデートしようと自由なようにね」

「好きなのかよ、あの男のことが」

「当然でしょ？」

「だったら──だったら何でオレにキスなんかしたんだよ！」

　だから未祐は叫さけんだ。

　苛いら立だたしげに璃亞を見つめる。

　しかし璃亞はその視線を受け流す。

「言ったでしょ。アンタが油断して私を舐なめたようなことを言うから、ちょっと懲こらしめて──」

「──あの時もかよ」

　怒いかりに声を震わせて。未祐は決定的な一言を告げる。

　互いにもう後戻りできなくなる言葉を。

　言う。

「春にベッドで寝てたオレにキスしたときも、そうだったのかって訊いてるんだよ！」

「────っ!?」

　今度こそ璃亞は動どう揺ようし、カッと顔を赤くした。

「な、何を……」

　そして、必死に言い訳しようとするのを遮さえぎって、

「何なんだよ、お前……」

　解わからない。璃亞のことが解らなかった。

　未祐は感じているもどかしさを吐き出すように、

「俺とキスした口で、他ほかの男とホテル行ってキスして。そうやって相手の男を裏切って、今も平然と俺に嘘うそ吐ついて。平然とそいつが好きだって言って……そんな薄うす汚ぎたない口で、今まで第二保健室で悩み相談に乗ってたっていうのかよ！」

「結槻……」

　未祐の剣けん幕まくに、璃亞は真っ青な顔になって言葉を失くす。

「……何か言うことはないのかよ」

　と未祐。

　何か理由があるのだと信じている。

　それを言って欲ほしいのに。

「………………」

　しかし璃亞は無言のまま、そっと俯うつむき、顔を逸らした。

　

　

　──言えるわけがない。

　璃亞は俯いて唇を噛んだ。

　あとは沈ちん黙もくするだけ。それを自分の意思の回答とする。

　そして、永遠にも似た静寂の果てに、

「……そうか」

　璃亞は未祐のつぶやきを聞いた。

　ゾッとするほど冷たい声に、璃亞は思わず顔を上げて、

「────」

　そして言葉を失くした。

　こちらに背中を向けようとしていた未祐、その表情を一瞬だけ垣かい間ま見みる。

　それは、これまでに見たことのないような表情だった。

　普段のときはもちろん、覚かく醒せい時にもこんな表情を見せることはなかった。

　螢が倒たおれたときに誤解された軽けい蔑べつの表情ともちがう。

　まるで別人のような表情。

　そんな未祐の表情から読み取れた感情は、哀かなしみにも似た『諦め』。

　それは、結槻未祐が斗神璃亞を見限ったということだ。

　二人の間の関係が切れた音を、璃亞は聞いた気がした。

　──いけない！

　愕がく然ぜんとなった璃亞は、とっさに去ろうとする未祐を呼び止めようとして、

「結……っ……」

　しかし言葉がない。

　未祐に対して、何も言えることがないのだ。

　待って……そう言おうと声を振り絞るのに。

　言葉にできない。

　未祐が去ってゆく。どんどん背中が小さくなる。

　璃亞はただ、立ちつくしてそれを見続けることしかできなかった。





　学校に着くと、廊ろう下かに人だかりができていた。

　その喧騒すら鬱うつ陶とうしく感じられて、未祐は避けるように通りすぎようとして、

「──結槻くん！」

　しかし呼び止められ振り返る。

　人の輪の中に、螢がいた。

「六堂……」

　昨日の最悪な自分をどう謝あやまったものか、未祐が言葉を探していると、

「愁……弘川も……」

　否、愁一や弘川だけではなかった。

　人だかりの中には、他のクラスメイトたちの姿もある。

「どうしたんだよ、一体……」

　彼かれらが発する雰ふん囲い気きは、いずれも困こん惑わくだ。

　未祐は掲けい示じ板ばんの前でたむろする仲間の視線の先を見て──その思考が凍こおりついた。

　掲示板には一枚の写真が貼はってあったのだ。

　それは一組の男女を写したもので、そして──場所はラブホテル。

　写真はまさに、男女が建物の中へと入ろうとしている瞬しゆん間かんを切り取っていた。

　アングルとタイミングの問題か、男の顔は見えない。

　だが、もうひとりの顔はしっかりと写っていて。だからそれで充じゆう分ぶんだった。

　そして。

「────」

　そのとき、不意に人だかりがざわめいた。

　未祐はゆっくりと背後を振り返り、そして見る。

　そこにひとりの少女が立っていた。

　暗い瞳で掲示板を見上げ、写真の中にいる自分自身と対たい峙じして。

　斗神璃亞がそこにいた。





　そしてその日。生徒指導室へ連れて行かれた璃亞が、教室に姿を現すことはなかった。

　事情を訊いた担任の壱いち村むらに対して、璃亞は一切いつさいの発言を拒きよ否ひし、黙もく秘ひを貫つらぬいたのだ。

　壱村が味方になることは不可能となり、一週間の自宅謹きん慎しんの処分が璃亞へと下された。

　そして、璃亞を買っている理事が海外出張中であることが災わざわいした形で、その間の保健部の活動停止処分も決定する。

　あれほど生徒から慕したわれていた荒あらくれナイチンゲールが。

　あれほど生徒の拠よりどころとなっていた第二保健室が。

　たった一日で、たった一枚の写真で、あっという間に崩れ去さったのだった。





　帰りのＨＲの終わりを告げるチャイムが鳴った。

　璃亞の処分を壱村から聞かされた、生徒たちの表情は暗い。

　重い腰こしを上げて頭を下げれば、それが無言のさよならだ。

　あとはただ、それぞれが重い足取りで教室をあとにしていく。

　そんな人の流れに逆らうように、愁一は窓際の方へと足を向けた。

　自分の席に立ったまま、俯いて表情を見せない幼馴染に声をかける。

「──未祐」

「…………悪い」

　しかし、未祐はそう短くつぶやくと、愁一の脇わきを通り抜けて教室を出て行った。

　愁一は後を追うか思案し、今はそっとしておくべきと判断。黙って未祐の背中を見送る。

　そして未祐と入れ代わりに、弘川がこちらに歩み寄ってきた。

「やっぱり、相当ショックだったみてえだな……」

　重苦しさを含ふくんだ、つぶやくような口調。弘川もまた、弘川なりに思うところがあるのだろう。いつもの明るい雰囲気はそこにはない。

「……大変なことになっちまったな」

「ああ……」



    

  
    
      　うなずきながら、しかし愁一は弘川が言っているのとは別のことを考えていた。

　それは昨日の夜にもらった、未祐からの一本のメール。

『用事があるから、明日は別々に学校に行こう』

　久しぶりのケンカをしたばかりだし。変に尾おを引くようなことにはならなかったと思ったが、気まずさが全くないかといえば嘘うそになる。だから、そのときはあまり深く考えなかった。しかし、草くさ薙なぎ学園に入って、体調不良で未祐が休んだ日以外には、自分たちが別々に登校したことはない。今回が初めてのケースだ。

　そしてその日に、璃亞に問題が浮ふ上じようした。これを偶ぐう然ぜんと考えるほど自分は呑気のん　きではない。

　だから愁一は考える。未祐は、今回の事態をあらかじめ知っていたのではないかと。

　未祐が言っていた用事とは璃亞絡がらみで、あるいは登校前に璃亞の家に寄っていたのではないかと。

　だとしたら、未祐はいつ今回の件を知った？　愁一は廊下の掲示板に貼られていた璃亞の写真を思い出す。昼間、さらに私服。おそらくはこの土、日に撮とられた写真だろう。そして、未祐は何らかの形で現場を目撃したか、あるいはあそこに繋つながるものを見た。

　──たとえば、男と一緒に歩いているところとか。

「いや……」

　待て、と愁一はさらに思案。男と一緒に歩いていたのを見たくらいで、わざわざ朝に会いに行くようなまねをするだろうか。となると、やはり現場を見ていた可能性が高い。

「久瀬くん……」

　そこへ螢がやって来た。

　いつもの明るい笑顔が嘘のように曇くもった表情。それはそうだろう。この手の話は女子の方がショックは大きい。それが璃亞と仲が良くて、ましてや先せん輩ぱいのように慕っている螢であればなおさらだ。

　──だが、

「……なにか知ってるのか？」

　愁一は螢に訊たずねていた。彼女の表情の中に、困惑とは別の迷いを見たからだ。

「………………っ」

　問われた螢は逡しゆん巡じゆんを見せた。明らかに、話すべきかどうかを悩なやんでいる。

「六堂。話すべきかどうか迷っているなら、話してくれていい。俺や弘川は無む闇やみに口外するようなことはしないし、それを知ることで何かできるかもしれない。それに、六堂がひとりで抱かかえこむ必要もないんだ。だから、教えてくれ」

　いったい何があったのか。

「………………わかった」

　螢は一度眼めをつぶる。自分の心を落ち着かせるように。自分の心を決めるように。

「──昨日、結槻くんと隣町まで映画を見に行ったの」

　そして──螢は全すべてを話してくれた。

　街で未祐と歩いているときに、璃亞を見かけたこと。写真の男と一緒だったこと。

　そして、ふたりでラブホテルへ入っていったのをたまたま目撃してしまったこと。

「……でも、結槻くんが何も言わなかったから、あたしも気づかない振りしたの。今の斗神さんだよね……なんて話して、結槻くんと気まずくなりたくなかったし。わざわざそんなこと言うべきじゃないと思ったから」

「そうか……」

　やはり未祐は見ていたのだ。

　だが、螢から状況を聞けたことで、それよりも大きな収しゆう穫かくが得られた。

　だから愁一は、その可能性の確証を探さぐる。

「……なあ、六堂。今朝のあの写真のこと覚えてるか？」

「それは、まあ……何となくは」

「──アングルはどうだった？」

　未祐と螢は、璃亞がホテルに入る瞬間を見ている。そして、写真もまたその瞬間を捉とらえている。どちらも横からだ。

　──ならば、あの写真はどうやって撮さつ影えいされた？

「そういえば……」

　螢は思い出したかのように、

「逆……だよ。うん、間ま違ちがいない。あたしや結槻くんが見たのとは逆から撮ってる」

「だとしたら──タイミングが良すぎるとは思わないか？」

「どういうことだ？」

「あ……」

　不思議そうにしている弘川の隣で、螢はハッと気づいたように片手を口に当てた。

　あのとき。未祐と螢は、璃亞たちの少し後ろを歩いていた。まずは璃亞たちが路地へ入る角を曲がり、続いて未祐と螢が路地の前を通った。そして、璃亞たちがホテルに入るところを目撃したのだ。もし、写真を撮った人間が未祐や螢のように璃亞に気づいて撮影したのだとしたら、アングルは路地の入口側からでなければおかしいのだ。

　しかし写真は逆からのアングルで撮られている。撮影した人間が、偶然向こう側から歩いてきていた？　だとしたら、互いに向き合う形になる。写真を撮ろうとすれば、撮られる側も気づくだろう。だが、この写真はまったく被ひ写しや体たいに気づかれずに撮られている。おそらく、隠かくれて撮影されたものなのだろう。週刊誌のカメラマンなどは、芸能人のスキャンダルを押おさえるためにラブホテルの近くに張り込むのも仕事だ。フリーのカメラマンの中には、雑誌に売り込むため一週間も車の中で過ごす者もいるという。しかし、ただの女子高生がラブホテルに入る瞬間を写したところで、買ってくれる出版社はない。いかに璃亞の外見が、日本人離ばなれしているとはいえだ。

　うーん、と螢は眉まゆ根ねを寄せて、

「それなら、可能性があるとすれば……脅きよう迫はくとか？」

「学校や親にバラされたくなかったら、言うことを聞けって？　だったら、そもそも掲示板に貼るようなまねはしないだろ」

　と、愁一。

「多分、相手は停学なり退学なり、斗神さんを陥おとしいれるのが目的だよ。そのためにあの写真は撮影されたんだ。おそらく入念な下準備をして、な」

「そんな……」

「ったく、なんだかキナ臭くさい感じだな……」

　愁一はガリガリと頭をかきながら、

「職員室に行こう。壱村に、今朝の写真のコピーをもらえないか頼みに。俺の予想じゃ、相手は斗神さんに個人的な恨うらみを抱いだいているヤツだ。その辺の事情は斗神さんの元クラスメイトだった、二年生の先輩が知ってるだろうしな」

「どうしてそう言い切れるんだ？」

　と、弘川。

「それこそ、斗神の学校外でのトラブルの可能性だって──」

「いや、少なくともあの写真を掲示板に貼ったのはウチの学校の関係者だ。昼休みに聞いて回ったんだが、ウチのクラスで朝一番に登校したヤツが教室に入ったときには、まだ写真はなかったらしい。あれはおそらく、登校時間の混雑のどさくさで貼られたんだ」

　そして朝は正門前と玄げん関かん前まえには生徒指導の教師が立っている。

　不ふ審しん者しやが侵しん入にゆうする隙すきはない。

「となると、貼ったヤツは十中八九生徒だな。先生がＨＲ前にそんな真似してたら絶対に目立つ」

「じゃあ、学校内に犯人がいるの？」

　弘川の推理に、信じられないと表情を強こわ張ばらせる螢に、

「いや、そうとは限らない」

　と、愁一。

「朝の登校時はほとんどラッシュみたいなもんだからな。制服を着ていれば紛まぎれこめる。卒業生、転校して行った生徒。そして──退学になったヤツだって制服は持っている」

「久瀬くん……それって」

「そろそろきちんと知らなくちゃいけないのかもしれないな、俺たちは」

　教室の扉を開け放ち、愁一は言う。

「斗神さんがなぜ留年しなければならなかったのか──かつて彼女と保健部に何があったのかを」





　放課後すぐに帰宅した未祐は、夜になってから家を出た。

　向かう先はコンビニだ。

　何も考えたくなくても、何もしたくなくても、人間腹は空くもので。

　仕方なく、気分転てん換かんも兼かねて弁当を買いに行った。

「────」

　そしてその帰り道。未祐は今、家とは逆方向の道を歩いている。

　それは今朝、登校する前に通ったのと同じコース。璃亞のマンションへと至る道だ。

　本当は、もっと早くに行くつもりだった。それこそ、学校帰りに彼女の家を訪おとずれようと思っていたのだ。しかし今朝、あれだけのケンカを繰くり広ひろげたあとだけに、どう顔を合わせれば良いのか解らなかった。何より、そのケンカの原因となった行こう為いで彼女が自宅謹慎になっている以上、なおさらどんな話をすればいいのか見当もつかなくて。だから、そのまま家に帰って、ぼんやりと無む為いに時間を過ごしていた。

　──でも、やっぱりこのままじゃいけない。

　そう意を決して、だからこそ今、未祐は前に歩を進めている。

　そして。璃亞のマンションがある通りにさしかかり、マンションの敷しき地ちの入口まであと数十ｍのところまで来たときだった。

「あれは……」

　未祐はふと、見覚えのある姿を発見した。

　背の高いその男性は、昨日璃亞と一緒に歩いていた人物だ。彼はゆったりとした足取りで、マンションのエントランスへと入ってゆく。

　おそらく、璃亞に会いにきたのだろう。

　こんな時間に。あんなことがあったせいで璃亞は謹慎になったというのに、こんな時まで。未祐は足を止めて唇を噛んだ。

「………………」

　いや、こんな時だからなのだろうか。謹慎処分になってショックを受けて、ひとりで心細い想おもいをしている時だからこそ、支えは必要だ。だとしたら、それはたしかに恋人の役目なのだろう。彼が自発的にここを訪れたのか、璃亞が彼を呼んだのかは知らないが。こんなことになった以上、これからどうするべきかふたりで相談するのは、悪いことではない。

　未祐はゆっくりと踵を返した。そして歩き出す。

　帰ろう。今の自分はただのお節せつ介かいで、お邪じや魔ま虫だ。璃亞の力になるべきなのは彼だ。自分じゃない。自分は璃亞の謹慎が明けた時に、何か言葉をかけてやればそれでいい。

「────」

　未祐はふと足を止め、璃亞のマンションを仰あおぎ見みた。

　二十四階の部屋に灯ともっている、リビングの明かりを見て思う。

　あそこに、あの場所に璃亞がいる。

　彼女は今、何を想い、何をしているのだろうか。





　そうして三十分をかけて未祐が自分のアパートまで戻もどってくると、部屋の前に立つ人ひと影かげがあった。愁一だ。

「愁……」

「やっと戻ってきたか……どこ行ってたんだよ未祐さん。携けい帯たいも持たないで」

　どこか苛いら立だちを含んだ愁一の言葉に、未祐は困惑しながら、

「いや、ちょっとコンビニまで……」

　すぐに戻るつもりだったから、携帯は持たなかった。途中で璃亞の家に行こうと思いついたのは予定外のことだ。

「まあいい、時間がもったいねえ。出かけるぞ、携帯と自転車のカギ取ってこい。あと、念のためサンダルはやめて、スニーカーに履はき替えてくれ」

「出かけるって……こんな時間にどこに」

「いいから！」

「わ、わかったよ……」

　追い立てられるようにして、未祐は部屋の中へ。

　言われたとおり携帯をポケットに入れ、自転車の鍵かぎを持って玄関へ。そして言われたとおりにするため、靴くつ下したを履いてスニーカーに足を入れる。

　素す直なおに従ったのは、珍めずらしかったからだ。今の愁一にはどこか余よ裕ゆうがない。どんなときでも、どこか飄ひよう々ひようとしている愁一が、明らかに焦あせっている。

　玄関を出ると、愁一はすでに自分の自転車に跨またがっていた。未祐は玄関の鍵を閉めると、停とめてある自転車へ。それを見た愁一が、

「よし、行くぞ」

「いや、だからどこにだよ」

「斗神さんの家だ。お前、知ってるだろ？」

「そりゃ、まあ知ってはいるけどさ……」

　知っているどころか、ついさっきまで行っていた。正確には、敷地の入口までだが。

「でも、なんで斗神の家に行くんだよ？　なんか用でもあるのか？」

「時間がないんだ。走りながら話すよ」

　そう言って愁一は自転車を漕こぎ出だした。仕方なく未祐もあとに続いて走り出す。

　愁一のスピードは全開に近い。かろうじて未祐が追い付いて隣となりに並んだところで、愁一が前を向いたまま口を開いた。

「今朝の斗神さんの写真があったろ」

「……ああ」

　やはりその話題か。今はまだ話をしたくない内容に、未祐の口調は自然と重くなる。

　ところが、次の愁一の言葉が未祐のそんな考えを吹ふき飛とばした。

「あの写真に斗神さんと写っていたヤツな、去年退学になったウチの元サッカー部員だ」

「────何だって？」

「阿あ藤とうってヤツらしい。壱村にあの写真をコピーしてもらって、斗神さんの元クラスメイトの二年生に確かく認にんした。顔は見えないが間違いないそうだ」

「まさか……」

　以前未祐は、璃亞がどうして留年したかを鳥とり海うみに訊ね、教えてもらった。全てを詳しよ細うさいにというわけではないが、そのことにサッカー部が関かかわっており、その結果璃亞は無期停学となり、そしてサッカー部は廃はい部ぶになったと。

　愁一は続ける。

「そいつ、先月に少年院を出所したばかりらしくてな、今はまだ保護観察中の身らしい。だから、壱村に担当の保護司と連れん絡らくを取ってもらったんだが、昨日ラブホテルで倒れて救急車で運ばれて、そのまま入院したそうだ……」

「入院って……まさか斗神が？」

「おそらく、だけどな……最初からそういうつもりだったんだろう。そうでもない限り、斗神さんが因いん縁ねんのある相手とそんな場所に行く理由がない」

「アイツ……」

　未祐は唇を噛んだ。

　──そんなこと、自分にはひと言も言わないで。

　いや、と未祐は心の中で首を振った。璃亞の留年に関わる話はある種のタブーだ。璃亞や鳥海ら、当時を知る人間が口を閉ざすほどの。きっと、自分には言えない理由があったのだろう。

　そして彼女が、彼らを許せない理由も。

　おそらく、頻ひん繁ぱんにかかってきていた電話も無関係ではないはずだ。

「あれ、でも……」

　そこで未祐の頭に疑問が浮かんだ。

　だがそれを口にするより先に、愁一がその答えを告げる。

「──ところが、ついさっき保護司から連絡を受けた壱村が電話をくれたんだ。そいつが病院から姿を消したって」

「まさか……」

　だから未祐は言葉をなくす。

　だとしたら、ついさきほど自分が目にしたものは……。

「おそらく、あの写真を掲示板に貼ったのもコイツと同じ元サッカー部員のヤツだろう。そいつらならウチの制服を持っているし、怪あやしまれずに校内にも入れる」

　言う。

「斗神さんは狙ねらわれていたんだよ、未祐」

「……………………」

　それっきり、未祐は沈黙したままになった。

　その様子を不思議に思ったのか、愁一が訊いてくる。

「……どうした？」

「見たんだ、オレ……」

　うめくようにつぶやく。

「さっきそいつが、斗神のマンションに入っていくところを──」

　心臓がつぶれそうなほどの苦しさは、焦しよ燥うそうだ。

　なんてことだろう、と未祐は内心臍ほぞを噬かむ。

　道の先に見える、そびえ立つ璃亞の高層マンションは、まだあんなに遠いというのに。





　マンションのリビングで、璃亞と対峙している者がいた。

　草薙学園の制服に身を包つつんだ、その青年は鳥海だ。

　ガラス製のテーブルを挟はさんで、向き合うふたりの間に流れる空気は重い。

　それは息苦しいほどの沈黙によるもの。

　その沈黙を破って、鳥海は口を開いた。

「……どうしてこんな真似をした？」

「……………………」

　問われた璃亞は無言を返した。

　鳥海と視線を合わせることなく、黙だまって窓の外を眺ながめている。

　すると鳥海は例の写真をテーブルの上に置いて、

「君と一緒いつしよに写っている男、これは阿藤だ。だが、どうして君と彼が一緒に写っている？」

　彼と璃亞の間には因縁がある。あるいは互いを憎にくんですらいるだろう。

　だから、璃亞から阿藤と接点を持つとは思えない。今回の件は、間違いなく阿藤からコンタクトがあったはず。だが阿藤は、あの事件で少年院に送そう致ちされていた。もしそんな彼が積極的に彼女と接点を持とうとするなら、それは復ふく讐しゆうの可能性が高い。

　だが、そんなことは璃亞だって解っていたはずだ。

　なのに、彼女は阿藤のところへ行った。それが鳥海には解らなかった。

　あの事件はまだ、終わっていないということなのか？

「阿藤は昨日から入院しているらしいな？　君が関係しているんじゃないのか？」

「……………………」

　しかし、やはり璃亞は沈黙するのみ。

　ところが、不意に彼かの女じよが視線を外から室内へと戻した。インターホンが鳴ったのだ。

　来客の報しらせに、璃亞はゆっくりとソファから腰を上げ玄げん関かんへ向かった。

「やれやれ……」

　鳥海は璃亞から出されたアイスティーを口にした。

　口の中に広がった紅茶の味は、かつての保健委員時代、璃亞が淹いれたものと同じまま。

　それは璃亞もまた、あのころと同じままだということなのだろうか。

「……変わらないな」

　温かく優やさしい味で喉のどを潤うるおしながら、鳥海は小さくつぶやいていた。





　マンションへ到着した未祐と愁一は、駆かけこむようにエントランスへ。

　認にん証しようを必要とする自動ドアを前にして、急ぎ璃亞の部屋を呼び出す。

　インターホンの電子音が鳴る。しかし、どれだけ待っても返ってくるのは沈黙だ。

「くそ……っ」

　未祐は携帯を取り出して璃亞にコール。

　だが、繋がらない。そのまま留守番サービスへと転送されてしまう。

　電源を入れていないか、電波が届かない所にいるか。

　それとも──

「仕方ない、正せい攻こう法ほうは止めだ」

　そう言って、愁一が住人を呼び出すためのインターホンの前に立った。

　そして、まったく関係のない１００１号室を呼び出す。

『──はい？』

　相手が出た。

　愁一はコホンと小さく喉をならし、横にある郵便ＢＯＸを眺めながら、

「あー、すみません。２５０１号室の者なんですが、ちょっと慌あわてていて内カギしちゃいまして。開けてもらっていいですか？」

　そう言って、愁一がニッと笑ってこちらを見た。

　１００１号室と２５０１号室は、一番下と一番上。

　そして２５０１号室の郵便ＢＯＸは、インターホンからもっとも近い位置にあった。

　その悪わる知ぢ恵えに未祐が苦く笑しようを返す。

　だが、ふたりにとって予想外の反応がスピーカーの向こうからきた。

『えっ、またですか？　まったく、気をつけてくださいよ』

　そして、ガコンと音を立てて自動ドアが開く。

　ふたりは硬かたい表情で、ドアの向こうへ足を踏ふみ入いれた。

　エレベーターに乗り込み、二十四階を押すとすぐに扉とびらが閉まって上じよう昇しようがはじまる。

「……どう思う？」

　訊ねる未祐に、愁一は厳しい表情で。

「俺おれ達たちが来る前に、本当にあの部屋の人間が内鍵をしたか」

　それとも。

「少し前に何者かが中に入ったんだ。偶然に、俺達とまったく同じ方法を使って──」





　到着した二十四階、辿たどりついた玄関の扉の前で、未祐はインターホンを鳴らした。

　しかし、エントランスと同じで何度押おしても応答がない。

「斗神！　いないのか斗神！」

　拳こぶしを叩たたきつけるように、扉をノックする。何度も、何度も、叩き続ける。

　これだけしても出てこないのだ。璃亞は留守だと、どこかに出かけているだけだと考えたくなる。だが、つながらない携帯、そして阿藤を見かけた事実を考えれば、それは余りにも希望的な観測だ。

　そして、駄だ目めもとで握にぎったノブがガチャリと音を立てて回った。

　鍵が──開いている。

「────」

「────」

　未祐と愁一は顔を見合わせ、頷うなずき合うと、扉を開け放ち室内へと上がりこんだ。

　暗い玄関を抜ぬけて、明かりがついているリビングへと足を踏み入れる。

　そして言葉を失った。

「何だよこれ……」

　呆ぼう然ぜんとつぶやく未祐の眼めの前に広がっていたのは、グチャグチャに荒あらされたリビングだ。ひっくり返ったソファ。ヒビの入ったガラスのテーブル。床ゆかで割れて破は片へんと氷とが撒まき散ちらされたグラス。

「────っ」

　未祐は弾はじかれたように璃亞の部屋へ。しかし、いない。暗い室内の空気は、夏だというのにどこか冷たく、短くない時間を主が不在にしているのを感じさせた。

　そして、床に璃亞の携帯が破は壊かいされ、無残な姿で散らばっているのを発見する。

　未祐はそれに手を伸のばそうとして、

『──未祐！』

　背後からの愁一が呼びかけに手を止め、踵きびすを返した。

未祐は慌ててリビングへ戻り、しかしそこに愁一の姿はない。

「どこだ、愁！」

「……こっちだ」

　すると、玄関の方から愁一が姿を現した。

　そしてもうひとり、愁一に肩かたを借りる形でいたのは、

「──鳥海さん!?」

「……結槻……くん」

　辛つらそうに、どこかぐったりとした様子で鳥海が言った。

「すまない……斗神が連れて行かれた」

　愁一の助けを借りてソファに座すわらせてもらい、そして鳥海は事情を話しはじめた。

　今から一時間ほど前、学校でのことを話すために璃亞の部屋を訪れたこと。しかし、彼が何を言っても、璃亞は学校のときと同じで無言を貫いたこと。そうこうしていると、インターホンが鳴り、璃亞が応対に出たこと。

「──そして、それが阿藤だったんだ」

　苦い表情で鳥海。

「スタンガンで斗神を気絶させ、ナイフで彼女を人ひと質じちに取られてしまったんだ。私も抵てい抗こうはできなかったよ……。スタンガンで身体の自由を奪うばわれ、猿さるぐつわをされて浴室のバスタブに寝ねかされていた」

「そんな……」

　絶望を含んだ声で立たち尽つくす未祐の肩に、愁一は手を置いて、

「鳥海さん、その阿藤ってヤツは何か言っていませんでしたか？　何でも良い、何か手がかりになりそうなことは？」

「いや……すまない、浴室へ運ばれているときに何か言っていたような気もするが──そのときはスタンガンの衝しよう撃げきでひどく耳鳴りがしていて、聞き取ることができなかった……」

「──だったら！」

　俯うつむきかけた鳥海を、未祐の強い語気が叱しつ咤たした。

　顔を上げさせて問う。

「だったら教えてください。そもそものはじまりを。どうして斗神が、阿藤って人に恨まれるようになったのか。去年、いったい斗神とその人の間に何があったのかを」

　最も早はやなりふりなど構っていられない。

　現在に手がかりがないとしたら。

　あとはもう──過去を探るしかないのだから。





　かつて草薙学園サッカー部は都大会ベスト４常連の強きよう豪ごうで、そして阿藤はサッカー部のエースだった。女子生徒からの人気も非常に高く、公式試合どころか練習試合にもよくファンの女子が応おう援えんにかけつけていたのだという。

　そして去年の夏、ひとりの少女が阿藤に恋こいをした。しかし、恋に奥おく手てな彼女は他の女子のように、試合に応援に行って声せい援えんを上げたり、積極的に近づいたりなどはできず、陰かげで阿藤のことを想うことしかできないでいた。

　そんな彼女が頼たよったのが、保健部──斗神璃亞だった。璃亞に親身になって相談に乗ってもらい、それを繰り返かえすことで徐じよ々じよに恋に前向きになっていった彼女は、ついに阿藤に想いを伝えたのだという。精せい一いつ杯ぱいの告白。すると、何と色よい返事をもらうことができ、ふたりは付き合いはじめたのだという。

　──しかし、それが悲劇の幕開けだった。

　優すぐれた運動神経やスポーツの技術を持っている者が、必ずしも人間的に優れているとは限らない。初デートの日、阿藤とカラオケに行った彼女は、そこでひどい乱暴をされた。それも阿藤だけでなく、彼の友人であるサッカー部の他の男子生徒たちも加わって。後に阿藤は、初めからそうするつもりで少女と「付き合ってやった」のだと話したという。

　そして。その日の夜に少女は自宅で睡すい眠みん薬やくを飲み、手首を切った。

　璃亞に連絡が来たのは、それから五日後。少女が意識を取とり戻し、容態が安定してからだった。病院に駆けつけた璃亞は、両親にも、医者にも、誰にも言えなかった胸の苦しみを、彼女から打ち明けられる。

　璃亞の怒いかりは凄すさまじかった。少女の嘆たん願がんもあって、乱暴事件が表おもて沙ざ汰たにならないように警察に通報はしなかったが、とてもじゃないが阿藤たちを許すことはできなかった。

　そして璃亞は報復をはじめる。阿藤を始めとする暴行に関わったメンバー全員を、ひとりずつ病院送りにしたのだ。原因が原因だけに、阿藤たちも下手なことを言うことはできず、口をつぐんでいた。

　しかし、病院送りにされた阿藤たちに事情を聞きにきた刑けい事じが、下手に優ゆう秀しゆうすぎたことで事態は思わぬ方向へと動き出す。怨えん恨こんの線を睨にらんだ刑事は、阿藤に恨みを持つ者を探したのだ。そして、その結果阿藤らがこれまで少女複数人に暴行を行っていたことが判明。

　その結果、阿藤ら主犯メンバーは退学処分となり、少年院へと送致されることとなった。

　そしてサッカー部の廃部が決定したころ、その陰でひっそりとひとりの少女が転校していったのだという。

　当然、阿藤らに暴行を加えた璃亞にも処分が下る。幸いにも、璃亞のことを気に入っている草薙学園の理事が、警察上層部に対して顔が利きいた。そうした働きかけと、情状を酌しやく量りようするには充じゆう分ぶんすぎるほどの余地があったため、璃亞に刑事的な責任が問われることはなかった。しかし、それでも無罪放ほう免めんというわけにもいかず、璃亞には無期停学が言いい渡わたされたのである。





「──あとは君たちも知ってのとおりだ」

　留年した璃亞は、再び保健部の活動を再開。入学式の日に未祐と出会い、交流を深め、未祐が保健部の新たなメンバーとなり、そして現在に至る。

「阿藤が少年院から出てきていたことは、私も今日知った。だが、おそらく斗神はもっと前から知っていたのだろう。あるいは、阿藤の方から何らかのコンタクトがあったのかもしれないな……」

　と鳥海。

「そして、何らかの経けい緯いの果てにふたりはホテルへ行くことになり、そしてそこで阿藤はふたたび病院送りにされたのだろう」

「復讐しようとして、逆に返り討うちにあったってわけだ」

「でも、それで話は終わらなかった……」

　病院送りにされて、少年院送りにされて、さらにまた病院送りにされても。

　それでも阿藤は諦あきらめていなかった。

　復讐の復讐。報復の報復を。

「───くそぉっ！」

　未祐は壁かべに拳を叩きつける。

　自分が気づけていれば。もっと璃亞のことを信じることができていれば。

　こんな事態は防げたかもしれない。

　璃亞がどんな人間かなんて、誰よりも自分が一番解っていたはずなのに。

　現在の自分が過去の自分を責める。その行為の名は後こう悔かいだ。

　その反省を無む駄だにしないために。それを未来の糧かてとするためにも、

「待っていろ……」

　絶対に見つけ出してみせる。そして、必ず無事に助け出す。

「──しかし、ひとつだけどうしても解わからないことがある」

　ポツリと、つぶやくように鳥海は言った。

「なぜ斗神は、ひとりで阿藤と会うような真ま似ねをしたのだろうか。恨まれていることも、危険なことも充分承知していただろうに……」

「そんなの……決まっているじゃないですか」

　怒りに声を震ふるわせながら、未祐は告げる。

　璃亞がどうして、ひとりで危険な橋を渡るような真似をしたのかなんて。

　そんなことは考えるまでもない。なんて遅おそすぎる確信。

　たったひとりで戦っていた、璃亞の心を想いながら口にする。

　それはきっと真実。

「きっと──第二保健室を人質に取られたんだ」





　未祐の推測は当たっていた。璃亞にコンタクトを取ってきた阿藤は、確かに第二保健室を人質に取っていた。

　しかし、それだけではなかった。

　第二保健室を人質に取られただけでは、璃亞は動かなかったのだ。

　ところが、阿藤は従わなければ、第二保健室を襲おそうだけでなく、未祐・愁一・螢ら主だった璃亞と仲の良い友人を襲い、さらには璃亞を頼って第二保健室を訪れた生徒の個人情報をばら撒くと脅迫してきた。璃亞の隙をついて、どんなに警けい戒かいしていようと必ずやってやる、と。それが嫌いやならひとりで来い。人を癒いやす保健部をやっているんだ、どうせなら被ひ害がい者しやの気持ちも知っておいた方が、さぞ同情もしやすくて良いだろうと。そうヌケヌケと言い放ったのである。

　それが璃亞の逆げき鱗りんに触ふれた。あれだけの事件を起こしておいて、まるで反省の色が見えない阿藤を許せなかったのだ。そして、璃亞のその後の行動は早かった。

　阿藤の呼び出しに従うと、彼に誘さそわれるままにホテルへと入った。

　そして、璃亞はシャワーを浴びた阿藤に、バスタオルの下から直接股こ間かんへスタンガンを押し付つけたのだ。それから悶もん絶ぜつする彼を冷れい酷こくに見下ろしながら、その無様な姿を携帯の写メに収めると、写真をばら撒かれたくなかったらこのことは他言無用にし、そして二度と自分たちに関わるなと告げ、救急車を呼んで逃にげた。

　それが、あの日曜に起きた出来事の全て。しかし、璃亞にも誤算はあった。

　ホテルに入る瞬しゆ間んかんを写真に撮とられていたこと。そして、まさか阿藤がここまでやって来るとは思っていなかったこと。よもや自分と同じか、それ以上の覚かく悟ごをもって動いているとまでは、考えが及およばなかったのだ。





　──どうすれば良かったんだろう。

　閉ざされた暗くら闇やみの中に意識を浮うかべながら、璃亞は自問を繰り返していた。

　今朝マンションの前で、最後に見せた未祐の表情が忘れられない。自じ業ごう自じ得とくであることは理解している。好きな人を偽いつわったのは、彼に嘘をついていたのは、自分自身なのだから。

　でも、真実を話すわけにはいかなかった。傷ついた『彼女』の名めい誉よを貶おとしめるような真似は、自分の信念が許さない。それに話せば絶対に巻きこんでしまう。自分と同じくらいに、時には自分以上に他人の苦しみに敏びん感かんな彼は優しすぎるから。事情を知れば、おそらく積極的に今回の件に関わろうとしただろう。だが、それだけは嫌だった。

　阿藤と、阿藤の仲間たちの狙いは自分。そして、彼らを許せないのもまた自分だ。そんな自分勝手な、ある種の私し怨えんともいうべき感情に付き合わせて、未祐を危険にさらしてしまうことだけはしたくなかった。だから彼の知らないところで、自分ひとりで決着をつけようと決めたのだ。

　──なのに、あんな最悪な誤解をされてしまうなんて。

　これまで未祐への気持ちを我が慢まんしていたことが、完全に裏目に出てしまった。

　自分と未祐の関係は、あの第二保健室でのキスの真相について、彼が気づいていないことが前提に成り立っていたものだ。キスの相手は解らない。だからこそ、自分は彼の傍そばにいることができた。別に好意は抱いていないと、そう偽りの自分を演じながら。

　それでも、密ひそかに心の中で賭かけていたことがある。

　もしも──未祐が真相に辿り着ついたら。そのとき未祐が、螢かもしくは別の女子と付き合っていたならば、永遠にシラを切り通す。

　だがもしも、未祐がまだ誰とも付き合っていなければ。その時は恥はじも外聞も、プライドも全て放ほうり捨てて、自分の想いを彼に伝えようと。そう思っていたのだ。

　だが、まさかこんな最悪のタイミングで知られることになるとは、予想だにしていなかった。真実を隠すために嘘をついた結果、どんどん言い訳を重ねるハメになって。

　その結果がこの泥どろ沼ぬまだ。

（ああ、そうか……）

　混こん濁だくする意識の中で璃亞は思う。

　これは罰ばつだと。自分の想いに目め隠かくしをして、彼のことをずっと偽り続けてきた罰。

　思えば彼は、ずっと自分に手を差さし伸べてくれていた。苦しい時や辛い時はオレを呼べと、彼は何度も言ってくれていたのに。なのに、その手を取らなかったのは他ならない自分だ。

　強ごう情じようで、素直になることができなくて、いざという時に彼を頼ることができなかった。

　嘘つきで、天邪鬼あまのじやくで、それなのに誤解されれば傷ついて。

　早い話が、自分は何の覚悟もできていなかったのだ。

　斗神璃亞は、結槻未祐と向き合う覚悟がなかった。ずっと逃げていた。

　それなのに、いざ未祐が螢と接近しそうになると邪魔をして。なのに自分は、押さえつけていた想いを満たすチャンスを前にしたら、我慢できずに彼と唇くちびるを重ねて。

　何て卑いやしい女だろう。人を癒す第二保健室の主が、聞いて呆あきれる。

　挙句の果てに、未祐に見放されたことに動どう揺ようして、こんなドジを踏むなんて。

　そうだ。自分は動揺していた。未祐が、かつて言っていたことは真実だったのだ。

　──斗神璃亞は、自分が思っているほど強い女じゃなかった。

　好きな人に告白する勇気も、嫌きらわれる勇気も持っていなかった、ただの臆おく病びよ者うもの。

　どうすれば良かったかなんて、そんなものは決まっている。

　答えはひとつ。素直になれば良かった。それだけで良かったのだ。

　いつだって、彼は自分の眼の前にいて、微ほほ笑えんでくれていたというのに──

「……………………ん」

　そして、璃亞はゆっくりと眼を覚ました。

　薄うす暗ぐらい室内には、ひとつの明かりも灯されてはいなかった。

　本来なら何も見えないはずの暗闇。だが気を失い、瞼まぶたを閉じていた璃亞は暗闇に眼が慣れていた。だからこそ理解する。自分が現在いる場所が、見覚えのある部屋であることを。

「どうして……」

　第二保健室。息苦しさを感じるほど蒸むし暑あつく、居い心ごこ地ちの悪いよどんだ空気が立ちこめたその場所に、普ふ段だんの面おも影かげは微み塵じんもない。しかし、そこは間違いなく第二保健室だった。

「私は……──っ？」

　身体を起こそうとして、しかしできないことに璃亞は気づく。

　両手の自由がきかない。それが後ろ手に縛しばられているからだと理解したときだった。

「──ようやく眼が覚めたか、お姫ひめ様さま。ずいぶんとのんびり寝てたじゃねえかよ」

「アンタ……」

　璃亞は反射的に、自分が置かれている状じよう況きようを理解した。

　腕うでを縛られ、寝かされたベッドの傍かたわら。椅い子すの背もたれの上に両りよう腕うでを重ね、その上に顎あごを乗せてこちらを見ている阿藤がいる。

　マンションで気絶させられたあと、ここに連れてこられたのだろうと璃亞は判断する。

　壁の時計は深夜の一時を指している。教職員はもはや誰も残っていない時間帯だ。

　唯ゆい一いついる見回りの警備員は、自分と同じようにスタンガンで気絶でもさせたのだろう。

「こりない男ね。こんな真似をして……タダで済むと思わないでよ」

「こっちもタダで済ませる気はねえよ──たっぷりと身体で払はらってやるさ」

　薄うす汚ぎたない笑えみを浮かべる阿藤に、璃亞はハッと鼻を鳴らして冷れい笑しよう。

「──その役立たずの焦こげた股間で？」

　言った瞬間、頬ほおに衝撃。阿藤が手の甲こうで横に一いつ閃せん、こちらの頬を張ったのだ。

　唇の端はしが切れ、血が一筋流れ落ちる。しかし璃亞は動じることなく、冷たい視線を阿藤に向ける。

　すると阿藤は楽しそうに笑いながら、

「いいねえ、そうだろうよ。お前は暴力に屈くつするような女じゃねえもんなあ」

　そう言って、傍らに立てかけてあった金属バットに手を伸ばした。

　それを見た璃亞が、

「サッカー部がバットなんか持ち出して……無様に空から振ぶりするところでも見せてくれるのかしら？」

「どこまでその強がりが通せるのか、試ためしてやるんだよ」

　そう言って、阿藤は両手で構えたバットを振ふるった。

　──璃亞ではなく、壁の戸と棚だなへ向かって。

　戸棚のガラスが、けたたましい破は砕さい音と共に割れて飛び散った。

「────」

　その光景を目にした璃亞が眼を見開く。

　すると、第二保健室の扉がいきなり開かれた。

　慌てて中に入ってくるのは、阿藤の仲間たちだ。

　その数、五人。いずれも、かつて阿藤と共に暴行傷害事件を起こした面々だ。

「ど、どうした阿藤、今すげェ音が聞こえて──」

「──うるせぇ」

　しかし、阿藤は焦る仲間にバットの先を突つきつけ黙らせる。

「今いいとこなんだ、邪魔するんじゃねえよ」

「で、でもあんまり騒さわぐと誰かに気づかれる可能性が──」

　そんな弱音を吐はいた仲間を、阿藤はバットで机を叩き割わって黙らせた。

「だったら、そいつもさっきの警備員みたいに黙らせりゃいいだろうが。パーティの準備が全部整ったら呼んでやるから、それまでお前らは俺おれの言うとおりに、外で見張ってりゃいいんだよ」

「わ、わかったよ……」

　渋しぶ々しぶ部屋を出て行く仲間たちを見送ったあと、阿藤はこちらに振り返った。

　気づく。

「おっ、顔色が変わったか？」

「────っ」

　唇を噛んだ璃亞に、楽しそうに阿藤が笑いながら、

「そうだよなあ、お前は強い女だもんなあ。たとえ保健部が、お前の夢の結けつ晶しようであるこの第二保健室がグチャグチャに潰つぶされても、お前は平気なんだよなあ。何せ、俺がここをぶっ壊こわすと脅おどしても、平然としていたぐらいだもん……なあ！」

　言って再びバットを振るう。今度は戸棚の横の鏡が粉ふん砕さいされた。

　──そして、本格的な第二保健室の破壊が始まった。

　棚たなも、壁も、机も、椅子も、照明も、カーテンも。

　何もかも全すべて壊れてゆく。壊されてゆく。璃亞の思いの全てが粉々になってゆく。

「やめ……なさい……」

　俯きながら、震える声が璃亞の口から零こぼれ落おちる。

　だが、阿藤の手は止まらない。壁かべ際ぎわの冷蔵庫を倒たおし、机を蹴けり上あげてひっくり返して、しらみ潰しに破壊してゆく。

　だから。

「やめなさい……やめて、やめてよ……」

　璃亞の声が少しずつ大きくなってゆく。

　そして、ついには叫さけびとなって響ひびき渡った。

「やめて……もうやめてっ、やめて───っ！」

　だがそんな璃亞の制止の声も。彼女の願いも。

　全てが残酷こくな破砕音に呑のみこまれていった。





　まだ身体に辛つらさが残る鳥海に、警察へ上う手まく事情を説明するように頼たのむと、未祐と愁一は璃亞の部屋から飛び出した。夜の街へと、璃亞の行方ゆくえを捜さがすために。

　阿藤の家、保護司の家、仲間の家、彼らが良く使う溜たまり場ばの喫きつ茶さ店てん、阿藤が少女を連れ込んだカラオケ屋、璃亞を連れ込んだラブホテルなど、考えられそうな場所を手分けして回ってゆく。

　だが、いずれの場所も空振りで終わった。カラオケやホテルはもちろん、阿藤の家族からも彼の現在の居場所はおろか、行きそうな場所の心当たりすら聞くことができなかった。

「くそ……あとは、あとはどこだよ!?」

　荒あらい息を吐きながら、行く当てをなくした未祐は呻うめくようにして言う。

　捜し始めてもう随ずい分ぶんたつ。遅くなればなるほど璃亞の身が危険にさらされるというのに。

　かといって、闇やみ雲くもに捜すにはこの街は広すぎる。

　どうすれば──逸はやる心は焦燥となり、冷静な思考と判断を奪う。

　こんなにも願うような気持ちで祈いのっているというのに。

　手がかりひとつつかめない自分の不ふ甲が斐いなさに腹が立つ。

　そんなときだった。突とつ然ぜん、未祐の携帯が鳴なり響いたのは。

　反射的に、別行動をしている愁一だと思って電話に出ようとして、しかしディスプレイに表示された文字が眼に入り、未祐の指が通話ボタンを押おす直前で止まる。

『非通知着信』

「……………………」

　自分でも驚おどろくくらい、心の中が冷たくなるのを未祐は感じた。

　親指を通話ボタンの上に乗せて、押す。

「…………もしもし」

　そして相手に呼びかける。

　しかし、しばらく待っても応答がなかった。

　だが電波が悪い可能性や、ワンコール詐さ欺ぎなどとは微塵も思わない。

　確信にも似た思いで、もう一度呼びかけた。

「…………もしもし」

　すると、

『ククッ、クフフ、クハハハ……』

　クスクスと、いやらしい笑みがスピーカーからこぼれはじめる。

　それを聞いた未祐は、壊れるくらいに携帯を強く握り締しめて。

　激しい怒りに震える声で問う。

「言え。今どこにいやがるクソ野や郎ろう──」





　そして十分後。

　未祐の姿は草薙学園の正門前にあった。

「……………………」

　門は閉ざされている。

　時間外の訪問者を何人たりとも通さないために。

　そう。本来ならこんな時間にこの場所を訪れる人間はいない。

　門の向こうにある校舎は暗く、そこには一切いつさいの人の気配を感じない。

　だが、間ま違ちがいなくいるのだ。

　ここに自分を呼び出した者が。璃亞を卑ひ劣れつに連れ去った者がこの場所に。

「よし……」

　未祐は自転車を目立たない場所に置いてから、正門の柵さくを乗のり越こえた。たったひとりで。

　相棒である愁一はいない。相手からはひとりで来いと言われている。

　馬ば鹿か正しよう直じきに要求に従うつもりはなかったが、璃亞が人質に取られているのだ。

　下手な真似をして、彼女を危険に晒さらすわけにはいかない。

　未祐は生徒玄関の前を通とおり抜けて、隣りん接せつする男子更こう衣い室しつの窓の前へ向かった。そういう指示を受けていたからだ。窓の鍵かぎを開けておくから、そこから中に入ってこいと。

　ガラス面に手をついて横にすべらせると、カラカラと音を立てて窓が開いた。

　未祐は一度辺りを見回し、誰もいないことを確認して中へ。

「────」

　更衣室の中は、想像以上に暗かった。

　まだ暗闇に眼が慣れていないのだろう。未祐は更衣室の間取りを思い返しながら、壁づたいに手をついて歩を進める。

　そして扉に手をかけた。

　人の気配がないか確認してから、ゆっくりと開けてゆくと、扉の隙すき間まから非常灯の明かりが漏もれ差してくる。

「……………………」

　すると、扉の向こうには静せい寂じやくに包まれた廊ろう下かがあった。待まち伏ぶせがなかったことに、未祐は小さく安あん堵どの嘆たん息そくをしてから、リノリウムの床を歩き出す。いずれ連中に見つかるのは避さけられないと解っていながらも、緊きん張ちようから自然と歩みは足音を忍しのばせるものとなった。

　ほどなくして廊下の先に、ひとつの曲がり角が見えてくる。その向こうにあるのは、呼び出された第二保健室だ。

　ゴクリと喉が鳴ったことを自覚して、未祐は深呼吸をひとつ。

　そして、曲がり角からわずかに顔を出して廊下の先の様子をうかがう。

「────」

　そして突き当あたり、第二保健室の扉の前にたむろする男たちの姿を確認する。

　五人。その数を確認して、未祐は一いつ旦たん顔を引っ込める。

　想像してはいたが、やはり仲間がいた。それも想像していたよりも多い。とてもじゃないが、自分ひとりでどうにかできる数ではない。おまけに、今未祐がいる場所から第二保健室までは、三十ｍはある上に一本道だ。一旦外に出て近くの部屋から奇き襲しゆうをかけようにも窓は閉まっている。ガラスを割って入ったところで、連中には筒つつ抜ぬけだ。かといって、考えなしに突っ込んでもやられるだけだ。愁一の援えん護ごもない以上、何か作戦を考えなくては。

　未祐は逸る気持ちを抑おさえようと、深呼吸をした──そのときだ。

　曲がり角の向こう、第二保健室の方からガラスの割れる音が響いてきた。

「────っ？」

　未祐はとっさに様子を窺うかがった。

　すると、どうやらドアの前の見張りの連中も戸と惑まどいは同じなのか、何かを話しながら扉とびら越ごしに中の様子を窺っている。

「……っ…………くそっ」

　未祐は今にも駆け出しそうになるのを必死にこらえる。

　焦あせるな。下手に動いてもやられるだけだ。

　そう思った次の瞬間、未祐は聞く。

『…………やめ……おねが……』

　途と切ぎれ途切れの璃亞の声と、

　リィィィィィィィィン

　限界を報しらせる鈴すずの音。それが誰だれのものであるかなど考えるまでもない。

　だから。

「～～～～～っ！」

　未祐は駆け出していた。

　強く床を踏みしめた足が、ロケットスタートを生んだ。

　扉の前の見張りは、中の物音に気を取られて接近する未祐に気づくのに遅おくれる。

　その間に、未祐はトップスピードへ。しかし、すぐに相手も未祐に気づいた。身構えるには充分な距離きよりだ。

　だが、奇襲された側にはどうしようもなく迷いが生まれるもの。特にチームワークが構築されていない集団の場合、その一いつ瞬しゆんの決断を仲間に委ゆだねてしまうのが人間の心理だ。

　そこに隙すきがある。

　とはいえ、未祐にその隙をついて五人を圧あつ倒とうする策があるわけでもない。ただ、己おのれの激情のままに突っ込んだ。

「───こいつ！」

　相手二人を巻き込んだそれはタックル。未祐はそのまま床に倒れた相手の顔を殴なぐる。

　一発、二発入り、三発目を殴ろうとしたところで横から蹴りが飛んできた。

　元サッカー部の蹴り。たまらず横に吹っ飛んだ未祐は、床に転がりながら夢中で蹴りを繰くり出した。それが相手のひとりの足に命中し、喰くらった相手はバランスを崩くずして膝ひざをつく。その隙に未祐は跳はね起おき、第二保健室の扉に手を伸ばして──そこで背後から蹴りを喰らった。その衝撃に、たまらず身体が扉へと叩きつけられる。

　だがそれが狙ねらい。痛みを堪こらえながらドアノブを回せば、第二保健室の扉が開かれる。

　そのまま倒れこむように未祐は中へ。

「────斗神！」

　璃亞の名を呼びながら顔を上げて──そこで彼は目にした。

　それはまるでスローモーション。

　戦場のように破壊されつくした第二保健室の惨さん状じよう。

　ベッドの上で泣きそうな表情で叫ぶ璃亞。

　そして──嗤わらう阿藤が、こちらに気づいてゆっくりと振り返るのを見る。

　そんな阿藤に殴りかかろうと、

「てめえ……、この──っ！」

　未祐は立ち上がろうとして、

　バチンッ

「────っ？」

　何かが小さく爆はぜる音を聞いたと思った瞬間、未祐の意識が急速に闇やみへと沈しずんだ。





「結槻……」

　床に倒れたまま、ぐったりと動かなくなった未祐を見て、璃亞は言葉を失くした。

　あれほど巻き込みたくないと思っていたのに。そのために彼を欺あざむいて、嫌われまでしたというのに。最悪の現実が今、目の前にある。その一方で、見放されてもおかしくないような真似をした自分を、こうして未祐が助けにきてくれた──そのことに対して、こらえようのない悦よろこびを感じてしまい、璃亞は自己嫌けん悪おでおかしくなりそうになる。

「どうしてよ……なんで結槻を──」

　声を振り絞しぼるようにして言う璃亞に、

「どうしてって……お前ら付き合ってんだろ？」

　楽しそうに阿藤は笑う。そして未祐のポケットから携帯を取り出し、折おり畳たたみを逆側へ向けて、バキンと真っ二つに破壊した。

「見てたぜ。いつも夜、一緒に帰ってたよなあ。だからこいつを観客に決めたんだ。一番大切な場所をぶっ壊されて、そこで好きな男を前にしてされるなんて最高だろ？」

「………………ちがう」

　阿藤がしている勘かん違ちがいを、璃亞は祈るような気持ちで指し摘てきする。

「生あい憎にくだけど、彼かれはただのクラスメイトよ……」

　恋こい人びとじゃない。だから彼を解放して。そう言おうとした璃亞に、

「ただのクラスメイトが毎日一緒に、夜家まで送って帰るかよ」

「それは……単に同じ部活だから」

「ほお、同じ部活か。ははっ、こりゃあいいや」

　阿藤はさも嬉うれしそうに笑う。

「そりゃつまり、お前の大事な大事な保健部の部員ってわけだ。荒くれナイチンゲールの聖域に入ることを許されるなんて、大したヤツじゃないか。それこそ、ただの恋人以上の価値がある観客だぜ」

「あ…………っ」

　自分の犯おかした失態に、璃亞は唇を噛かみしめた。情けない。こんな迂う闊かつなミスをするなんて。璃亞は、自分がどれほど冷静さを失っているのかを思い知らされる。

　すると阿藤は未祐の襟えりをつかんで、璃亞の目の前に引きずってくると、入口で所在なさげにしている仲間たちを振り返り、

「よし、お前らもっかい外に出てろ。しばらく騒がしくするけど、絶対に邪魔じやまするんじゃねえぞ」

「なあ……阿藤、やっぱりこれ以上はマズイって」

　すると、仲間のひとりが口を開いた。

「もし、そいつが仲間を呼んでたり、警察に通報してたらどうすんだよ？　俺たちまだ保護観察期間なんだぜ？」

「たっぷり脅しておいたから、大だい丈じよ夫うぶだって。もし警察に言ったら、この女がどうなっても知らねえぞってな。大体、コイツがもし本当に通報してたら、とっくにパトカーにこの辺を取り囲まれてるよ。そもそも本当にひとりで来るようなヤツだぜ、自分の女を見捨てるような真似はしねえって」

「でも、万が一の場合が──」

「同じことを何度も言わせんじゃねえよ。パトカーは来ねえ。こいつの仲間が来たら、お前らで潰せ。いいな。解ったらさっさと行け。やっと役者がそろったんだ。そろそろキックオフと行かせてくれよ」

「…………」

　仕方なく、部屋を出て行こうとする仲間たちを、

「──ああ、ちょっと待て」

　と阿藤は呼び止めた。

「もうこれは使わねえから、そっちのスタンガンをくれ。お前らも得物は長い方が、もしこいつの仲間が来たときにやりやすいだろ」

「ああ……」

　手に持っていたスタンガンと金属バットとを交こう換かんし、今度こそ阿藤の仲間たちは部屋を出て行った。

　ボロボロの第二保健室に、同じくボロボロになった未祐と、涙なみだを流している璃亞。そして、楽しげに笑う阿藤だけが残る。

「さて、まずは眠ねむってる観客を起こさないとな……オイ、起きろオラ！」

　阿藤は出力を調節したスタンガンを、未祐に押し当てた。

「────っ!?」

　ビクンと身体を震わせて、そして未祐が眼を覚ました。

「…………う……？　斗……神……」

「よーし、起きたな？　でも身体が動かねえだろ。視界がグルグル回って吐きそうだろ。だが心配すんな、それがお前のリアルだからよ。さあ、そんじゃキックオフと行こうか」

　そう言って、阿藤は璃亞へと近づいてくる。

「やれるもんなら……今度はアンタのその貧相な股間を蹴り上げて、信しが楽らき焼やきの狸たぬきより腫はれさせてやるわ」

　キッと璃亞が阿藤を睨みすえて言ったときだった。

「おっと、斗神選手ファ～ウル」

　おどけた口調でそう言ったと思ったら──阿藤はやおら未祐を蹴った。

　くぐもった声を上げて床を転がる未祐を見て、璃亞は息を呑む。

「ア、アンタ何を……」

「抵抗したらファウルを取る。フリーキックだ。オラ、お前も倒れてねえでこっち見ろ、こっち！」

　倒れた未祐の髪かみの毛けを掴つかんで起き上がらせる阿藤。

　そして璃亞を振り返り、

「──ルールは解ったか？」

「……………………」

　璃亞は無言を返した。

　抵抗すれば未祐を傷つける──暗にそう脅きよう迫はくしているのだこの男は。

　悔くやしげに黙ったままでいると、

「なんだ……もう一発いっとくか？」

　再び阿藤が未祐の方を向いた。

「っ──待って！」

　璃亞は慌あわてて叫んで、阿藤の蛮ばん行こうを制止する。

「ちゃんと解ったから……」

　消え入りそうな声で告げる。

「……もう、抵抗しないから」

　

　

「────────」

　服を脱ぬぎ、上半身が裸はだかになった阿藤が璃亞へと覆おおい被かぶさるのを、揺ゆれる視界の中で未祐は見ていた。

　後ろ手に縛られているため、そのままでは璃亞の上半身の服を脱がすことはできない。

　だが、阿藤は構わずに璃亞の着ている服を乱暴に破り、むしり、剥はぎ取る。

　そして、露あらわになった璃亞の肌はだに手を伸ばし触れてゆく。

　璃亞は抵抗しなかった。それどころか呻き声ごえひとつ上げずに、阿藤にされるがままになっている。

　──だが、未祐の耳に届くものがあった。

　耳鳴りよりもうるさく、頭の中に響くもの。限界を告げるために鳴り響くもの。

　自分だけが聞こえる、人の苦しみのサイン。

　そんな鈴の音が、未祐の頭の中で鳴っている。

　聞こえる鈴の音はふたつ。耳に届いているのは璃亞の苦しみ。

　そして頭の中で鳴っているのは──自分自身の苦しみだ。

　未祐は苦しかった。スタンガンの電気ショックよりも、阿藤たちに殴られ蹴られたことよりも。目の前で、璃亞が苦しんでいるのを見ることが辛つらかった。

　鈴の音が鳴る。頭の中で鳴り続ける。耳に届く璃亞の苦しみよりもなお大きな音で。それは、乱暴をされている璃亞よりも、そんな彼女を見ている自分の方が苦しいということ。

　自分のせいで璃亞が抵抗できずにあんな目に遭あっていると思うと、気が狂くるいそうだった。

　そして。阿藤が璃亞の顎をつかんで唇を奪おうとしたとき。

　とうとう未祐は、自分の正気を手放した。

　その瞬間、鈴の音は消え去り、クリアでひどく冷たい思考に切きり替かわる。

「────おい」

　未祐の呼びかけに、思わず振り向むいた阿藤の顔面に、未祐のスニーカーが命中した。

「──ぐっ、て、てめえ……」

　くぐもった呻き声を上げる阿藤に、未祐は冷笑を浮かべて、

「観客を退たい屈くつさせてんじゃねえよ。三流プレーヤー」

「んだと、殺されたいのかオイ……」

　決定的な場面を邪魔された阿藤は、怒りに眼を血走らせて凄すごんだ。

　ポケットからスタンガンを取り出し、出力をＭＡＸへと上げる。

「ダメ……挑ちよう発はつしちゃダメだよ結槻……」

　かすかに嗚お咽えつを含ふくんだ声で言う璃亞に、

「もう遅ぇ！」

　阿藤はベッドから飛び降りると、そのまま未祐へと襲い掛かかってきた。

　スタンガンを腰こし溜ために構えて突っ込んでくる。

「────────」

　対する未祐は、軽く膝を曲げる形で床に手を伸ばした。

　否、正確には床に倒れていた扉が開いたままになっている冷蔵庫。

　その中にあるモノをつかんで、未祐は無造作にそれを阿藤へと放った。

　それはたっぷりの水を内包した風船。まるでスローモーションのように。

　水風船は阿藤に命中し、その中身をぶちまけた。

　と、同時。

「────」

　甲かん高だかいスパーク音が鳴り響いた。

　ビクンと腰こしを逆海老状に反らして、そのまま阿藤が床に倒れる。

「う……ぐ……ぅ」

　身体を小さく痙けい攣れんさせ、言葉にならない呻き声を上げる阿藤を見下ろして、

「──よう。身体が動かねえだろ。視界がグルグル回って吐きそうだろ。どうだ、思い知ったかよ？」

　言う。

「好きなだけ感じろ。そいつがお前の大好きなリアルだぜ」

　吐き捨すてるやいなや。床を踏ふみつけるように、未祐は阿藤に足を振り下おろした。

　くぐもった呻き声をこぼして、それきり阿藤は声を上げなくなった。気を失ったのだ。

　そして未祐は、ゆっくりと璃亞へと歩み寄る。

　ボロボロの身体を引きずって。

「大丈夫か、斗神……」

　ベッドの脇わきに立って、気き遣づかうように声をかける未祐に、

「…………平気よ、これくらい」

　強がりを口にしながら、それよりもと璃亞。

「まだ、外に阿藤の仲間が──」

　そう言いかけたところで、ガチャリとドアが開いた。

「────っ？」

　思わず身を硬かたくした璃亞に、しかし未祐は落ち着いて背後を振り返った。

　余よ裕ゆうの表情でそれを迎むかえる。

　未祐の携けい帯たいにはＧＰＳ機能があった。破は壊かいされれば電波が途切れるが、逆に言えば途切れた場所は判明するということ。特に、璃亞を捜そう索さくしている間、互たがいの居場所を確かく認にんしあっていた相手には、未祐の行動は筒抜けなのだ。

　だから、

「──なんだ、こっちも片付いてたのか。あんまり静かだから心配したよ、俺」

　どこか飄ひよう々ひようとした声で彼が現れるのは必然。

「遅いんだよ、来るのが……」

　未祐は笑いながら、



    

  
    
      「そっちこそ、表にいた連中は平気なんだろうな？」

「当然でしょ。俺、未祐さんより全然強いんだからさ」

　そう言って。

　久瀬愁一はニッと笑った。





　それから。破壊された棚や机から璃亞が医薬品を取り出して、未祐の怪け我がの手当てを終えたころ。連れん絡らくを受けた鳥海と警察がやって来た。璃亞は第二保健室の惨状を警官らに見せながら、今回の件について大まかな事情を話し、阿藤たちはその場で確保。パトカーで警察へと連行されていった。

　璃亞や未祐も事情聴ちよう取しゆのため任意同行を求められたが、家の片づけもあるし、何より今日はもうそんな元気はない。そのため、未祐の怪我や自分の精神的なショックを理由に、明日以降にして欲ほしいと璃亞が断わろうとしたところ、鳥海と愁一のふたりが進み出た。璃亞の代わりに、事件のあらましを説明するからと、ふたりは後から来たパトカーに乗り込んでいった。

　一方の璃亞と未祐は、パトカーで家まで送ってもらうことになり、そしてふたりは璃亞のマンションへと向かった。覚かく醒せい状態から正気に戻もどった未祐は、ひどく疲ひ労ろうして意識もどこか朦もう朧ろうとしていて。そんなフラフラな状態の未祐をひとりにするよりは、いっそと思い璃亞は警察官の助けを借りて、彼を自分のマンションへと連れて行った。

　本当は──今日はひとりになりたくないという、自分の本音を心の中に隠かくして。

　最初は未祐をベッドに寝ねかせようとしたのだが、未祐はフラフラのままそれを固辞した。

　璃亞もまた、今日のことで色々と疲つかれやショックを感じているのだから、お前がゆっくり休むべきだと言って。そしてリビングで横になった未祐が静かな寝ね息いきを立てるのを確認してから、璃亞は阿藤に侵しん入にゆうされたときに割れたグラスの処理など、ひとりでできる部屋の片づけを行った。

　その後ようやく璃亞はシャワーを浴びて、そしてそのまま自分の部屋のベッドで横になることにした。未祐は、リビングのソファで横になっている。一枚ドアを隔へだてたところに彼がいてくれる。そう思うと、安心して眼めを閉じることができた。

　心も身体もクタクタだった。だから、すぐに眠れるかと思っていた。だが、

「……………………」

　璃亞は一向に眠ることができなかった。

　別に未祐がひとつ屋根の下にいるから、というわけではない。

　たしかに、彼のことを意識はするし、少し緊張もするけれど。しかし、あんなことがあった日なのだ。すぐにでも眠ってしまいたい気持ちの方が勝まさる。

　それなのに。

「………………ん」

　璃亞の口から、寝ね苦ぐるしそうな声が漏れた。

　暗い室内に、目覚まし時計の秒針が時を刻む音がやけに大きく響いている。

　一時間前にシャワーを浴びて汗あせを流したはずなのに、しっとりと汗ばんだ肌が、パジャマを湿しめらせる。空調は効いているはずなのに、いやな汗がにじんでいた。それは肌に吸いつくように触れて、気もちの悪さを璃亞に与あたえる。

　身から体だ中じゆうにまとわりつくような、粘ねん着ちやく質しつなその感覚の原因に、璃亞は気づいていた。解らないわけがない。あの男に、阿藤に触れられたときのおぞましい感覚が消えないのだ。

　最後の最後まで、自分の弱さを思い知らされる。はあ、と璃亞は大きく溜ため息いき。

　そして、布ふ団とんの中でモゾモゾとパジャマを脱いだ。ショーツ一枚になる。

「…………だめ」

　脱いだ瞬間は大分マシになったかと思ったが。しばらくすると、布団の中の生暖かい空気すら気持ち悪く感じられて。璃亞は阿藤に汚けがされかけた身体を、慰なぐさめるように自分でかき抱いだいた。そして、阿藤に触れられた場所を手でこする。汚れを落とすように、きれいになるようにと。しかし、

「どうして……」

　それでも、いやな感覚はなくなってはくれなかった。こすってもこすっても、その感覚は肌に残って消えようとしない。それはまるで、汚れた黒板消しで文字を消したときの、ふいてもふいてもチョークの粉が残り続けるあのもどかしさ。自分の手が、自分の身体が、あんな男の手でいいようにされているような気がして。璃亞は唇を噛みしめた。

「────」

　璃亞はゆっくりと身体を起こした。そして、部屋の入口のドアを見る。

「……………………」

　──もしも未祐が、以前自分が熱を出したときのように触れてくれたなら。この気持ち悪さも、消えるのだろうか。思わずそんな考えが頭をよぎり、璃亞は慌てて頭を振った。

　いけない。自分は何を考えているのだ。そんなことができるわけがないだろう。

　そんなことを、頼めるわけがない。

「でも……」

　それならば、と璃亞は自分の手に視線を落とす。

　──だったらこの手を、未祐の手だと思ったらどうだろう？

　自分の心が悪あく魔まのように囁ささやいた。璃亞はゴクリと喉のどを鳴らす。

　だが、ふと我に返ったように慌てて横になって頭から布団を被かぶりなおした。

　そして、自分が今考えたことを必死に忘れようとする。

　──でも、少しくらいなら……。

「………………っ」

　弱い心が誘ゆう惑わくされてしまうのに、それほど時間はかからなかった。

　璃亞は眼をつぶって念じるように思う。自分の手を、未祐の手だと思い込むように。

　阿藤に触さわられたのは肩かた、腕、腰、腹、脚あし、太もも、そして胸。

　おそるおそる、璃亞はまず腕に触れてみた。

「ん……」

　意識せずに声が出てしまい、璃亞は慌てて唇をキュッと噛んだ。

　隣となりに未祐がいるのだ。声を出したら変に思われる。

　そう思うのに、でもだから止めようという考えは、まったく思おもい浮かばずに。

　璃亞は片手を内うち股ももの間に入れて、もぞもぞと両脚をこすり合わせた。

　もう片方の手で肩を抱だいて、そしてゆっくりと腰へと下ろしてゆく。

「……っ、く」

　すると腰が軽くはねるように動いて、肩にかかっていた布団が落ちた。

　璃亞はかまうことなく、腰から手を上に。

　そして、意を決して自分の柔やわらかな双そう丘きゆうに触れる。

「んっ、ああっ──」

　熱のこもった甘あまい声が口からこぼれた。璃亞はその恥はずかしい声が聞こえないように、さっきよりもきつく唇を噛みしめる。

　いけない。こんなことしてたら絶対に気づかれる。未祐に変なことをしてるって思われてしまう。そう焦りながら、しかしその手が止まることはなかった。まるで本当に自分の手ではなくなってしまったかのように。どんどん璃亞の身体を触れてゆく。

　璃亞はすごいと驚きを隠せない。まるで役に立たなかった自分の手が、未祐の手と思うだけでこんなにもちがう。頭の中から阿藤のことが消えていく。そのかわり、どんどんと未祐の姿が頭の中で大きくなって。あれほど感じていたのがうそのように、気持ち悪さが消えてゆく。

「────」

　だが、しばらくたって璃亞は思い知った。

　それはやはりというべきか。どれだけ思っても、やはり自分の手は自分の手でしかなく。

　触れれば触れるほど、否いや応おうなくそれを感じてしまう。

　もう少しなのに。あと少しで、何もかも忘れられそうなのに。

　なのに、そのあと一歩が遠くて。

「……………………」

　やがて璃亞は、ゆっくりと眼を開けた。

　深夜の静かな薄うす闇やみの中で、璃亞はベッドから身を起こし、床ゆかへと降り立つと、パジャマの上着を肩から羽織って、ゆっくりと入口の扉へと向かう。

　そして、扉の前に立った。

「────っ」

　自分は何をしようとしているのか、本当に解っているのだろうか。

　璃亞は扉にそっと触れる。その向こうにいるであろう、未祐を想いながら。

　──この扉を開けてしまったら、もう絶対に戻ることはできない。

　未祐には、鍵を閉めるから中に入ろうとしても無む駄だだと伝えていた。でも、璃亞は鍵を閉めてはいなかった。もしも、彼が入ってこようとしたときは。それならそれで良いと思ったから。あるいは自分は、どこかでそれを期待していたのかもしれない。

　これは自分の心の奥おくにある最後の扉だ。テニスの交流試合のあとも、熱を出して倒れてしまったときも。いつも未祐は、強ごう引いんに彼の方からその扉を開けて入ってきた。だからこそ自分はこの場所に留とどまり続けることができたし、最後まで自分を見失うことはなかった。正気に戻った未祐は、璃亞の心の扉にかかった鍵の開け方を忘れていたし。璃亞はギリギリで自分を保つことができていた。

　だが。もし自分がこの扉を開けてしまったら。この場所を出てしまったら最後だ。

　だって、自分で望んで心の扉を開けるのだから。今度こそもう、自分は未祐から逃げられなくなる。捕つかまる。

　それだけはいけないと璃亞は考えながら、同時にどうしようもなく思ってしまう。

　この扉を開ければ、自分は楽になれるのだと。

　かつて、自分は心に誓ちかった。自分の想いは彼には伝えない、と。この恋こいを消えさせないためにも、と。そして、自分はそれを実行してきた。だが、それには堪えようのないほどの苦しさが伴ともなってきたのも事実なのだ。

　人の心ほど弱くて、持続するのが難しいものはない。決意は、それをした瞬しゆん間かんから過去のものとなる。そして切実なのは、いつだって現在なのだ。いつもいつもその時々に感じる切ない感情が、どうしようもなく浮き彫ぼりになってゆくだけで。だから、薄うすれゆく過去の想いや決意など、眼の前の現実を前にしたら余りにも儚はかなくて不確かでしかなく。

　そんな揺れる想いを胸に抱きながら、いつだって人は生きているのだ。

　それを言い訳と切り捨てるようなことは、今の自分にはもうできない。

　だってこんなにも、未祐のことが好きなのだから──

「……………………」

　だから。璃亞は、ゆっくりと扉を開けた。

「…………結槻？」

　そして顔だけをリビングへと出して、彼の姿を探す。

　賭かけだった。もしも未祐が起きていたら、すぐに扉を閉じるつもりだった。

　だが、ソファの上で横になっている未祐から返事はなくて。

　薄闇の中、眼を凝こらしてみれば、彼の瞼まぶたが閉じられているのが見えた。

　璃亞は胸を撫なで下ろすと、足音を殺して未祐のもとへと歩みより、彼の寝ね顔がおを見つめた。

「………………」

　第二保健室でキスをしてしまった時や、見み舞まいに家まで行ったときと比べると、少し男らしくなったような気がする。成長しているのだ。身体も、そしてきっと心も。

　そして、それは自分も同じ。自分も、もうあのときとはちがう。

　だって今はもう、こんなにも我が慢まんできない。

「──結槻」

　だから、璃亞は小さい声でつぶやくように。

「私……私ね、ずっと前から……あなたに言えなかったことがあるの」

　ついに、自分の気持ちを口にしはじめる。

　言う。

「好きだったの……。私、本当は……本当はもうずっと前から、あなたのこと好きだった」

「──ああ、知ってる」

「───っ？」

　突然の事態。驚きのあまり言葉をなくした璃亞の前で、ゆっくりと未祐が身体を起こす。

　璃亞は一歩後ろに下がって、

「ど、どうして……」

「どうしてもこうしてもあるか。寝られるわけないだろ。扉の向こうから、ずっと鈴の音が聞こえてきてたんだぞ。こっちがどうにかなりそうだったよ……」

　頭をガリガリとかきながら、どこか不ふ機き嫌げんそうに未祐が言う。

　璃亞には、彼の言っている意味が解らなかった。だから、眼の前の現実が全てだ。

　未祐は起きていて、自分の告白を聞いていて。

　そして、こちらに向けられたその瞳ひとみは穏おだやかで。

　それはつまり、正気の未祐に知られたということ。

　璃亞はもう言葉もない。これではもう、言い訳できないではないか。

　そうして璃亞が立たち尽つくしていると、未祐もソファから立ち上がって、

「本当は、鈴の音が聞こえたらすぐにそっちに行こうと思ったけど。でも、オレ怒おこってたから。ひとりで勝手な真似して、挙句の果てに危険な目にあったりしてさ。だから、お前がオレを頼たよってくれるまで。お前が自分から心を開いてくれるまで待つことにしたんだ。前のときみたいに、こっちから行くんじゃなくてな」

「え……」

　まるで、覚醒状態のときのことを覚えているかのような口ぶり。

　今度こそ璃亞は愕がく然ぜんとなった。

「何で……覚えてるの？」

「ん？　ああ……何かしこたま殴られたり蹴られたりしたせいか、あ、それともスタンガンのくらいすぎかな──とにかく、全部思い出せたよ」

「────」

　へなへなと、璃亞は床にへたりこんだ。

　思い出した。それも全部。それはダメ押しもいいところ。

　これではもう、本当に自分は逃げられない。

　未祐はそんな璃亞に視線を合わせると、そっと肩に触ふれてくる。

「あっ、ああ……」

　想像だけでは満たされることのなかったその感かん触しよくに、璃亞は思わず声を漏らした。

　未祐はひとつ溜息をついて、

「言ったよな？　お前を助けるためにオレがいるって。そのために保健部に入ったんだって。なのに、なんであんな大事なことを話してくれなかったんだよ。あそこで部外者扱あつかいされたら、オレが保健部にいる理由ってなんなんだよ……」

「そ、それは……」

　まだ混乱した思考で、璃亞が何か言葉を返そうとしたときだった。

　彼に抱きしめられたのは。

「あ───」

　璃亞は動けない。まるで時間が静止したかのようだった。

　そんな静寂の中、璃亞は突然の事態に、未祐に抱きしめられているという事実を理解できずに、言葉をなくしたままでいる。

　そんな璃亞の耳元で、未祐が震ふるえる声で、

「…………無事でよかった。お前がさらわれたって聞いたとき、気が狂うかと思った」

「────」

　自分を抱きしめる未祐の肩が震えている。

　どうしよう。何か言わなくては。

「……ごっ、ごめっ……なさっ……っ？」

　しかし、自分の声に嗚咽が混じった。

　そして気づく。頬を伝う温かい感触。

　泣いていたのは──璃亞だった。

　その事実を理解して。

「～～～～～～っ」

　それまでずっと塞せき止とめていたものが、決壊して一気にあふれた。

「ごめんなさい……ごめんなさいっ。言えなかったの。彼かの女じよとの約束だったの。それに、あなたを巻き込みたくなかったの」

　だって。あなたのことが好きだから……。

　その想いは、もう言葉にはならなくて。せめて少しでも伝わるようにと、璃亞はすがるように未祐を抱きしめる腕の力を強める。

　そんな璃亞を、未祐は静かに抱きしめてくれた。

　何も言わずに。ただ、黙だまってそのままでいてくれた。





　泣きじゃくる璃亞を、未祐はベッドへと連れていってくれた。

　そして、傍そばで優やさしく手を握にぎってくれる。それは璃亞が泣なき止やむまで、ずっとそのままで。

　その甲か斐いあって、ほどなくして璃亞は落ち着きを取とり戻した。

「──じゃあ、オレはあっちにいるから。何かあったら声をかけてくれ」

　そう言って、部屋を出て行こうとする未祐に、

「あ──」

　璃亞は声をかけようとして、しかし言葉を呑みこんだ。

　自分はこのままでは眠れない。だが、そのことを彼に伝えるのはやはり憚はばかられた。冷静になって考えてみて、自分がどれほどはしたない考えをしていたのか思い知る。

　どうか身体に、触れて欲しいなどと──

　しかも、今の未祐は普ふ通つうの精神状態なのだ。その彼に、そんなこと……とてもじゃないが頼めない。

　だが未祐は、璃亞が何か言おうとしていたことに気づいたように振り返かえり、

「ん？　どうした？」

「いえ、何でもないわ……」

　首を振って眼を逸そらす璃亞。

　すると未祐はスッと眼を細めると、

「お前な……辛いなら言えって言っただろ」

「辛くなんか……」

「強がってもダメだ。まだ何か苦しいんだろ。オレには解わかるんだよ」

「…………そんなこと、ない」

　強がりを口にする璃亞に、未祐はやれやれと嘆息する。

「いきなり素す直なおになれっていってもムリか。仕方ないな……」

　お前が悪いんだぞ──そう言って、やおら未祐は眼を閉じた。

　それはまるで、何かに耳をすませているように。

　そして、意識を集中しているように。未祐はそのまま微び動どうだにしない。

「…………？」

　何をしているのだろうと、璃亞が未祐の表情をうかがった。

　そのときだった。

「──よし」

　小さくつぶやいて、未祐の眼が開かれた。

「────っ」

　それを見た璃亞は、思わず息を呑む。未祐の眼つきが変わっていた。

　先ほどまでの、いつもの穏やかなものから、冷たくどこか鋭するどさを含んだものに。

　璃亞が知っている、あの強気で強引な瞳へと変へん貌ぼうを遂とげていた。

「お前に言うことを聞かせるんなら、最初からこうしてればよかったかな？」

「うそ……」

　それは、璃亞にとって初めてのできごと。覚醒状態の未祐を前にするのはこれで三度目ではある。だが、彼が覚醒状態へと切り替わる瞬間を見たのは、これが初めてだ。

「もしかして……これまでもそんな簡単に？」

「いや。おそらく今までは、自分の感情をコントロールできなくなったことで、この状態になっていたんだろ」

　あくまで、なくなっていた記き憶おくの前後から推察して考えるとだけどな、と未祐。

「──でもそれが解れば、自分の意思で意識を切り替えられるんじゃないかと思ってよ。鈴の音に意識を集中して、あとはひたすらお前のことだけを考えてみたんだ……どうやら、うまくいったみたいだな」

「そ、そんな……」

　璃亞は愕然となる。未祐が言っている鈴の音が何を意味しているのかは解らない。先ほども、リビングで同じことを言っていたのを考えると、何らかの重要なキーワードなのだろうが。だがそんなことよりも、問題なのは未祐が自分の意思で覚醒状態へと変われるようになったことだ。

「──言え。何を我慢している」

「…………だ、だめ」

　璃亞はベッドの上で、力なく身を縮めた。

　どうすればいい。ただでさえ、抱かかえていた想いを告白してしまって、これからどう接すればよいかまだ解らないというのに。今後はもし自分が何か生意気なことを言おうものなら、即そく座ざに未祐はこの状態へと変われるということなのか。

　だとしたら、これからはいつ未祐に屈くつ服ぷくさせられてもおかしくない。そこが学校だろうと。みんなが見ている目の前だろうと。この状態の未祐を前にしたら、この彼に見み据すえられたら。自分は絶対に逆らえないのに。

「──もう一度言うぞ」

　未祐は璃亞の眼の前に顔を寄せて。

　聞かせる。

「言うことを聞け斗神。さあ──言うんだ璃亞」

「あ──」

　その瞬間だった。自分の腰から力が抜ぬけたことを璃亞は知った。

　──や、私、どうして……。

　信じられない。考えられなかった。自分は座すわっていたというのに。

　座った状態で──腰が抜けてしまっている。

　何て弱くて正直な身体。名前で呼ばれただけなのに、それが初めてというだけでこうも脆もろいだなんて。

　そして、もう逆らえない。

　ハアハアと荒い吐と息いきに身体を小さく震わせながら、おずおずと璃亞は口を開く。

　消え入りそうな声で。

「触って……欲しいの」

　言った。言ってしまった。もう終わりだ。そう思ったらもう──止まらなかった。

　璃亞は自分を眠らせてくれない、身体にまとわりついた気持ち悪い感覚のことを説明する。阿藤に触れられたこと。自分でどれだけ触っても消えないこと。

　未祐は、そんな璃亞の告白を黙って聞いていた。

　そして。

「──ふーん、ようはあのクソ野郎に触れられた場所を、オレがもう一回触り直せば良いわけか」

　そんなとんでもないことを平然と言って。

「しかし、そんなことでどうにかなるか？　むしろ、かえってあのクソ野郎のこととか、事件のこととかを思い出しちまうんじゃねえの？」

「ううん、大丈夫……なの。だって……」

　言いながら、璃亞はいけないと思う。

　これを彼に言ってしまったら。彼に知られてしまったら。そう思うと身体が震えるほど恥ずかしくて、どうにかなりそうになる。それなのに。

「自分の手をね、結槻の手だって思ってしたら、そしたら全然ちがったの……」

　言葉を紡つむぐのを止められない。声が自然と喉から出てしまう。

　言って璃亞は、ああと両手で顔を覆った。恥ずかしさでおかしくなりそうだった。

「───」

　すると、指の間から未祐が驚いたように眼を丸くしたのが見えた。

　しかし、彼はすぐに意地の悪い笑えみを浮かべて、

「お前、オレのこと考えながら自分でしていたのか？」

「あ……」

「オレが隣の部屋にいたのに？」

「～～～～～～っ」

　両手で顔を押さえながら、璃亞はイヤイヤと首を振った。

　だが、そんなものが今さら否定にはならないことは明白だ。

　すると、未祐の手が強引に璃亞の手を取った。

「あっ……」

　驚おどろきの声を上げる璃亞。しかし、そこに抵てい抗こうの色はない。

　そのまま、隠していた顔を見えるようにされてしまう。

「さあ、よく見ろ璃亞。オレを見るんだ」

　眼の前の未祐が言う。

「ここにはオレしかいない」

「あなたしか……」

　うわごとのように繰り返す璃亞に、未祐は頷うなずいて、

「ああ。他ほかの誰にも聞かれないし、そして見られることもない」

　わかるか。

「だから、もう我慢しなくていい。お前の弱さも苦しさも、今感じている恥ずかしさも、オレが全すべて受け止めてやる」

「あなたが、全部……」

「そうだ……。さあ言えよ。お前は今、オレに何を望む？」

「────」

　ゴクリと璃亞は喉を鳴らした。

　これから口にしようとしていること。そのことを未祐に告げたあと、自分がどうなってしまうのか。想像するだけで全身が熱くなってゆく。たまらない気もちになる。

　頭がぼんやりとしてきて、他にはもう何も考えられなくなる。震える唇くちびるが開いてゆく。

　甘い吐息にも似た声で。

　──お願い。

「メチャクチャに、触って……っ」

　それを言った瞬間に抱きすくめられた。

　力強い抱ほう擁ように、思わず肺から酸素が抜けてゆく。

　さらに思考をぼんやりさせられたところに、耳元で囁かれた。

「正直に言えるようになったじゃないか。それでいい。このことは他の誰にも言わないから安心しろ。強いところも弱いところも、お前の全てはオレだけが知っていればいい」

　だからもう。あとはただ、ひたすらに流されてゆく。

　顔を見ながらされるのは耐たえられないだろう、と未祐は璃亞の背後へと回ってくれた。

　好きなだけ乱れてしまうことを許されたような気がして、璃亞の身体からさらに力が抜けてゆく。

「───あ」

　背中に、未祐の胸むな板いたが触れた。たくましいとまでは言えないが、ほどよく筋肉がついた頼れる感触。未祐が男である事実を改めて感じて、璃亞の身体がブルっと震える。

「震えているな、寒いか……？」

　問われて璃亞は、ううんと小さく首を振る。

「結槻が……温かいよ」

「そうか。すぐにお前も温かくしてやるよ」

　そう言って、パジャマの上着をはだけさせられた。

「あっ、や……」

　拒きよ絶ぜつにならない声が漏もれる。それは堪えきれない恥ずかしさの吐と露ろ。

　未祐もそれは解っているのだろう。どんどんと璃亞の前を開いてゆく。

　段々と身体に力が入らなくなっているのを璃亞は感じた。力が抜けていくのとはちがう。抜けた力が入らないのだ。抵抗する力が奪うばわれている。

「………ぁ…………っ」

　璃亞は思わず息をつめた。このあとの始まりを思ったからだ。

　未祐はどこから触れてくるのだろう。どんな風に触れてくれるんだろう。

　想像のつかない不安と恐きよう怖ふ。それがこの上ない期待となってどうしようもなく身体を震わせる。

　未祐はまだ触れてこない。焦あせらされているのだろうか。璃亞の喉がゴクリと鳴った。

　同時だった。

「──ちゅっ」

　始まりは首筋。吸いつかれた。

「そっ、ああぁっ……！」

　予想を裏切る未祐の行動に、ひときわ大きい声が出た。

　すると脇の下から差しこまれた両手で、下から胸を押おし上あげるようにして触れられる。

　いきなりの首への刺激しげきで何も考えられなくなっていた。だからまずは声を抑おさえようとしていたため、その他はすべて無防備で。

　触れられてしまってから、璃亞はどうしようと羞しゆう恥ちに唇を噛んだ。最初は肩や腕うで、あるいは背中だろうと勝手に思ってしまっていた。なんて甘い考え。思わず身をよじると、首筋にチクッと甘い痛みが走る。未祐の歯に当たったのだろう。しかもそれは未祐が意図したものではなく、思わず動いてしまった璃亞が、自分で自分の首を絞しめた形。なのに未祐はこちらを気遣って、首筋に舌を這はわせた。歯が当たった場所を、何度も何度も上下に舐なめて。その感触が消えた。舌が離はなれたことを寂さびしがるかのように、濡ぬれた首筋に空気が触れて冷たい。

「あ……」

　こんなにも自分の首筋を切なくしておいて。未祐の口はどこに──

「──ここだよ」

　囁かれたと同時、璃亞の耳たぶを未祐の唇が甘く噛んでいた。

「あむっ……ちゅうっ……はむっ」

「ふぅぅっ、あぅぅ……っ」

　噛んで、吸われて、また噛まれて。甘い刺激に璃亞の腰がねじれるように揺れた。

　未祐のかすかな鼻息が、絶ぜつ妙みような角度で耳に当たる。

「結槻っ……結槻ぃ……っ」

　首と耳だけで、もうたまらなくて。思わず彼を呼んでしまう。

「まだだ。これからだよ」

　下からたっぷりとした胸を持ち上げられた。

「はああぁぁ、んっ、ああぁっ」

　未祐の手の平に押し上げられた胸は形を変え、あふれそうになったところを彼の五指が受け止めようとして、柔らかく食い込んだ。まるで璃亞の胸が、未祐の指の間からこぼれるようになる。

「──おっと」

　そうならないように、未祐は手を動かしてきた。手の平と指で、璃亞の胸を捕まえようとする。だがその度に璃亞の胸は形を変えるため、だんだんと未祐の手にこめられる力が強くなってゆく。そのため璃亞の感じる刺激が、比例して増加してゆくのは必然だ。



    

  
    
      「やあっ、やあぁぁぁっ」

　いやいやと璃亞は喉を反り返らせて首を振ふった。

　胸から背中へ走ってゆく電気のような痺しびれが甘いものに変わってゆく。璃亞の中で、胸への刺激を、徐じよ々じよに快感へと認にん識しきするための受容体ができつつあった。

「はああぁぁぁ、んふぅっ……」

　甘い吐息が喉を上って、口から出てゆき、最後は鼻から抜けてゆく。

　刺激でうまく呼吸ができない。吸って吐はく。そんな単純な行こう為いすら行えない。

　すると未祐の右手が胸から離れた。

「ああぁん………──っ？」

　そのとき口から出た声に、璃亞は思わず身を硬くした。

　何て声を出しているのだ、自分は。物もの欲ほしそうにして、これではもっと触れて欲しいと言わんばかりではないか。

「ち、ちがうの……やだ、今の、は……っ、ちがうっ、ちがうのぉ」

　まだ左胸に残る刺激に、息も絶え絶えになりながら必死になって弁解する。

　だが、言いながら自分でも思う。これほど空むなしい言い訳はない。

「ここまできて我慢すんなよ。素直にならないといつまでも楽になれないぞ」

「そっ、そんなっ……あっ」

　未祐の右手が、汗ばんだ璃亞の肌をつつつっと滑すべってゆく。右から左へ、左から右へ、肋ろつ骨こつの輪りん郭かくをくすぐるように、徐々に下へと進んでゆく。

　臍へその周りを回ってから、小指の先が臍穴へと入れられて。コリっとツメを立てられた。

「──ひああぁぁっ？」

　その刺激に、璃亞は思わず叫さけんでしまう。

　未祐はそんな反応を楽しむようにクスクスと笑いながら、手を璃亞の内股へ。

　そして、今度は左右に滑りながら上を目指しはじめる。

「あっ……そ、そっちは……」

「ん？　ああ、そういやここから先は触られてなかったか」

「え、ええ……」

　そうだ。あのときは、阿藤がそこに触れようとする前に未祐が覚醒して、そのまま阿藤をやっつけたから。そこはまだ、誰も手を触れていない純潔のままだ。

「──どうする？」

「え──？」

　問われて、璃亞は思わず肩かた越ごしに未祐を振り返った。

　冷たい視線がこちらを見ている。

「どうして欲しい？　お前が決めろよ。オレはお前がして欲しいようにするぜ？」

「私が……して欲しいように」

「お前が望むなら──オレは先に進む」

　それは言わせる口調。

　行くか戻るか。選せん択たくを自分に委ゆだねているのだ。

「────」

　どうしよう──そう頭は悩なやむのに、璃亞の心はすでに決まっていた。

　ただ理性が、感情に殺されるのを待っている。早くトドメを刺さしてくれと。

　その先を言ってしまえ。その先へ行ってしまえ。高鳴る鼓こ動どうが璃亞を急せかす。

　早く飛び降りろ。いいや突つき落おとせ。素直になれない愚おろかな自分を。体てい裁さいを気にする弱い自分を。さあ、欺ぎ瞞まんを捨てて罪を犯おかせ。

　──そうすれば罰ばつがお前を、優しく犯してくれるから。

「………………行きたい」

　消え入りそうな声で、だがはっきりと。

　璃亞は自分の想いを口にする。

「私は先に行きたいよ……」

　だから。

「お願い──来て、未祐」

　そして未祐を名前で呼んだ。それは決意だ。

　彼と共に進む決意。自分はもう戻るつもりはないと。そう言い聞かせるように。

「──わかった」

　短い返事。未祐は二度も訊たずねるようなことはしなかった。

　そして彼の手が、ゆっくりと璃亞の身体を登ってゆく。

「っ……っっ…………っく」

　ついに訪おとずれようとするその時を前に、璃亞は唇を噛かみしめた。

　こちらを触れてくる未祐の手が優しくて、なのに熱くて。切なくてもどかしい。

　未祐の手が迫せまってくる。もうすぐ触れられる。

　そう思うと、璃亞の全神経が下腹部へと集中した。まだそこを触られていないのに、その場所が待ちきれないかのように脈動する。心臓の鼓動だけでメチャクチャに感じる。ショーツを穿はいている、その感触だけでおかしくなりそうだ。

　璃亞の喉がゴクリと鳴る。震える吐息が熱く燃える。

　身体の芯しんが甘くしびれて。

　──だめ……私、震えてしまうっ。

　璃亞の身体が極限まで緊きん張ちようしたその時。

　未祐の指先が、その場所へ触れた。

「っっっ─────!?」

　きっとそれは、ひとひらの羽う毛もうがそっと触れた程度の刺激だったのだろう。

　だが璃亞にはそれで充じゆう分ぶんだった。期待と恐怖に待ちわびていた心と身体は、璃亞の感覚をこれまでにないほど敏びん感かんにしていて。増ぞう幅ふくされた快感が、全身の毛穴という毛穴から噴ふき出した。

「──────」

　声にできない絶ぜつ叫きように喉を震わせて。

　璃亞は仰のけ反ぞるように、身体を弓のようにしならせ、そしてそのまま後ろへと倒たおれた。

　まるで奈な落らくに落ちてゆくような感覚に、璃亞は意識を手放してゆく。

　だが、そんな璃亞を受け止める存在があった。

　薄れゆく意識の中、璃亞はぼんやりと見上げる。



    

  
    
      　自分を支える存在を。結槻未祐を。

　未祐の温ぬくもりを確かに感じた璃亞は、心の底から安あん堵どして。

　ゆっくりと瞳を閉じていった。





　そして。

「………………斗神？」

　呼びかけても返事がないことに気づいて、未祐は溜息をひとつこぼした。

　それからそっと璃亞をベッドに寝かせると、身体が冷えないようにタオルケットをかけてやる。

　するとタオルケットを押し上げる、璃亞の豊かな胸がわずかに上下していた。

　規則正しいその動きに、未祐は璃亞の呼吸が穏やかなことを知る。

「やれやれ……」

　未祐は静かに微び笑しようして、そっと寝しん室しつを後にした。

　リビングへ戻り、そのままソファへ身を投げ出す。

　限界だった。璃亞と同じように、未祐にとっても色んなことがありすぎた一日で。

　気をぬいたとたんに一気に身体が重くなり、急激な眠ねむ気けが襲おそってくる。

「────────」

　そして。

　未祐はそのまま眠ねむるようにして、静かに意識を失った。





　璃亞が警察に、今回の一連の出来事についての経けい緯いを説明したのは翌日の夕方となった。

　阿藤からの呼び出しに応じてひとりで会った軽けい率そつな行為は咎とがめられたものの、スタンガンでの反はん撃げきについては正当防衛が認められた。その写真を撮さつ影えいしたことについて、厳重注意を受けたのはご愛あい嬌きようだ。

　一方、阿藤の方はそうはいかなかった。脅きよう迫はく、暴行、傷害、住居不法侵入、器物損そん壊かい、拉ら致ち監かん禁きんなどなど。数え上げればキリがなく、まず間ま違ちがいなく少年院に出で戻もどりになるだろうとのことだった。

　そして、さらに一日が経過した翌日の午後。

「──まあ、これにて一件落着ってところかな」

「ええ……そうね」

　愁一の言葉に、璃亞は静かに頷いた。

　週末には破は壊かいされた第二保健室の改修工事もはじまる。必要な備品や機材のリストアップもほぼ済んでいるし。夏休みが終わって新学期を迎えるころには、保健部の活動は再開できるだろう。

　璃亞は、眠っている未祐を見た。

　彼女と愁一が今いる場所は、未祐のアパートの彼の部屋だ。

　あの長い夜が明けた翌日の朝。璃亞が目覚めると、彼女はひとりベッドにいた。

　そして未祐の姿はなくて、慌あわててリビングへ向かうと、ソファで眠る彼の姿を見つけることができた。安堵しながら、疲つかれているのだろうと、学校へ自分と一緒いつしよに休むと連れん絡らくを入れて、そのまま寝かせておいたのだ。しかし未祐はいつまで経たっても眠ったまま眼を覚まさず、午後になって璃亞はその異常に気がついた。そして、救急車を呼んで未祐を病院へ運んだのである。

　だが、検査の結果は特に問題はなかった。殴なぐられたり蹴けられた場所に打だ撲ぼくはあるものの、脳や骨などに異常はなかったのだ。しかし、医者からはひどく神経が消しよう耗もうしていると告げられた。

　愁一の話だと、未祐の覚醒状態は、ある種のトランス状態で、ひどく神経を消耗するものであるという。おそらく、長く覚醒したままでい続けたことの副作用なのだろう。

　もうすでに丸一日以上、眠ったままの状態が続いていた。

「………………」

　そんな未祐を心配そうに見つめる璃亞に、愁一は苦く笑しよう。

「大だい丈じよ夫うぶだよ、医者も問題ないって言ってるんだし。ちょっと疲れてるだけさ、すぐに元気になって眼を覚ますって」

「…………ええ」

　心ここに在らずといった璃亞の返答に、愁一はやれやれと嘆たん息そくして、

「そんなに心配なら、ちゃんと自分の想いを伝えればいいのに」

「──────」

　どうして、と言わんばかりに璃亞は眼を見開いて。

　しかし、動じることなく言う。

「……いつから気づいていたわけ？」

「いや。わりと最初の方から、かな」

「やっぱりイヤな男……」

　うんざりとした口調の璃亞に、愁一はあははと笑って、

「でも黙ってそのまま自分の気持ちを押しこめるのは辛つらいし。かといって諦あきらめることもできないでしょ、好きって気持ちってヤツはさ」

　そして、そのままずっと引きずって。忘れることなどできやしないのだ。

「伝えられるときに伝えないと、一生後こう悔かいすることになるよ、斗神さん」

「まるで──」

　と、璃亞。

「まるで、自分のことみたいに言うのね」

「あれ……そんな風に聞こえたかな？」

　まいったなあ、と愁一はどこか自じ嘲ちようめいた口ぶりで、視線を遠くへ。

　そして語りだす。

「あのね斗神さん、俺おれは告白しなかったんじゃない。させてもらえなかったんだ……」



「俺は姉貴のことが好きだったんだよ、斗神さん」

「…………それって、血の繋つながっていない？」

「うんにゃ、バリバリ繋がってる」

　愁一は肩をすくめて、

「ただ、そんなことは別に俺たちにとって悲劇でも何でもなかった」

　そう。そんなことよりも深い悲しみが自分たちにはあったのだ。

　それは。

「俺たちの一番の悲劇はね、両思いだったことなんだよ──」

　静かな口調で愁一は言った。

　──本当なら。涼子に告白して、バ～カって言われて、それで終わるはずだった。

　それだけで、それっきりで自分は本気で諦めるつもりでいた。

　だが。いざ愁一が告白しようとした時だ。先に涼子に言われてしまったのだ。

　お前のことが好きだ、と。ひとりの男として見ていると。

　ところが、彼女はこう続けたのだ。「お願いだから、どうか自分を振ってくれ」と。

　そう言って彼女は自分に拒絶を求めた。そうすれば、諦められるからと言って。

　涼子はきっと、告白しようとしていた愁一の気持ちを見み抜ぬいていたのだろう。

　そして彼女自身は、こちらの想いを拒こばめないほど自分のことを想ってくれていて。

　だから先に告げたのだ。自身は無理でも、弟はきっと姉を拒んでくれると信じて。

「あのとき、自分がなんて言ったのか、よく覚えていないんだ……」

　泣きそうな表情で「私たちは血のつながった姉きよう弟だいだ」と、「お前はどうか間違えないでくれ」と言った姉を前にして、自分がどう応こたえたのか。

「はっきりしているのはひとつだよ。結局、俺は自分の想いを告げることはできなかった。そこには始まりも終わりもない。そして、あとはずっとそのまま後悔だ……」

　そう言ったきり、愁一は沈ちん黙もくした。

　璃亞もそのまま黙り込み、ふたりの間に重い空気が流れる。

　そんな静寂を打ち破った電子音があった。呼よび鈴りんだ。

　来訪者を告げる報しらせに、愁一は腰を上げようとして、

「──いいわ。私が出るから」

　そう言って、璃亞が部屋を出て行く。

「久瀬くん……」

　そして。扉とびらを閉めるときに振り返る。

　こちらと視線を合わせて、

「ありがとう……話してくれて。肝きもに銘めいじておくわ」

　そう言って扉を閉めると、パタパタと玄げん関かんへ向かった。

　愁一は苦笑を浮うかべて、

「──で、お前はいつまで狸たぬき寝ね入いりをしてるんだ？」





「…………あのさ」

　未祐は眼をつぶったまま、

「ここは気がついていても、あえて言わない場面じゃないのか？」

「そう思うなら、お前の方こそ返事するなよ」

「そりゃまあ、そうだけどさ……」

　言われた未祐はパチッと眼を開けると、やれやれと身体を起こした。

　そして。

「──本当なのか、今の話？」

　未祐にとっても、今愁一が璃亞に話した内容は寝ね耳みみに水みず。

　自分の幼おさな馴な染じみであるふたりに、そんなことがあったなんて全く知らなかった。

　あんなに一緒にいたというのに。

　愁一は自嘲の笑みを浮かべながら、

「さあどうかな……何せホラ、俺ってウソつきだからさ」

　そう言ってベッドの端はしに腰かけて、

「でも……、もし本当だったとしたら──どうする？」

　こちらに顔は向けないで。そう静かに背中で訊きいてきた。

「……………………」

　未祐はジッとその背中を見つめる。

　いつも飄ひよう々ひようとして、誰よりも器用な愁一が今、弱さを見せている。

　自分はそんな彼に何をしてやれるだろう。いつも自分の悩みばかり打ち明けて。ずっとフォローしてもらって、助けてもらって。そして本気でぶつかってもらって。

　ならば自分は──

「…………別に、どうもしないよ」

　告げる。

　ゆっくりと振り返ったその表情は驚き。

　そんな愁一に、未祐は苦笑を返して。

「お前が誰を好きだろうと、お前はお前だ。何も変わったりしないよ……。オレは、お前が大切にしてきた、お前の気もちを尊重する」

「そっか……」

　愁一は眉まゆ尻じりを下げた。それから静かな笑みを浮かべる。

「………………サンキュ」

「うん」

　小さな呟つぶやきに、未祐は頷きを返した。

　今まで、こんな感じで愁一の話をすることなんてなかったから、お互たがいどこか照れて。

「ふっ、ふふっ……」

「……ははっ」

　ふたりは互いに視線を逸らして苦笑する。

「──なあ愁」

「ん？」

「……いや、何でもない」

　未祐は静かに首を振った。そして心の中で思う。

　さっきの愁一の話が、いつのころのことだかは知らない。だが、もし本当に涼子が愁一への想おもいを諦めたかったのだとしたら、彼女は今いま頃ごろとっくに家を出てたんじゃないだろうか。それなのに、なぜか涼子はいまだに実家暮らしをして、愁一の傍に居い続けている。諦めたいはずなのに。顔を合わせていたら、いつまで経っても気持ちにケリなんてつけられないだろうに。

　あんな明朗快活な涼子がしている、矛む盾じゆんともいえる行動。

　その意味に──この愁一が気づいていないわけがない。

　だから言わない。軽々しく言ったりしない。

　いつか、彼はきっと自身の気持ちに答えを出すだろう。

　それはきっと、彼と彼の愛する人を最も幸せにするものに違ちがいないと。

　自分はそう信じているから。





「──あれ、斗神さん？」

　璃亞が玄関の扉を開けると、螢が外に立っていた。

　手に提さげた愛用のエコバッグには、大ぶりのスイカがすっぽりと収まっている。

　よもや、自分が応対に出てくるとは思っていなかったのだろう。

　ポカンとした様子でいる螢を、璃亞は見据えて、

「あなたも結槻のお見舞いに？」

「う、うん。えっと……入っていいかな？」

「別に断わる必要はないわ。ここは私の家じゃないんだから」

「そ、そっか……そうだよね。それじゃあ」

　一歩身を引いた璃亞に、お邪魔じやましまーすと螢は中へと入ってくる。

　脱ぬいだ靴くつをそろえながら、

「……結槻くん、起きてる？」

「いいえ……でも、じきに眼を覚ますだろうって。今は久瀬がついてるわ」

「そうなんだ……じゃあ、あたしもちょっと顔を拝ませていただきましょうかね」

　そう言って、そそくさと眼の前を通り過ぎてゆこうとした螢に、

「──ねえ、六堂」

　璃亞は静かに、しかし確かな口調で呼びかけた。

「私……あなたに謝あやまらなければならないことがあるわ」

「ど、どうしたの急に……？」

　戸と惑まどう螢に、あのねと璃亞は前置きをして、

「私ね、結槻のことが好きだったの」

「────」

　あまりに素直なその告白に、螢は息を呑のんだ。

「……へ、へえ、そうなんですか」

「ええ、そうなのよ」

　思わず変な言葉使いになってしまった螢に、璃亞は頷く。

　未祐が螢を好きなこと。そして、おそらく螢も未祐を好きなことに気づいていたから。

　ずっと自分の気持ちに蓋ふたをしてきた。自分の想いから眼を逸らしてきた。

　なのに、やっぱり我慢することができなかった。

「──それで、この間あなたと結槻が第二保健室で乳ちち繰くり合おうとしたときも、思わず邪魔してしまったから。ずっと申し訳ないと思っていたの」

「えっと。いや、チチクリとかはあっていなかった、かなあ……」

　螢はモゴモゴ言ってから、

「──でも、どうして？」

　ようやく心を落ち着かせ、そして問う。

「どうして急に、そんなことを言う気になったの？」

「もう、自分の気持ちにウソをつきたくないから……」

　そう言って璃亞は微笑えんだ。

「自分の気もちに素直になるって決めたから──それだけよ」

「～～～～～～～っ」

　すると螢の顔がとたんに真っ赤になる。

　自分は普通に笑っただけのつもりだったのだが、あるいは彼女には解ったのかもしれない。自分の心に、どれだけの変化があったかを。今の自分が、新しい斗神璃亞なのだと。

　同じ少年を好きになった者同士の直感で。

「………………えっと、でも」

　螢はあはは、とかろうじて笑みを浮かべて、

「好きだった……ってことは、もう過去形ってことだよね？」

「ええ。今はもう好きじゃないわ──」

　一息。

「今はもう、もっとずっと、彼のことが大好きだから」

「なっ、何それぇ────っ！」

　今度は笑って済ませられなかったのか、ついに螢は絶叫。

　すると璃亞は不敵に笑って、

「だから、悪いけどあなたには結槻は譲ゆずらない。彼が好きなのはあなたかもしれないけれど、そんなことはどうでもいい。私はもう、諦めないって決めたから。だから、どんなことをしてでも彼を振り向むかせてみせる。本気よ。これからは、もう遠えん慮りよしない。手加減もしない。全力で行くから覚かく悟ごしててね？」

「…………あ、あたしだって譲らないよっ」

　すると螢も真っ向から璃亞を見つめる。

　覚悟を決める。

「斗神さんに結槻くんは渡わたさない。絶対、絶・対っ、絶対に、絶ぇ～っ対に渡しませんっ」

「そう……楽しみだわ」

　余裕の表情を浮かべる璃亞と、う～っと可愛らしく威い嚇かくする螢。

　ふたりの間に、ふたりだけに見える火花が今散って。

　そしてそれが新しいスタート。

　少女たちの恋こいが加速してゆく。





　ヒートアップした璃亞と螢の声は、かなりのボリュームになっていた。

　そのため、寝室の方まで思い切り筒つつ抜ぬけで。

　一部始終を聞いていた愁一は、未祐を振り返り、

「──だってさ。どうするよ？」

「オレが聞きてえよ……」

　と頭を抱えながら未祐。

　すると愁一はニマニマと意地の悪い笑みを浮かべて、

「で？　そもそも、お前はどっちのことが好きなわけ？」

「そんなの──」

　決まってるだろ、と言おうとして。しかしその声は尻しりすぼみ。

　螢が好きだ。中学のときからずっと。その気持ちは今でも変わることはない。

　でも、覚かく醒せい状態のときのことも全て思い出し、璃亞の想いも知ったことで、璃亞への想いも変わりつつある。そんな二人への想いは、自分にとってはどちらも大切で。どちらかにしろと急に言われても、とてもじゃないが選べやしない。

　さらに、未祐の頭を悩ませていることがもうひとつあった。それは、あの事件の晩。阿藤の手の感触を消すために璃亞の身体に触れたときのこと。璃亞にいつもの覚醒状態のときよりも強ごう引いんで激しいと言われたことだ。あのときの自分は、覚醒状態だと璃亞は思っているだろう。だが、本当はあのとき、未祐の意識は正常なままだった。スーパーサイヤ人じゃないのだ。そんな、思い通りになったり戻もどったりなど、できるわけがない。あんなものは、思い出した記憶を頼りにしたアドリブだ。ところが、嫌いや々いややっていたのかというと、そんなことはなく。いざことがはじまると、気がつけばむしろ積極的に璃亞のことをイジめていて。あのとき言った鬼き畜ちくなセリフ。あれは全部、未祐の本音だ。

　まあ、さすがに璃亞の身体に触れるときは顔が赤くなりそうだったので、彼女を気き遣づかう振りして背後に回ったが。ところが、自分の顔を見られないと思ったら、まあ大だい胆たんに手が動く動く。結果、夢中になって璃亞を失神させてしまった。これまでの覚醒状態でも、あそこまでの無む茶ちやをしたことはない。

　──いや、素の方がすごいなんてありえないだろ、オレ。

　未祐は思わず頭を抱えた。

「あーらあら、すっかり悩んじゃって……」

　愁一は笑いながら、

「そういや、一部では俺とお前のＢＬ展開を睨にらんでいる人もいるらしいけど──どうよ？」

「どうもこうもあるか！　お前、数分前にした自分の重大告白を、あっさり卓袱ちやぶ台だい返ししてんじゃねえよっ！」

　そう叫んだ瞬間、しまった──と未祐は激しく後悔。

　向こうの声が聞こえるのだ。当然、大きな声を出せばこちらのものも聞こえるだろう。

　自分が眼めを覚ましたことを、思いっきりふたりに知られてしまった。



    

  
    
      　未祐は慌てて口元を押さえて、扉の向こう、玄関近くの璃亞たちの様子をうかがう。

「……………………？」

　しかし反応がなかった。向こうからは、何の声も聞こえてこない。

　未祐はホッと胸を撫で下おろそうとして、しかしはたと思い至る。

　静かすぎる。不気味なくらい。まるで、さっきまでの言い合いがウソのようだ。

　そう思った瞬しゆん間かんだった。

　ドタドタドタドタドタドタッ

　床が抜けそうな足音がふたつ、こちらへ向かって突とつ進しんしてくる。

　その音の迫はく力りよくに、愁一が肩かたをすくめて。

「あと三秒だな。未祐さん。今の気持ちをひと言どうぞ」

「──限界です」

　つぶやくと同時、開け放たれた戸の向こうから、璃亞と螢がなだれ込んできた。





　──そして。

　いくつかの季節がすぎて、春。

　入学式の日を迎え、新入生がまた草薙学園へと入ってきた。

　不安と期待とが入り混じった彼らの表情には、少しの緊張がある。

　しかし、憧あこがれていた新たなステージに心は躍おどり、視線は自然と上を向く。

　そんな新入生の中にひとり、下を向いて歩く男子生徒がいた。

　緊張しやすい性格の彼は、昨日の夜は一いつ睡すいもできずフラフラ。

　さらには神経性の腹痛まで出て、ほとんど限界の状じよう況きようだった。

　このままでは、とてもじゃないが入学式を乗り切れない。

　そう判断した彼は、保健室を探さがして歩きはじめた。

　しかし、今日入学した彼にとって、広い校舎の中はまるで迷めい路ろ。さらには、今日の晴れの門かど出でには、新入生や在校生だけでなく、新入生の家族やその他の来らい賓ひんもおり、玄関のある一階はごった返しの状態で。そのため、どちらに行けばよいのかもわからず、彼はおぼつかない足取りで校舎の中を彷徨さまよった。

　どれだけ歩き回っただろう。彼はようやく、探し求もとめていた場所を見つけ、しかし思わず首をかしげた。ドアの上に掲かかげられた表札に書かれていた文字を見たからだ。

　第二保健室。なんだろう、とその男子生徒は思案する。

　そこはかとなく怪あやしい響ひびき。保健室の二軍なんだろうか。それとも野党なんだろうか。

　それに第二があるということは、少なくとも第一があるということだ。

　そちらに行った方が良いのではないだろうか。思わずそんな考えが頭に浮かぶ。

　しかし、とてもじゃないがこれ以上、この混雑した校内を歩き回って第一保健室を探す気力は、今の彼にはなかった。

　見れば、ノブにかかっている札には活動中とあった。

　意味はよくわからないが、おそらく人がいるのだろう。

　男子生徒は力ないノックを二回。すると、

『はい、どうぞ──』

　中から応答が返ってくる。

　よかった人がいた、という思いと共に、しまったもう入るしかない、という思いが同時に湧わき上がり、仕方なく彼は覚悟を決める。

「し、失礼します……」

　おそるおそるつぶやいて、男子生徒はその保健室の中へと足を踏ふみ入いれた。

「────」

　森に差し込む木こ漏もれ日びのような温かさと、透すき通とおる泉が生み出すような澄すんだ清せい涼りよう感。

　男子生徒は思わず立たち尽つくした。

　身体から、自然と力が抜けてゆくような圧あつ倒とう的てきな心ここ地ち良よさ。

　温度と湿しつ度どが絶妙なバランスで保たれている空気は、どこまでも滑なめらかで。思わず腹痛で浅くなっていた呼吸が穏やかになる。

　こんな保健室があるなんて──訪れた者を癒いやすような、柔やわらかな光で包まれた室内で、男子生徒はしばし呆ぼう然ぜん。ふと気がつけば、さっきまであれほど苦しかった腹痛がほとんど感じなくなっていた。

　それでも、彼は帰ることなく部屋の奥おくへ向かおうと思った。

　この部屋の心地良さを生み出している秘密、その正体が知りたかったからだ。

　だから男子生徒は前へと、その一歩を踏み出した。

　その奥では。

　荒あらくれナイチンゲールと呼ばれるひとりの少女と。

　限界を迎むかえた人の苦しみを聞くことができる、ひとりの少年が待っている。



　保健室。

　誰だれもが立ち寄り、しかし留とどまることのないこの場所で。

　彼らは今日も、苦しんでいる人を想い続けている。



    

  
    
      あとがき






　え～。おつかれさまです。上うえ栖す綴てつ人とです。

　というわけで、『ギブあっぷ！』三巻をお届とどけしました。いやー、まさか三巻が出るとは。読者の皆さんの応おう援えんのおかげで、奇き跡せきが起きましたね。全くもってありがたい話です。

　いえね、何となく二巻で終わりなんだろうなーと思って、前回これでもかという位「サービスサービスぅ♪」してしまっていたため、三巻発売が決定した際さいは、二巻を越こえるために、一歩も後には引けない状態になっておりました。自分で自分を追い詰つめてどうする。

　そのため、かつての自分（連れん続ぞくして作品がＴＶアニメ化している、某ぼう美少女ゲームメーカーのシナリオライター職しよくに内定を貰もらっていた過ぎ去りし日）と向き合い、「何だ……生きてたのか」「お前もな……」などと、久しぶりに戦友に会ったみたいな気持ちで、この本を書いていました。病気か。まあ、そんなこんなで完成した本書ですが、楽しんでいただけたなら幸いです。



★準備……始めてますか？★

　地デジです。いや、地デジ以外もですが。世の中は諸々次世代へ移い行こうしようとしているというのに、我が家はバリバリ画面の右上に「アナログ」とか出ています。しかし、そろそろテレビやらパソコンやら、色々と買い換かえねばならない時期に差し掛かかって来ている状況でして。テレビは九年、パソコンは八年同じ物を使っています。まあ、テレビは最悪壊こわれてもどうとでもなりますが、パソコンはなぁ……書いてる小説のデータとか飛んだら、俺も飛ぶぞ。あとは、やっぱりブルーレイ。最近は仕事で、アニメタイトルのブルーレイソフトの封ふう入にゆうライナーとか作ってるんですが、見本のソフトとか貰もらっても見られる環かん境きようがないんですよね……。あげく来年出る予定のアニメのＢＯＸとか、せっかく担たん当とうして見本まで貰っといて、中身が見られなかったら泣なきます。さらに、この本が出ている頃には発売されている筈はずなのですよ。ＦＦ13が。仕事に小説と、時間がないのは解わかってますが、それを承しよ知うちで何とかプレイしたい……っ！　ＰＳ３持ってないけど。だが、もしＦＦを買えば、ＰＳ３だけじゃなく、高画質を堪たん能のうできる新しいテレビも購こう入にゆうする事になるだろうし……。先にパソコン買い換えて、良いモニター用意してそっちでやるとか……。

　まあ買ってもやる時間はないんですけどね？　でも準じゆん備びだけはしないと、という話です。



★最近？　のタクシー★

　すごいのよ。いや、すごいのは恐らく運転手だったのでしょうが。先日乗ったタクシーの話なんですが、ドライバーさんが会社から支し給きゆうされた車を、超自分仕様にカスタマイズしてまして。地デジテレビ（ワンセグじゃなくてフルデジタル）と全方位アンテナ、ＵＳＢ音楽ブレーヤー、スピーカー、ノートパソコン、外付けハードディスク１・５Ｔ、ｅｔｃ（その他です）。つーか、ハードディスク１・５Ｔって……こっちは八年前のマシンで、なけなしの60Ｇのハードディスクをやりくりしとんのに。ちなみに、ノーパソは乗車した客が使いたければ貸してくれるとの事。さらに、次はブルーレイ環かん境きようを入れるそうです。

　まあ、そんな個性派なマシンを駆かるドライバーさん。人懐なつっこい性格と、柔やわらかい雰ふん囲い気きをしてまして、聞けばお客さんからの評ひよ判うばんも上々。バンバン指名が入るらしく、月に十日も走れば簡単にノルマを達たつ成せいできるそうです。カリスマじゃねーか。面おも白しろすぎるので、携けい帯たい番号とか聞いちゃいました。ちなみに後日、同じ場所で別のタクシー乗ったら、その運転手さんはノルマ大変って言ってました。でも、きっとそれが普ふ通つうなんだろうなぁ……。



　では、そろそろこの辺りで謝しや辞じをー。

　イラスト担当の会あい田ださん。常にあくなきギリギリ表現へと挑ちよう戦せんしていただき、いつもありがとうございます。二巻に引き続き、著ちよ者しや特とつ権けんでテープがないバージョンを担当さん経けい由ゆで貰いました。いやー、役やく得とくです。本当にありがとうございました。

　そして、デザイナーの渡わた辺なべ様にも、常にギリギリとの戦いをお願いしております。カバーのテープの引き方は、最早芸術の領りよう域いきですね。この作品の魅み力りよくを最大限に引き出してくれる装そう丁てい作り、いつもありがとうございます。

　そして担当様。私が途と中ちゆうでちょっと息抜きしたせいで、後半駆け足になってしまいましたが、今回も何とか出版まで漕こぎ着けていただきました。お世話になりました、ありがとうございます。前巻のあとがきで書いた、諸々上手く進行します宣せん言げんは、次回以降に持ち越しという事で、何卒ご容よう赦しやくださいー。

　他にも関係各所のみなさまにも、お世話になりました。ありがとうございました。



　そして、この本を手に取ってくれたあなた。本当にありがとうございます。

　１・２巻に引き続き、この作品のご感想をお待ちしております。

　それでは、またお会いしましょう！

二〇〇九年十二月二日　上栖綴人



    

  
    
      ◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆

〒151-0053　東京都渋谷区代々木2-15-8

ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部

上栖綴人 先生／会田孝信 先生
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